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第１章 事業の概要 

 

（１）本事業の目的 

難病の子どもやその家族は、日々の生活を送る上で日常的に医療的ケア等の特別な配慮

を必要とするために、地域における様々なサービスの利用機会が制限されている。また、本

人・家族の行動範囲が限定的になりやすい等、様々な課題を抱えていることも指摘されてい

る。 

そのような背景の中、日本財団では、特定非営利活動法人 芸術と遊び創造協会 東京おも

ちゃ美術館との共同により、難病児が遊べるおもちゃセット「あそびのむし」を開発し、

2019 年から全国の福祉施設や病院への無償配布、配布先を対象とした研修会や交流会の場

の設置を行っている。 

本事業では、これらの配布先（福祉施設や病院等）を対象とし、「あそびのむし」が子ど

もや支援者に与えた効果や好事例、活用状況などを調査するとともに、要望や改善点などの

把握を行い、今後の配布の在り方の検討材料を収集することを目的として実施した。 

なお、「あそびのむし」は、難病の指定を受けている子ども、呼吸管理や経管栄養等の何

らかの医療的ケアを必要とする子ども、その他の病気や障害がある子ども、家族、きょうだ

い児など、幅広い方々を対象としている。本章の記述においては、そうした子どもたちを総

称して「難病児」と表記している。 

 

図表 1 あそびのむしの概要 
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（２）調査の実施体制 

※敬称略 

 

【公益財団法人 日本財団】 

公益事業部 部長                      高橋 恵里子 

公益事業部 子ども支援チーム  チームリーダー            金子 知史 

公益事業部 子ども支援チーム 難病児支援プログラム担当  本田 明日美 

公益事業部 子ども支援チーム 難病児支援プログラム担当  村田 安奈 

 

【特定非営利活動法人 芸術と遊び創造協会】 

福祉文化部長  馬場 清 

   事業担当 磯  忍 

         高山 陽子 

               遠藤 基子  

        

【事務局】 

羽田 圭子 みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株） 社会政策コンサルティング部 

佐藤 渓 同 上 

井上 菜緒子 同 上 

 

【協力機関】 

一般社団法人 Burano 

※アンケート調査に先立って、プレヒアリング調査にご協力いただいた。 
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第２章 難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」の 

活用状況を把握するための Web アンケート調査の概要 

 

（１）調査の目的 

「あそびのむし」の配布先において、難病児向けおもちゃセットの活用の現状、子どもや支

援者への変化の有無等を具体的に把握し、効果を測定することを目的とする。 

 

（２）調査対象、回収数、集計方針について 

 2019 年より、難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」を配布した全国のこども病院

や児童発達支援・放課後等デイサービスなどの支援施設計 240 ヶ所を対象に WEB アンケ

ート調査を実施した。配布先のうち、全国のおもちゃ美術館は、医療・福祉施設とは事業の

目的等が異なることから、調査対象から除外した。 

これまで配布を行った病院・施設を対象に、「あそびのむし」が与えた効果や好事例、活

用状況等を把握するとともに、今後の事業展開を検討するための基礎データを収集した。 

 

図表 2 調査対象と回収状況 

配布数 有効回収数 回収率 

２３０ １６２ ７０．４％ 

 

（３）結果をみる際の留意点 

・n：当該設問の回答数 

・SA（該当する選択肢に単一回答する設問）、MA（該当する選択肢に複数回答する設問） 

・百分率、数値記入設問は、四捨五入を行っている。四捨五入により、百分率は合計すると

100.0％にならない場合がある。 

 

（４）調査方法 

 調査実施機関が電子メールで調査を依頼し、本調査用に開設した WEB サイトに回答者

がアクセスして回答いただいた。 

 

（５）調査実施時期 

 2024 年 8 月 5 日～2024 年 8 月末まで実施した。特に断りのない限り、2024（令和 6）

年 7 月時点の状況の記入を依頼した。 
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（６）調査項目 

 各調査票における調査項目は下表の通りである。 

 

図表 3 アンケート調査の構成と項目 

 

 

 

  



6 

第３章 アンケート調査の結果 

 

【単純集計結果】 

（１）医療機関・施設の概要について 

①法人格 

法人格については、合計で社会福祉法人が 24.7％と最も高く、次いで、特定非営利活

動法人が 14.2％、一般社団法人が 12.3％となっていた。 

 

図表 4 法人格 

 

 

図表 5 法人格（その他） 

施設種別 記載内容 

診療所・クリニック 個人事業 

障害児通所支援施設 児童発達支援センター 

障害児通所支援施設 社会医療法人 

障害児通所支援施設 個人事業 

障害児入所支援施設 恩賜財団社会福祉法人 

当事者団体 当事者団体サークル 

当事者団体 医療的ケア児交流サークル 

  

問１.貴施設の基本情報をご回答ください。

（１）貴法人格 ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 国立大学法人・学校法人 15 9.3 7 14.6 8 7.0

2 独立行政法人・国立研究開発法人 7 4.3 4 8.3 3 2.6
3 地方公共団体 8 4.9 0 0.0 8 7.0

4 地方独立行政法人 5 3.1 1 2.1 4 3.5

5 医療法人 10 6.2 8 16.7 2 1.8

6 社会福祉法人 40 24.7 7 14.6 33 28.9

7 一般社団法人 20 12.3 6 12.5 14 12.3

8 公益社団法人 4 2.5 3 6.3 1 0.9

9 一般財団法人 1 0.6 0 0.0 1 0.9

10 公益財団法人 3 1.9 2 4.2 1 0.9

11 特定非営利活動法人 26 16.0 6 12.5 20 17.5

12 株式会社 10 6.2 0 0.0 10 8.8

13 合同会社 4 2.5 1 2.1 3 2.6

14 有限会社 0 0.0 0 0.0 0 0.0

15 その他 9 5.6 3 6.3 6 5.3

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

合計
2020年度（第１弾）

No.

2023年度（第２弾）

選択肢
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②所在地 

所在地については、合計で東京都が 15.4％と最も高く、次いで、神奈川県、千葉県が

4.9％、埼玉県が 4.3％となっていた。 

 

図表 6 所在地 

 

 

 

（２）所在地...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 北海道 5 3.1 2 4.2 3 2.6

2 青森県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

3 岩手県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

4 宮城県 5 3.1 2 4.2 3 2.6

5 秋田県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

6 山形県 2 1.2 0 0.0 2 1.8

7 福島県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

8 茨城県 4 2.5 2 4.2 2 1.8

9 栃木県 4 2.5 1 2.1 3 2.6

10 群馬県 4 2.5 0 0.0 4 3.5

11 埼玉県 7 4.3 3 6.3 4 3.5

12 千葉県 8 4.9 3 6.3 5 4.4

13 東京都 25 15.4 8 16.7 17 14.9

14 神奈川県 8 4.9 1 2.1 7 6.1

15 新潟県 2 1.2 0 0.0 2 1.8

16 富山県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

17 石川県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

18 福井県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

19 山梨県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

20 長野県 0 0.0 0 0.0 0 0.0

21 岐阜県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

22 静岡県 3 1.9 0 0.0 3 2.6

23 愛知県 5 3.1 1 2.1 4 3.5

24 三重県 0 0.0 0 0.0 0 0.0

25 滋賀県 3 1.9 0 0.0 3 2.6

26 京都府 3 1.9 0 0.0 3 2.6

27 大阪府 6 3.7 2 4.2 4 3.5

28 兵庫県 4 2.5 2 4.2 2 1.8

29 奈良県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

30 和歌山県 3 1.9 0 0.0 3 2.6

31 鳥取県 4 2.5 2 4.2 2 1.8

32 島根県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

33 岡山県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

34 広島県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

35 山口県 3 1.9 2 4.2 1 0.9

36 徳島県 0 0.0 0 0.0 0 0.0

37 香川県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

38 愛媛県 0 0.0 0 0.0 0 0.0

39 高知県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

40 福岡県 6 3.7 2 4.2 4 3.5

41 佐賀県 2 1.2 0 0.0 2 1.8

42 長崎県 3 1.9 0 0.0 3 2.6

43 熊本県 3 1.9 1 2.1 2 1.8

44 大分県 1 0.6 0 0.0 1 0.9

45 宮崎県 2 1.2 1 2.1 1 0.9

46 鹿児島県 2 1.2 0 0.0 2 1.8

47 沖縄県 5 3.1 3 6.3 2 1.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

合計
2020年度（第１弾）

No. 選択肢

2023年度（第２弾）
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③寄贈先の施設種別について 

寄贈先の施設種別については、合計で障害児通所支援施設が最も高く、45.1％、次いで、

病院が 24.1％、障害児入所支援施設が 9.9％となっていた。 

 

図表 7 寄贈先の施設種別 

 

 

図表 8 寄贈先の施設種別（その他） 

記載内容 

レスパイト施設 

相談支援センター（医ケア児とその保護者に対して相談事に対応する場） 

日中一時支援 

患者・家族滞在施設／きょうだい児保育室 

医療型短期入所施設 

医療的ケア児支援センター 

ファミリーハウス 

子育て支援施設 

認定こども園 

訪問看護ステーションと分娩を取り扱わない助産所 

居宅介護・訪問看護 

障害の有無関係なくすべての子どもとその保護者のための遊び場、あんしん拠点 

他施設に貸出をしている 

 

  

（６）寄贈先の施設種別...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 病院 39 24.1 15 31.3 24 21.1

2 診療所・クリニック 5 3.1 3 6.3 2 1.8

3 訪問看護ステーション 2 1.2 0 0.0 2 1.8

4 こどもホスピス 3 1.9 1 2.1 2 1.8

5 障害児通所支援施設 73 45.1 18 37.5 55 48.2

6 障害児入所支援施設 16 9.9 1 2.1 15 13.2

7 当事者団体 9 5.6 3 6.3 6 5.3

8 その他 15 9.3 7 14.6 8 7.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

合計
2020年度（第１弾）

No. 選択肢

2023年度（第２弾）
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④「あそびのむし」が寄贈された時期について 

「あそびのむし」が寄贈された時期については、2023 年度（第２弾）が 70.4％、2020 年

度（第１弾）が 29.6％となっていた。 

 

図表 9 「あそびのむし」が寄贈された時期 

 

 

⑤医療機関・施設の利用者（難病児）の状況について 

医療機関・施設の利用者（難病児）の状況について、どのような子どもが利用されてい

るか尋ねたところ、最も人数が多いものは合計で、「医療的ケア児や重症心身障害児（歩

行や 1 人で遊ぶことが困難）」が 56.8％、「医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や 1 人

で遊ぶことが可能）」「上記１，２に該当しない障害児」が 15.4％であった。 

他あてはまるものは、合計で、「医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や 1 人で遊ぶこ

とが困難）」が 89.5％、「医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や 1 人で遊ぶことが可能）」

が 67.9％となっていた。 

 

図表 10 医療機関・施設の利用者（難病児）の状況 

 

 

  

（７）「あそびのむし」が寄贈された時期...(ＳＡ)

No. ｎ %

1 2020年度（第１弾） 48 29.6

2 2023年度（第２弾） 114 70.4

無回答 0 0.0

全体 162 100.0

選択肢

問２ 貴医療機関・貴施設の利用者（難病児）の状況についてご回答ください。

（１）貴医療機関・貴施設はどのような子どもが利用されていますか...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や1人で遊ぶことが困難） 92 56.8 23 47.9 69 60.5

2 医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や1人で遊ぶことが可能） 25 15.4 7 14.6 18 15.8

3 上記１，２に該当しない障害児 25 15.4 10 20.8 15 13.2

4 健常児 20 12.3 8 16.7 12 10.5

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

ｎ % ｎ % ｎ %

1 医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や1人で遊ぶことが困難） 145 89.5 38 79.2 107 93.9

2 医療的ケア児や重症心身障害児（歩行や1人で遊ぶことが可能） 110 67.9 32 66.7 78 68.4

3 上記１，２に該当しない障害児 71 43.8 24 50.0 47 41.2

4 健常児 32 19.8 13 27.1 19 16.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0

全体 162 48 114

選択肢

2023年度（第２弾）

2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
最も人数が多いもの

合計

No. 選択肢

ほか当てはまるもの
合計 2020年度（第１弾）

No.
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1 日あたりの、難病児の「あそびのむし」の活用に関わる職員数を施設での 1 日あたりの

難病児の平均利用者数（2024 年７月の平均）で割った値については、「0.5 未満」が 40.1％、

「1～1.5 未満」が 21.6％となっていた。職員 1 人で複数の子どもを担当しておもちゃを活

用している施設が半数以上であったが、職員 1 人以上で 1 人の子どもを担当している施設

も一定数いることが明らかになった。 

 

図表 11 施設での 1 日あたりの難病児の平均利用者数 

 

 

 

 

難病児の施設の平均利用頻度については、合計で毎日が 46.3％と最も高く、次いで「週

に３日以上」が 17.9％、週に 1～２日程度が 17.3％となっていた。 

 

図表 12 難病児の施設の平均利用頻度 

 

  

（２）貴施設での1日あたりの難病児の平均利用者数（2024年７月の平均）...(数量)

2020年度
（第１弾）

2023年度
（第２弾）

合計 2,692 1,357 1,332

平均 16.6 28.3 11.8

分散(n-1) 6,535 20,681 633

標準偏差 81 144 25

最大値 1,000 1,000 200

最小値 0 0 0

無回答 0 0 0

全体 162 48 114

合計

問４（２）職員数  ÷ 問２（２）難病児数...(ｶﾃｺﾞﾗｲｽﾞ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 0.5未満 65 40.1 18 37.5 47 41.2

2 0.5～1未満 30 18.5 12 25.0 18 15.8

3 1～1.5未満 35 21.6 11 22.9 24 21.1

4 1.5以上 32 19.8 7 14.6 25 21.9

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

（３）難病児の貴施設の平均利用頻度 ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 毎日 75 46.3 18 37.5 57 50.0

2 週に３回以上 29 17.9 8 16.7 21 18.4

3 週に1～２回程度 28 17.3 8 16.7 20 17.5

4 月に数回程度 14 8.6 6 12.5 8 7.0

5 月に１回程度 16 9.9 8 16.7 8 7.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢
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（２）「あそびのむし」の活用状況 

 「あそびのむし」の活用頻度について尋ねたところ、合計で「毎日」が 42.6％と最も高

く、次いで週に３日以上が 24.1％、週に 1～２日程度が 17.3％となっていた。 

 

図表 13 「あそびのむし」の活用頻度 

 

 

1 日あたりの「あそびのむし」を利用する難病児の人数については、合計で「1～4 人」が

50.0％と最も高く、次いで「5～9 人」が 32.7％、「10～14 人」「0 人」が 6.8％となってい

た。 

 

図表 14 「あそびのむし」を利用する難病児の人数 

 

  

（１）「あそびのむし」の活用頻度 ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 毎日 69 42.6 18 37.5 51 44.7

2 週に３日以上 39 24.1 11 22.9 28 24.6

3 週に1～２日程度 28 17.3 8 16.7 20 17.5

4 月に数回程度 19 11.7 7 14.6 12 10.5

5 月に１回程度 5 3.1 3 6.3 2 1.8

6 活用していない 2 1.2 1 2.1 1 0.9

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

（２）1日あたりの「あそびのむし」を利用する難病児の人数...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 20人以上 5 3.1 2 4.2 3 2.6

2 15～19人 1 0.6 0 0.0 1 0.9

3 10～14人 11 6.8 2 4.2 9 7.9

4 5～9人 53 32.7 16 33.3 37 32.5

5 1～4人 81 50.0 24 50.0 57 50.0

6 0人 11 6.8 4 8.3 7 6.1

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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よく活用するおもちゃのカテゴリーとおもちゃ名について尋ねたところ、合計で「音で遊

ぼう！耳で楽しむおもちゃ」が 81.5％と最も高く、次いで「好きな人とじっくり向き合っ

て遊ぶおもちゃ」が 66.0％、「大人も気分転換！リフレッシュおもちゃ」が 30.9％となって

いた。 

 

図表 15 よく活用するおもちゃのカテゴリー 

 

 

図表 16 よく活用するおもちゃ（1：好きな人とじっくり向き合って遊ぶおもちゃ） 

 

 

  

（３）よく活用するおもちゃのカテゴリーとおもちゃ名 ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 好きな人とじっくり向き合って遊ぶおもちゃ 107 66.0 31 64.6 76 66.7

2 きょうだい、友達と遊びが広がるおもちゃ 74 45.7 22 45.8 52 45.6

3 音で遊ぼう！耳で楽しむおもちゃ 132 81.5 37 77.1 95 83.3

4 大人も気分転換！リフレッシュおもちゃ 50 30.9 16 33.3 34 29.8

5 （第２弾のみ）あそびのむしオリジナルおもちゃ 33 20.4 33 28.9

6 特に活用しているおもちゃはない 2 1.2 0 0.0 2 1.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

2023年度（第２弾）

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾）

1：好きな人とじっくり向き合って遊ぶおもちゃ

ｎ % ｎ % ｎ %

1 リングウエーブ 34 21.0 7 14.6 27 23.7

2 ロールアゲインタワー 48 29.6 12 25.0 36 31.6

3 スピンアゲイン 65 40.1 21 43.8 44 38.6

4 マグタブ 11 6.8 4 8.3 7 6.1

5 スターコマ 17 10.5 6 12.5 11 9.6

6 ジュエルこま（ジュシマこま） 27 16.7 10 20.8 17 14.9

7 MAN消防車 31 19.1 10 20.8 21 18.4

8 octons（オクトンズ） 10 6.2 2 4.2 8 7.0

9 （第１弾のみ）マーブルアート 5 10.4

10 （第１弾のみ）ビルディング・カップ 5 10.4

11 （第２弾のみ）マグネットボード　ジオフォームセットボックス 14 12.3

12 （第２弾のみ）スタッキングビーカー 11 9.6

13 （第２弾のみ）ミニカ 8 7.0

14 （第２弾のみ）回転式視覚刺激ドラム 35 30.7

15 （第２弾のみ）ロックトゥ 7 6.1

16 （第２弾のみ）テディ・ゴーラウンド 22 19.3

17 （第２弾のみ）つのつのサイコロ＆テトラ　３５ボックス 11 9.6

18 （第２弾のみ）ワーリースクイグズ 23 20.2

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

選択肢No.

合計
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図表 17 よく活用するおもちゃ（2：きょうだい、友達と遊びが広がるおもちゃ） 

 

 

図表 18 よく活用するおもちゃ（3：音で遊ぼう！耳で楽しむおもちゃ） 

 

 

  

2：きょうだい、友達と遊びが広がるおもちゃ

ｎ % ｎ % ｎ %

1 ビリボ 10 6.2 3 6.3 7 6.1

2 クネクネバーン 33 20.4 12 25.0 21 18.4

3 カエルさんジャンプ 39 24.1 13 27.1 26 22.8

4 カラフルギア 26 16.0 9 18.8 17 14.9

5 ブレックファーストセット 29 17.9 7 14.6 22 19.3

6 おでかけバーベキューセット 34 21.0 10 20.8 24 21.1

7 カーブドミノ 17 10.5 4 8.3 13 11.4

8 （第１弾のみ）エアバルーン 2 4.2

9 （第１弾のみ）歩く動物（とことこ動物） 6 12.5

10 （第１弾のみ）モンキー ハンドパペット 6 12.5

11 （第１弾のみ）コノレル　21P 0 0.0

12 （第１弾のみ）おなべブランコ 4 8.3

13 （第１弾のみ）キッチン変身布 0 0.0

14 （第２弾のみ）どんぐりころころ　デカどんぐり　どんぐりの坂・大 30 26.3

15 （第２弾のみ）オーガニックハンドパペット　ウサギ 5 4.4

16 （第２弾のみ）はじめてのゲーム　果樹園 14 12.3

17 （第２弾のみ）WALTER むかで 15 13.2

18 （第２弾のみ）ホバーサッカー 24 21.1

19 （第２弾のみ）マグフォーマー　ベーシックプラスセット30P 20 17.5

20 （第２弾のみ）スクイグズスターターセット 9 7.9

21 （第２弾のみ）トーテム16 8 7.0

22 （第２弾のみ）スマートテックサウンドエンジン 3 2.6

23 （第２弾のみ）MaBeee2個セット 0 0.0

24 （第２弾のみ）レール&ロードトラベルセット 15 13.2

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

3：音で遊ぼう！耳で楽しむおもちゃ

ｎ % ｎ % ｎ %

1 小さな森の合唱団(琉球版） 39 24.1 12 25.0 27 23.7

2 ミニツリーチャイム＋スタンド 70 43.2 20 41.7 50 43.9

3 オタマトーン テクノ・オタマトーンデラックス 34 21.0 10 20.8 24 21.1

4 トロムメール クラッシック 29 17.9 10 20.8 19 16.7

5 マラカス 57 35.2 18 37.5 39 34.2

6 ドレミマット 71 43.8 21 43.8 50 43.9

7 オーシャンドラム 74 45.7 18 37.5 56 49.1

8 キッズパーカッション 28 17.3 11 22.9 17 14.9

9 （第１弾のみ）ソリッドドラム 8 16.7

10 （第１弾のみ）リズムポコ　　エイトステップベル 4 8.3

11 （第１弾のみ）ミニ・レインボー　メーカー 5 10.4

12 （第２弾のみ）グロッケン ペンタトニック 7音 18 15.8

13 （第２弾のみ）タングドラム（6インチ・8キー） 30 26.3

14 （第２弾のみ）レインボースティック 47 41.2

15 （第２弾のみ）森のメロディカー 30 26.3

16 （第２弾のみ）ケロケロ楽器 15 13.2

17 （第２弾のみ）おきあがり・ムックリ 43 37.7

18 （第２弾のみ）モンチッチオルゴール 22 19.3

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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図表 19 よく活用するおもちゃ（4：大人も気分転換！リフレッシュおもちゃ） 

 

 

図表 20 よく活用するおもちゃ（5：（第２弾のみ）あそびのむしオリジナルおもちゃ） 

 

 

  

4：大人も気分転換！リフレッシュおもちゃ

ｎ % ｎ % ｎ %

1 パープレクサス ルーキー 7 4.3 2 4.2 5 4.4

2 スティッキー 20 12.3 7 14.6 13 11.4

3 セーフティマグネットダーツ 14 8.6 7 14.6 7 6.1

4 シャラシャラリング 17 10.5 3 6.3 14 12.3

5 アーチレインボー 16 9.9 4 8.3 12 10.5

6 スピニングプレート（皿回しセット） 15 9.3 4 8.3 11 9.6

7 シフォンスカーフ（8色） 27 16.7 7 14.6 20 17.5

8 シフォン布大判（3色） 20 12.3 8 16.7 12 10.5

9 （第１弾のみ）フィボナッチTree(小） 4 8.3 0.0

10 （第１弾のみ）アクリル三角積み木 2 4.2 0.0

11 （第２弾のみ）スィッチピッチ 4 3.5

12 （第２弾のみ）アンドロメダ銀河 6 5.3

13 （第２弾のみ）スフィアボール　ラージ 13 11.4

14 （第２弾のみ）ルービックキューブ 8 7.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

5：（第２弾のみ）あそびのむしオリジナルおもちゃ

No. ｎ %

1 マジカルハンドルカードオルゴール 21 18.4

2 熱帯魚のモビール 11 9.6

3 リング×リング ～KItoTEtoリング特別版～ 3 2.6

4 フローラ ～花のはぐるまグルグル＋マグネットボードセット～ 16 14.0

5 節句のつみき 15 13.2

無回答 1 0.9

全体 114

選択肢
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難病児以外の「あそびのむし」の利用者については、合計で「難病児以外で、施設を利用

する子ども」が 44.4％と最も高く、次いで「難病児のきょうだい」が 27.8％、「難病児の保

護者」が 25.3％となっていた。 

 

図表 21 難病児以外の「あそびのむし」の利用者 

 

 

1 日あたり、難病児の「あそびのむし」の活用に関わる職員数の平均は、合計で 4.22 人

であり、第１弾の平均は 4.21 人、第２弾の平均は 4.23 人となっていた。 

 

図表 22  1 日あたり、難病児の「あそびのむし」の活用に関わる職員数 

 

 

  

問４．貴施設で「あそびのむし」を活用している方についてご回答ください。

（１）難病児以外の「あそびのむし」の利用者 ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 難病児の保護者 41 25.3 13 27.1 28 24.6

2 難病児のきょうだい 45 27.8 14 29.2 31 27.2

3 難病児以外で、貴施設を利用する子ども 72 44.4 20 41.7 52 45.6

4 研究者、外部団体の職員、ボランティア 12 7.4 3 6.3 9 7.9

5 その他 26 16.0 9 18.8 17 14.9

6 難病児以外は利用していない 30 18.5 7 14.6 23 20.2

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

2023年度（第２弾）

選択肢No.

合計
2020年度（第１弾）

（２）1日あたり、難病児の「あそびのむし」の活用に関わる職員数...(数量)

2020年度
（第１弾）

2023年度
（第２弾）

合計 684 202 482

平均 4.22 4.21 4.23

分散(n-1) 12.8 25.27 7.68

標準偏差 3.6 5.03 2.77

最大値 30 30 15

最小値 0 0 0

無回答 0 0 0

全体 162 48 114

合計
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「あそびのむし」の活用に関わっている職員については、合計で「保育士」が 82.1％と最

も高く、次いで「看護職員」が 56.8％、「児童発達支援管理責任者」が 45.1％となっていた。 

 

図表 23 「あそびのむし」の活用に関わっている職員 

 

 

図表 24 「あそびのむし」の活用に関わっている職員（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 小児がん相談員、院内学級教員 

病院 子ども療養支援士、CLS（チャイルドライフスペシャリスト） 

病院 団体スタッフ・ボランティア 

病院 音楽療法士 

こどもホスピス ボランティアスタッフ 

障害児通所支援施設 その時に係わっている職員全員 

障害児通所支援施設 児童指導員補助 

障害児通所支援施設 指導員 

障害児通所支援施設 社会福祉士 

障害児通所支援施設 音楽講師 

障害児入所支援施設 チャイルドライフスペシャリスト、介護士 

障害児入所支援施設 生活支援員 

当事者団体 資格は問わず集まっているボランティアや、難病児の保護者 

その他 ハウスマネージャー 

その他 医療的ケア児等コーディネーター 

その他 おもちゃコンサルタント・おもちゃインストラクター・保育あそ

び発達サポーター 

その他 助産師 

その他 相談員、事務員 

 

（３）貴施設で「あそびのむし」の活用に関わっている職員  ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 児童発達支援管理責任者 73 45.1 15 31.3 58 50.9

2 児童指導員 62 38.3 13 27.1 49 43.0

3 保育士 133 82.1 38 79.2 95 83.3

4 看護職員 92 56.8 20 41.7 72 63.2

5 理学療法士 63 38.9 11 22.9 52 45.6

6 作業療法士 48 29.6 8 16.7 40 35.1

7 言語聴覚士 24 14.8 3 6.3 21 18.4

8 心理担当職員 18 11.1 6 12.5 12 10.5

9 医師 6 3.7 3 6.3 3 2.6

10 その他 41 25.3 8 16.7 33 28.9

11 関わっている職員はいない 0 0.0 0 0.0 0 0.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

2023年度（第２弾）

選択肢No.

合計
2020年度（第１弾）
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「あそびのむし」の活用場所については、合計で「プレイルーム、療育室」が 86.4％と最

も高く、次いで「その他の共有スペース」が 26.5％、「利用者の個室」が 16.0％となってい

た。 

 

図表 25 「あそびのむし」の活用場所 

 

 

図表 26 「あそびのむし」の活用場所（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 ベッド上 

病院 理学療法室、作業療法室、言語療法室、心理室 

病院 病室、処置室 

病院 玄関ホール・ロビー 

診療所・クリニック 病棟のベッドサイド 

こどもホスピス 仮施設、またはイベント会場 

障害児通所支援施設 診察室、リハビリ室 

障害児通所支援施設 法人内他部署（小児科外来や心理相談、病児保育室等） 

障害児通所支援施設 他部署でも利用できるよう貸出ノートを使っている。 

障害児通所支援施設 イベント会場(公共施設)  

障害児入所支援施設 プレイルームがない施設のためそのスペースつくりから行っている。 

当事者団体 特別支援学校 

当事者団体 公園など 

当事者団体 イベントは屋内も屋外もあるので、もっていくものを選定する。 

当事者団体 他の遊び道具と一緒に屋内に保管 

その他 保育室 

その他 イベント時には当センターのホールを使用しています。 

その他 交流棟 

その他 社内の障害児保育園で使用したり、つながりのある保育園に貸出しし

たりしている。 

  

問５．貴施設の「あそびのむし」の活用場所、活用場面、保管場所、工夫についてご回答ください。

（１）活用場所 ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 プレイルーム、療育室 140 86.4 40 83.3 100 87.7

2 その他の共有スペース 43 26.5 16 33.3 27 23.7

3 利用者の個室 26 16.0 5 10.4 21 18.4

4 利用者の自宅 16 9.9 8 16.7 8 7.0

5 他事業所 3 1.9 1 2.1 2 1.8

6 その他 23 14.2 7 14.6 16 14.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢
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「あそびのむし」の活用の場面については、合計で「常時設置している」が 62.3％と最も

多く、次いで「普段からあそびの時間を設け、活用している」が 43.2％、「イベント等で活

用している」が 30.9％となっていた。 

 

図表 27 「あそびのむし」の活用の場面 

 

 

図表 28 「あそびのむし」の活用の場面（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 必要に応じて保育士、CLS が持ち出して遊んでいる。 

病院 何個かピックアップして常設する、希望がある時に貸し出す。 

病院 児の障害の程度や発達状況、好み等からスタッフが選択する(倉庫で

管理) 。 

病院 小児病棟以外の対面活動では活動時のみ利用している(再開されれ

ば) 。 

病院 プレパレーション、ディストラクション。 

病院 プレイルームに常に置いてあるものと、貸し出しにしているものが

ある 

診療所・クリニック 個別の療育時間に活用している。 

診療所・クリニック 感染対策のため、日替わりで出している。 

訪問看護ステーション 訪問先に持参して活用している。 

障害児通所支援施設 常時とはいかないものの、できるだけ活用場面を設けられるように

心がけてはいる。 

障害児通所支援施設 部屋のスペースが狭いので常時 1 ケースを設置し、時折入れ替えて

いる。 

障害児通所支援施設 音楽療法の時間。 

障害児通所支援施設 居宅訪問型児童発達支援での自宅での利用の場合、お子さんの様子

を見て使用する玩具を決めています。 

障害児通所支援施設 療育等の時間で活用している。 

障害児通所支援施設 月ごとのプログラムに入れている。 

障害児通所支援施設 １か月ごとのスケジュールに取り入れ活動している。 

障害児通所支援施設 活動の中で遊びの時間を設けたり、自由な時間におもちゃで遊べる

機会を設けています。 

（２）活用の場面  ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 常時設置している 101 62.3 36 75.0 65 57.0

2 普段からあそびの時間を設け、活用している 70 43.2 15 31.3 55 48.2

3 イベント等で活用している 50 30.9 15 31.3 35 30.7

4 その他 28 17.3 9 18.8 19 16.7

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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施設種別 記載内容 

障害児入所支援施設 その日の活動内容に応じて設定。 

障害児入所支援施設 箱を設置している場所を固定し、必要に応じて活用している。 

障害児入所支援施設 個別に関わる時やリハビリの時間などに活用しています。 

当事者団体 訪問で使用している。 

その他 子ども、きょうだい児と相談に来所されたときに、子どもの状態を

観察する時に利用している。またきょうだい児が飽きないように利

用している。 

その他 きょうだい児保育ではお預かりのお子さんの年齢や様子、同時にお

預かりの人数によっておもちゃを出し入れして活用している。常に

出しているおもちゃもある。 

その他 他施設への貸し出し。 

その他 対象の子どもが来た時に、その子に合うおもちゃを出して遊んでも

らう。スマイルデー（障害児と保護者の貸し切りデー）を開催し館

内に出して楽しんでもらっている。スタッフ研修（障害を持った方

への遊びの研修）時に活用し、スタッフやボランティアの障害を持

つ方への理解を深めている。 

 

「あそびのむし」の保管場所については、合計で「普段使用しているエリアに常時置いて

いる」が 55.6％と最も高く、次いで「倉庫などに収納している」が 30.9％となっていた。 

 

図表 29 「あそびのむし」の保管場所 

 

 

  

（３）保管場所  ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 普段使用しているエリアに常時置いている 90 55.6 27 56.3 63 55.3

2 倉庫などに収納している 50 30.9 15 31.3 35 30.7

3 その他 22 13.6 6 12.5 16 14.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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図表 30 「あそびのむし」の保管場所（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 部署の事務室 

病院 一部倉庫で管理 

病院 季節に合わせておもちゃを変えています。 

病院 ボランティア利用者の部屋に保管している。 

病院 保育物品を保管しているところ 

診療所・クリニック 感染対策のため、日替わりで出している。 

訪問看護ステーション 法人事務所 

障害児通所支援施設 簡単に取り出せるように押し入れの様な所に保管。取り出しは職員

のみ。 

障害児通所支援施設 すぐ遊べるよう、各部屋の扉内や棚等に収納している。 

障害児通所支援施設 使用頻度の高いものは活動スペースに置いているが、使用が困難な

ものは別の建物の一室に置いている。 

障害児通所支援施設 楽器類は楽器のエリアに分類。（使用後、おもちゃボックスに戻って

こないため）。その他のおもちゃは、おもちゃボックスエリアがあり、

そこから適宜出し入れしてもらっている。 

障害児通所支援施設 通所部門で普段使用している玩具棚に置いてあるものと、訪問用の

バッグに入れて保管しているものに分けています。 

障害児通所支援施設 療育室の隣の部屋 

障害児通所支援施設 施設内に保管スペースが少ないため、選抜おもちゃを入れ替えで１

０個くらいずつ室内に持ってきて使用。 

障害児通所支援施設 職員控室に保管し、利用する際に持ち出し、利用後元の場所に返却

している。 

障害児入所支援施設 保育関連の玩具を置いている場所に保管している。倉庫ではない。 

障害児入所支援施設 プレイルームとなる部屋 

障害児入所支援施設 リハビリ訓練室、特定短期ルーム、長期入所児用プレイルーム 

障害児入所支援施設 倉庫やプレイルームなど玩具によって保管場所が異なります。 

当事者団体 倉庫（音響や楽器や動画配信やイベントに使うもの）兼代表の自宅 

当事者団体 おもちゃ部屋 

その他 保育室のおもちゃ棚に置いたり、押し入れに保管している。 

その他 おもちゃの一部を定期的に入れ替えながら展示している。 
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「あそびのむし」の活用にあたっての工夫について尋ねたところ、合計で「職員等が、子

どもの様子や効果を見ながら、遊び方を変えている」が 67.3％と最も高く、次いで「子ども

が手に取って遊べるようおもちゃを配置する等、環境として遊びの機会を増やした」が

61.7％、「遊びの時間・場を、盛り上げる演出をしている」が 46.9％となっていた。 

 

図表 31 「あそびのむし」の活用にあたっての工夫 

 

 

図表 32 「あそびのむし」の活用にあたっての工夫（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 一般病棟の成人患者から希望があれば貸出をしている。 

診療所・クリニック 感染対策のため、日替わりで出している。 

障害児通所支援施設 視覚障害のお子様がツリーチャイムで遊んでいる動画を保護者

様に提供し、おもちゃで遊べる事をともに喜び合いました。 

障害児入所支援施設 対象者の障害特性を考慮して、各病棟や共有スペースなどに玩具

を振り分けて使用しています。 

その他 子どもの年齢や様子によって、保育士がおもちゃを出して遊んで

いる。 

 
  

（４）活用にあたっての工夫 ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %
1 一週間のスケジュールの中で、子どもの遊びの時間を定常的に増やした 20 12.3 3 6.3 17 14.9
2

100 61.7 34 70.8 66 57.9
3 個別に子どもや家族を遊びに誘う声掛けを行っている 51 31.5 12 25.0 39 34.2
4 遊びの時間・場を、盛り上げる演出をしている 76 46.9 23 47.9 53 46.5
5 遊ぶ際、職員・ボランティア等を配置して、一緒に遊んでいる 69 42.6 19 39.6 50 43.9

6 職員等が、遊びの意義や遊び方について学習している 48 29.6 10 20.8 38 33.3

7 職員等が、遊びの意義や効果について話し合った 42 25.9 8 16.7 34 29.8

8 職員等が、子どもの様子や効果を見ながら、遊び方を変えている 109 67.3 29 60.4 80 70.2

9 20 12.3 10 20.8 10 8.8

10 家族やきょうだい、友達が一緒に遊べる時間・場におもちゃをセットしている 34 21.0 12 25.0 22 19.3

11 子どもが飽きないように、一定期間で、おすすめのおもちゃを入れ替えている 50 30.9 10 20.8 40 35.1

12 子どもや家族に、あそびのむしの趣旨や内容等を周知した 58 35.8 8 16.7 50 43.9
13

39 24.1 10 20.8 29 25.4

14 家庭や地域の事業所等に貸し出しをしている 10 6.2 1 2.1 9 7.9
15

19 11.7 4 8.3 15 13.2

16 その他 5 3.1 2 4.2 3 2.6

17 特になし 1 0.6 1 2.1 0 0.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢

子どもが手に取って遊べるようおもちゃを配置する等、環境として遊びの機会を
増やした

おもちゃインストラクター、おもちゃコンサルタント等の遊びの資格をもった職
員等が、遊びに関わっている

より多くの子ども達に遊びを提供できるように、イベント等において積極的に使
用している

（併設のサービスがある場合）複数のサービスで活用する等、より多くの子ども
や家族が活用できるようにしている
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（３）「あそびのむし」の活用状況の評価 

難病児の遊びの機会（時間）の提供について尋ねたところ、合計で「遊びは大切だと考え

ており、医療的ケアや療育とあわせて、積極的に遊びの機会を提供している」が 58.0％と

最も高く、次いで「遊びは大切だと考えており、医療的ケアや療育とあわせて、可能な範囲

で遊びの機会を提供している」が 36.4％となっていた。 

 

図表 33 難病児の遊びの機会（時間）の提供 

 

 

「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、難病児に対する遊びの機会の提供について

変化があったか尋ねたところ、合計で「子ども、職員等がおもちゃを手に取る回数が増えた」

が 84.6％と最も高く、次いで「特に変化はなかった」が 11.7％となっていた。 

 

図表 34 難病児に対する遊びの機会の提供 

 

 

  

問６.  貴施設での、難病児の遊びの機会（時間）の提供について、現状に最も近いものをお選びください。...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 94 58.0 27 56.3 67 58.8

2 59 36.4 16 33.3 43 37.7

3 2 1.2 1 2.1 1 0.9

4 いずれとも言えない 7 4.3 4 8.3 3 2.6

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

遊びは大切だと考えており、医療的ケアや療育とあわせて、積
極的に遊びの機会を提供している

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No.

遊びは大切だと考えており、医療的ケアや療育とあわせて、可
能な範囲で遊びの機会を提供している

遊びは大切だが、医療的ケアや療育を優先しているため、遊び
の機会は提供していない

選択肢

問７.  貴施設では、「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、難病児に対する遊びの機会の提供について変化がありましたか。 ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %
1 子ども、職員等がおもちゃを手に取る回数が増えた 137 84.6 37 77.1 100 87.7

2 特に変化はなかった 19 11.7 8 16.7 11 9.6

3 子ども、職員等がおもちゃを手に取る回数が減った 1 0.6 0 0.0 1 0.9

4 把握していない 5 3.1 3 6.3 2 1.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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「あそびのむし」の寄贈の前後で、施設では１日あたり何分くらい、遊びの時間が増加し

たか尋ねたところ、合計で「1～30 分」が 35.8％と最も高く、次いで「遊びの時間は増えて

いない」が 33.3％、「31～60 分」が 25.3％となっていた。 

 

図表 35 遊びの時間の増加 

 
 

 

「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、難病児の遊びにあたり、職員にどのような

変化があったか尋ねたところ、合計で「子どもとのコミュニケーションが活性化した」が

69.8％と最も多く、次いで「おもちゃを組み合わせて遊ぶなど、職員の遊び方の幅が広がっ

た」が 68.5％、「職員の遊びに対するモチベーションが向上した」が 40.1％となっていた。 

 

図表 36 職員による変化 

 

  

問８.  「あそびのむし」の寄贈の前後で、貴施設では１日あたり何分くらい、遊びの時間が増加しましたか？ ...(ＳＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %

1 1～30分 58 35.8 18 37.5 40 35.1

2 31～60分 41 25.3 13 27.1 28 24.6

3 61～90分 5 3.1 0 0.0 5 4.4

4 91～120分 3 1.9 1 2.1 2 1.8

5 121分以上 1 0.6 1 2.1 0 0.0

6 遊びの時間は増えていない 54 33.3 15 31.3 39 34.2

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

2023年度（第２弾）
合計

2020年度（第１弾）

No. 選択肢

問９.  貴施設では、「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、難病児の遊びにあたり、職員にどのような変化がありましたか。 ...(ＭＡ)

ｎ % ｎ % ｎ %
1 子どもとのコミュニケーションが活性化した 113 69.8 26 54.2 87 76.3

2 保護者とのコミュニケーションが活性化した 56 34.6 14 29.2 42 36.8

3 子どもの可能性をより信じられるようになった 55 34.0 13 27.1 42 36.8

4 職員の遊びに対するモチベーションが向上した 65 40.1 14 29.2 51 44.7

5 おもちゃを組み合わせて遊ぶなど、職員の遊び方の幅が広がった 111 68.5 32 66.7 79 69.3

6 今まで遊びに関わらなかった職員も積極的に関わるようになった 31 19.1 10 20.8 21 18.4

7 他の配布先の医療機関・施設との交流が増えた 3 1.9 0 0.0 3 2.6

8 地域の医療機関・施設との交流が増えた 4 2.5 3 6.3 1 0.9

9 その他 6 3.7 3 6.3 3 2.6

10 特に変化はない 4 2.5 3 6.3 1 0.9

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No.
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図表 37 職員による変化（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 遊びの時間に他職から声をかけられることが増えた。 

病院 スタッフがおもちゃや遊びに関心を示すようになった。 

障害児通所支援施設 おもちゃが増えたことで遊びの広がりが出来た。 

障害児通所支援施設 保護者が、どんな玩具だと遊べるかと、考えるようになったと思

います。 

 

 

「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、どのような気づきがあったか尋ねたところ、

合計で「遊びは、子どもの成長や発達に良い影響があると気づいた」が 46.9％と最も多く、

次いで「施設において、遊びの際の子どもへの関わり方を見直すきっかけになった」が

46.3％、「職員の遊びに対する知識やスキルが十分でないことに気づいた」が 27.2％となっ

ていた。 

 

図表 38 寄贈を受けたことによる気づき 

 

 

図表 39 寄贈を受けたことによる気づき（良い影響） 

【子どもの五感が刺激された】 

施設種別 記載内容 

病院 自由度の高いおもちゃは、初めて目にする時点ですでに子どもへの

刺激となっている様子が見られた。 

障害児通所支援施設 聴覚や触覚を刺激することで、子どもたちの反応がより見られるよ

うになった。 

障害児入所支援施設 使用する中で子どもが自分で遊び方に気づいたり、音や感覚などの

刺激に対し敏感に感じたりしている様子が見られた。 

こどもホスピス 音が鳴るおもちゃを使った時の子どもの表情の変化が大きく五感を

刺激しているように見えた。 

 

  

問１０.  

ｎ % ｎ % ｎ %

1 遊びは、子どもの成長や発達に良い影響があると気づいた 76 46.9 17 35.4 59 51.8

2 職員の遊びに対する知識やスキルが十分でないことに気づいた 44 27.2 12 25.0 32 28.1

3 貴施設において、遊びの機会が不足していることに気づいた 29 17.9 3 6.3 26 22.8

4 貴施設において、遊びの際の子どもへの関わり方を見直すきっかけになった 75 46.3 21 43.8 54 47.4

5 その他 21 13.0 7 14.6 14 12.3

6 特に気づきはない 5 3.1 3 6.3 2 1.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

2023年度（第２弾）

選択肢

「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、どのような気づきがありましたか。 ...(ＭＡ)

No.

合計
2020年度（第１弾）
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【子どもの興味関心、意欲が増した】 

施設種別 記載内容 

病院 術後でストレスから反応があまりなくなってしまった児が、普段は

ない「あそびのむし」のおもちゃを見たことで、表情が戻り、遊び

始めてから急激に気持ちの面が回復したことがありました。 

病院 おもちゃを組み合わせ遊ぶことで工夫する力がのびる。気持ちを出

すのが苦手な子は遊びを通して伝えてくれる。 

診療所・クリニック 新しいおもちゃやお気に入りのおもちゃへの反応はとてもよく、そ

こからコミュニケーションがさらに生まれます．リハビリの中には

いつも楽しみを設定していますが，改めておもちゃの力を感じまし

た。 

訪問看護ステーション お子さんによって新規性のあるおもちゃが動きを引き出すことが多

く見られ、活動性が高まった。 

障害児通所支援施設 子ども自信が好きなように遊び、発想が広がったりできる事やチャ

レンジする事の喜びなどを感じられた。 

障害児通所支援施設 寝転んで遊ぶことが多かったお子様が、坐位で遊べる時間が増加し

た。掌の感覚過敏のあったお子様が、自発的に玩具に手を伸ばし、

倒して笑っていた。職員がオーバーリアクションをすると更に繰り

返して遊び事ができた。 

当事者団体 遊びは子どもの身体が自然に動き、世界が広がる。楽しいは、子ど

もの学びと成長につながる。 

その他 普段手が伸びにくいというお子さんの手が意欲的に伸びたり、お子

さんの興味のあるものが改めて分かったりした。 

 

【子どもや保護者の笑顔が増えた、表情が豊かになった】 

施設種別 記載内容 

病院 子どもの笑顔が増え、保護者の笑顔も増え、和やかな時間を過ごす

時間が増えている。 

障害児通所支援施設 場に慣れていなかったお子さんがあそびのむしのおもちゃがあるこ

とで認識の幅が広がり笑顔が見られるようになった。 

当事者団体 おもちゃで遊ぶときの笑顔が増えた。 

 

【子どもと他者（保護者、友達、職員等）とのコミュニケーションが促進された】 

施設種別 記載内容 

病院 ルービックキューブなど親世代のおもちゃがあるため、母親がおも

ちゃを取る機会が増え、子どもと遊ぶ機会も増えた。 

障害児通所支援施設 新しいおもちゃを見せた時の子どもたちの表情や自分で考えながら

遊ぶ姿が見られた。集中して遊んでいる子どもの姿を見て保護者の

方も喜び、新しい発見にもつながった。少しの力で変化する遊びが

多いので、子どもたち自身がやった感を味わうことができた。 

障害児通所支援施設 集中力が上がった。色や音に対しての反応から好みを表すコミュニ

ケーションの手段を持った。 
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施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 楽しみながら身体を動かすことができたり、おもちゃを通して他児

との関わりが増え、他者と繋がることの喜びや一緒に遊ぶことの楽

しさを伝えることができると思う。 

障害児通所支援施設 たくさんの玩具を寄贈していただいたことで、お子さんとの遊びの

きっかけが持ちやすくなり、保護者様とのつながりも深まった。ま

た、実際にお子さんと保護者様が一緒に遊ぶことで、家でも楽しく

遊んでみようと思っていただく気持ちを育めた。 

当事者団体 ３歳児と１９歳の交流が「音」を通じて持てた。 

その他 初めての子どもやコミュニケーションが苦手な子どもでも、おもち

ゃを媒介に、子どもの笑顔が増えたり、積極的なかかわりが増えた。 

 

【職員の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 それぞれにお気に入りのおもちゃがあることに気が付き、なぜそれ

が好きなのかなど考えるきっかけにもなった。 

障害児通所支援施設 あそびのむしの遊び方の研修を受けていろんな使い方があるとわか

った。それにより子どもたちの笑顔も増えいっぱい遊びの可能性に

気つけた。 

障害児通所支援施設 ただ楽しいというだけでなく、目と手の協応や様々な感覚刺激など

の促しができるような遊び方を意識するようになった。 

障害児通所支援施設 元々遊びを通して成長を感じているが子どもたち一人一人のおもち

ゃの使い方や遊び方の違いやおもちゃを通しての反応の違いを見て

さらに成長を感じるようになった。 

障害児通所支援施設 高品質の玩具があると、子どもと保護者からよい反応が得られると

感じました。 

障害児通所支援施設 遊びを通してコミュニケーション能力の向上や、体の発達につなが

っていると実感した。 

障害児通所支援施設 子どもの遊び方が様々なので、遊んでいる子どもからの発信や表現

の豊かさに改めて気づきました。おもちゃの質の良さと子どもの発

想の豊かさで、遊びの広がりが見られたと感じました。 

障害児入所支援施設 玩具のバリエーションが増えたことで、子どもの新たな一面を見る

事が出来たので、関わり方の工夫に繋がり、子どもの好みを知るき

っかけになった。 

障害児入所支援施設 反応が乏しくても、おもちゃを変えたら、組み合わせ、待つことで、

子どもの変化を感じることができる。 

当事者団体 今までは一般的ないわゆる赤ちゃんのおもちゃをイベントに持参す

る事が多かったが、そうではなくて難病児もその子によって発達な

どに合わせておもちゃを選ぶ必要があるのだと気づいた。 
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図表 40 寄贈を受けたことによる気づき（その他） 

【遊びのバリエーションが増えた】 

施設種別 記載内容 

病院 幅広いおもちゃがあることで、子どもの好みやできることに気づく

ことができた。 

障害児通所支援施設 子どもの好きな感覚を探すのに使わせていただいています。音や感

触（楽器、シフォンスカーフ、木のおもちゃなど） 

障害児通所支援施設 シンプルなおもちゃが多いのでおもちゃ一つでも遊びの幅を広げる

ことができることに気づいた。 

障害児通所支援施設 おもちゃを組み合わせたりすることで遊びの幅が広がった。 

 

【職員の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

病院 成人病棟の看護師がおもちゃに触れる機会が増え、成人患者のアク

ティビティの必要性に気づいた。 

病院 子どもたちの遊びを展開する力に気づいた。 

病院 目前にいる子どもの状態にあわせたおもちゃがあることで、子ども

とつながりやすくなるのではないかと感じた。 

障害児通所支援施設 お子さんにとって遊びは一番大切だと考えています。おもちゃを通

してお子さんの成長発達に気づける機会も増えたのではないかと思

います。 

障害児通所支援施設 多くの児が、木製で音の出るおもちゃへの反応が大きく見られ、木

製おもちゃの良さに改めて気づいた。 

障害児通所支援施設 お子さんそれぞれ、興味のあるおもちゃが違うので、どのようなも

のに興味があるのかなど、たくさんのおもちゃを試すことで知るこ

とができた。 

障害児通所支援施設 子どもが遊んでいる様子や遊び方を通して、例えば個々の子どもの

手指の動きなどの細かい成長について職員が気づくことができた。 

当事者団体 子どもに限らず、障害があり大人になった方にとっても、おもちゃ

と遊ぶという時間は大切であると感じる。表情や雰囲気が触れてい

る時間は柔らかく優しく感じる。 

その他 たくさんの良質のおもちゃがあることを知った 

 

【その他】 

施設種別 記載内容 

病院 処置中におもちゃがある事で子どもの恐怖心が軽減した。 

障害児入所支援施設 遊びを提供する人材不足に対する対応が必要だが人材確保の問題、

制度の問題と様々な課題がある。 
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（４）「あそびのむし」の子どもへの効果 

「あそびのむし」は、子どもに純粋に遊びを楽しんでもらうツールとして、有効か尋ねた

ところ、合計で「とても有効」が 82.1％と最も高く、次いで「まあ有効」が 16.0％となっ

ていた。 

 

図表 41 楽しんでもらうツールとして有効か 

 

 

図表 42 選択した理由（とても有効） 

【子どもの五感が刺激された】 

施設種別 記載内容 

病院 重症心身障害児のお子さんでも感覚（視覚や聴覚）を使って遊べ

る玩具が豊富。鍵遊びのような細かな作業ができる。単純な操作

で繰り返し遊べる。 

診療所・クリニック 複雑でないこと、感覚（視覚、聴覚、触覚）的に楽しめること。 

障害児通所支援施設 手触りや色、音などが一般的なおもちゃと違い、優しいものが多

かった。 

障害児入所支援施設 おもちゃによって遊び方を決めつけていた部分があったが、今回

寄贈していただきレクチャーを受けたことで、おもちゃへの接触

から感触面の発達につながっている。また、関わりによる満足感

は 1 対１の関わりだけでなく、同じ空間の他児にも楽しい時間を

提供できている。 

障害児入所支援施設 興味関心を持って、自分で遊ぶことにより、手の操作や視覚刺激

にもなり、生活にメリハリがついたり、発達の手助けになった。 

当事者団体 音や手足の感覚が連動していることに気づかされた。 

 

【子どもの興味関心、意欲が増した】 

施設種別 記載内容 

病院 おもちゃが増えたことにより、興味や関心を引くおもちゃの選択

肢が増え、視線や手の動きを引き出すことができた。 

病院 普段触れたことのないおもちゃと出会うことで、慣れない医療環

境の中でも遊ぶ楽しみを見つけ、いきいきと遊ぶ姿が見られるた

め、病院への警戒心や恐怖心を緩和する役割を持っている。 

問１１.  

ｎ % ｎ % ｎ %
1 とても有効 133 82.1 34 70.8 99 86.8

2 まあ有効 26 16.0 12 25.0 14 12.3

3 あまり有効ではない 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 有効ではない 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 いずれとも言えない 3 1.9 2 4.2 1 0.9

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

「あそびのむし」の子どもへの効果についてご質問します。
「あそびのむし」は、子どもに純粋に遊びを楽しんでもらうツールとして、有効だと思いますか？...(ＳＡ)

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢
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施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 安全で質が高いおもちゃがたくさんあることで、あれこれ試して

みたり遊び方を工夫してみたりすることができました。おもちゃ

箱を開封したときの子どもたちの目の輝きは、心からの嬉しさを

表していました。その後、だんだんお気に入りのおもちゃがはっ

きりしてきました。 

障害児通所支援施設 最初に箱を開けた日の子どもたちのキラキラした表情が忘れら

れません。自身で身体を動かせない子が多い事業所ですが、子ど

もたちがおもちゃについて探索し、気づきを得てできるようにな

った瞬間を沢山見ることが出来ました。 
 

【遊びのバリエーションが増えた】 

施設種別 記載内容 

病院 今回のあそびのむしを利用して、当院のプレイルームのおもちゃ

や遊びにはないおもちゃを体験することができました。その結

果、子どもたちの遊びの幅が広がったことと、職員も遊びやおも

ちゃの可能性を広げることができました。また、子どもたちが遊

びを広げやすいおもちゃが多かったので、子どもの可能性や想像

力を引き出すこともできました。 

病院 見ることが楽しいおもちゃや変わった楽器、今まで触れたことの

ないおもちゃなど様々で、子どもたちも興味深々だった。一人で

黙々と遊ぶ子も見られた。医療機関で採血や内服、処置など我慢

をしなければいけないことがたくさんある子どもたちにとって、

おもちゃで夢中に遊べる時間は気分転換になっていると感じて

いる。 

診療所・クリニック 種類が豊富であり、好みのおもちゃがだいたい見つかる。純粋に

多様なおもちゃに触れる機会が増える。医療機関を楽しい場所だ

と思ってくれる。 

訪問看護ステーション 多種多様なおもちゃがあることで、実際に様々な体験をすること

ができるから。 

障害児通所支援施設 自由あそびの時に、幅広いおもちゃの中から、好みのものを選択

するという体験ができるようになった。選択の体験が少ない子ど

もたちにとっては楽しいことを選択しながら、選択するための能

力を育てるきっかけができた。 

障害児通所支援施設 少しの力や動きで操作ができるものや、興味、発達に適した素材、

音の種類が使われているものが多くありました。おもちゃの種類

も多く、一つ一つが様々な工夫をされているため、各々が発達に

合ったお気に入りのおもちゃを見つけて楽しく遊んでいます。ま

た、集団活動の中で、１つのおもちゃを皆で一緒に使って遊ぶ機

会にも取り入れています。 

障害児入所支援施設 1 人 1 人、障害、年齢も違う子どもたちがいるなかで、その子ど

もたちが楽しめるいろいろなタイプの玩具があったことで、どの

子も楽しめることが出来ています。 
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施設種別 記載内容 

当事者団体 ご家庭にはなかなかないおもちゃも多数入っており、めずらしさ

から「触りたい！」と思わず手にとる工夫が感じる。 

その他 遊び方が一つではないので子どもが楽しみながら他の方法を試

し、子ども自身遊びの幅が増えている印象です。 

 

【子どもや保護者の笑顔が増えた、表情が豊かになった】 

施設種別 記載内容 

こどもホスピス おもちゃを使って遊んでいる子どもたちの表情がとても生き生

きしていたから。 

障害児通所支援施設 様々な玩具があり、目を輝かせながら選んでいる姿や実際に遊ん

でいる姿を目のあたりにすると、嬉しく思います。医ケアの子ど

もたちも自分で音を鳴らすことができると笑顔になっています。 

障害児通所支援施設 今までなかった玩具などを用いることにより、子どもたちの反応

や表出も増えていっていると感じる。また、活動時間以外の場で

も玩具を用いて遊ぶ機会が増え、いろいろな刺激を得ることがで

きていると感じる。 

当事者団体 おもちゃで遊ぶときの笑顔が増え、自分から手を伸ばすこともあ

る。目が輝いている。 

その他 子どもたちにいい刺激があり、一緒に遊ぶことでいろんな表情を

見ることができるため。 

 

【子どもと他者（保護者、友達、職員等）とのコミュニケーションが促進された】 

施設種別 記載内容 

病院 子どもの遊びたい意欲が高まり、離床や他患者・スタッフとのコ

ミュニケーションを増やす機会にもつながる。また、入院生活の

中に楽しみを見付けることができる。 

病院 病院だけでなく自宅でも手に取ったことのないおもちゃが増え

たことにより、子及び親も興味を示し会話が増えたようだ。 

障害児通所支援施設 おもちゃで遊ぶことをきっかけに体を使ってできる事が増え、お

友達とのコミュニケーションがスタッフを通じて行うことがで

き、また、好きなおもちゃで集中して遊ぶ姿が見られ、各々の成

長の促進につながっている。 
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【遊びは子どもの成長に重要である】 

施設種別 記載内容 

病院 遊びは子どもの成長・発達に欠かすことができないものであるた

め。 

障害児通所支援施設 遊ぶということは、人とのつながりやコミュニケーション、発達

や運動機能等を楽しみながら育む、全てのお子さんにとって必要

なこと。また、玩具はお子さんの中に秘めているたくさんの可能

性を引き出すきっかけになる大切な物。 

障害児通所支援施設 医療的なケアが多いお子さんはどうしてもそちらにかかる時間

が多くなってしまいがちです。おもちゃで思いっきり遊びだけに

夢中になれる時間は生活の中で大事な時間だということを再認

識させていただきました。 

障害児入所支援施設 楽しいと思える遊びを通して子どもも大人も成長するから。 

その他 遊びながら、楽しいな、面白いなと感じたり、それを誰かと一緒

に感じたりする時間は何よりも大切なことだと思うからです。 

その他 研修等でもお話ししているが、「～ができるためにおもちゃで遊

ばせる」のではなく、「楽しくおもちゃで遊んだ結果」として「で

きることが増えた」という結果につながる。 

 

【色々な人が遊ぶことができる】 

施設種別 記載内容 

診療所・クリニック とても洗練されたラインナップで、利用者だけでなく大人も楽し

めるものでした。おもちゃを通じた楽しさが広がることが実感で

きました。 

こどもホスピス 子どもだけでなく、大人（親）も一緒に遊びたくなるところが、

「あそびのむし」のよいところだと感じます。純粋に遊びを楽し

むには、楽しくなるような空気感や環境も大事だと思いますの

で、それらも合わさっての効果だと思います。 

障害児通所支援施設 保護者の方も興味関心を持ち、子どもと同じおもちゃで一緒に遊

ぶ機会となった。子どもたち自身も、遊びを自分なりに考えてい

る姿が見られ、少しの力で操作できるため、達成感につながる。 

障害児通所支援施設 色・音・手触りなど手に取り遊んでみたいと思うような工夫がさ

れており、子どもも大人も十分に楽しく遊べる。 

その他 普段遊んでいるおもちゃとは異なり、興味を持ってくれる。親や

きょうだい児も積極的に遊ぶ。 
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【職員、保護者の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 遊び方の提案動画を拝見し、療育の時間ですぐに取り入れたもの

も多くありました。 

常時バギーで仰向きでいるお子さまに、シフォン布大とマグフォ

ーマーをあわせたものを天井に飾っているとキラキラ光るとこ

ろに視線がいったり、視覚不自由なお子さまがツリーチャイムを

自分で鳴らすと、なんとも嬉しい表情を見せてくれたりします。 

障害児通所支援施設 大人が思っていたことと想定外の遊び方をする子どもたちを見

て、柔軟な思考に感心させられることがある。 

障害児通所支援施設 おもちゃを選択することやおもちゃで遊ぶ楽しさ、友達と一緒に

遊ぶ楽しさなどを子どもたちが感じられるよい機会になってい

るとともに、遊び方、アプローチの仕方、展開の仕方など職員も

研修等にて共有し日々研鑽してスキルが上達してきていると感

じます。 

障害児入所支援施設 自らおもちゃを動かすことができない利用者様がほとんどです

が、一緒におもちゃを動かして遊ぶことによって、音の変化を感

じとったりする小さな表情の違いに気づくことができた。 

その他 子どもが生まれ、どのように対応したら良いかわからない保護者

が多い。そんな保護者に、おもちゃでの反応を見せて、「このお

もちゃ好きみたい」とか「音のする方を向いた」等の反応をとら

えて伝える事で、保護者が「そうなんだ」と思ってくれることが

あり、そのおもちゃを購入するなどが見られている。 

 

【子どもの集中力が増した】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 お気に入りのおもちゃ見つけてその子なりにじっくりと遊ぶ姿

が見られるようになったため。 

障害児通所支援施設 みんなあそびのむしの玩具が大好きで取り合いになることも。 

集中してあそびに没頭する姿が見られたことは有効だったとい

うことだと思います。 

障害児入所支援施設 施設内では、おもちゃも限られており、新しいおもちゃにトライ

する機会もあまりないのが現状。あそびのむしでいただいたおも

ちゃで、今まで見なかった集中して遊ぶ姿があり、見えていなか

った力や可能性を感じることができたから。 
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【その他】 

施設種別 記載内容 

病院 リハビリや療育などの遊びとは異なり、子どもの自発性を育みな

がら遊びを楽しむことができる。 

障害児入所支援施設 同じ事の繰り返しをしながら遊んでいるところを見るとその遊

びを楽しんでいるのだと思います。 

その他 おもちゃで遊べる場所がそのお子さんの安心できる場となり、何

度も来たい場所になっている。 

 

【課題】 

施設種別 記載内容 

病院 遊びは大事と思うが、普段は業務に追われ保育士に遊びは全面依

頼している状態。看護師も遊びを通して子どもを知る機会につな

げ看護に活かせたらとは考えているが、まだ至ってないのが現状

です。 

 

図表 43 選択した理由（まあ有効） 

【子どもの五感が刺激された】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 施設ではおもちゃが限られてしまうので、あそびのむしのような、音

の鳴るおもちゃや、くるくる回るおもちゃなどのおかげで、様々な刺

激を与えることができるようになったと感じる。 

 

【子どもの興味関心、意欲が増した】 

施設種別 記載内容 

病院 珍しい玩具もあり、好奇心がそそられるものが沢山ある。 

 

【遊びのバリエーションが増えた】 

施設種別 記載内容 

病院 普段行っている療育活動に幅が出るから。 

障害児通所支援施設 肢体不自由のお子さんなど、遊びに対してなかなか主体的に動けない

お子さんの遊びの内容、遊び方は、わたしたちも工夫を重ねています。

玩具を寄贈していただき、遊びのバリエーションが増えました。 

障害児入所支援施設 種類が豊富であり、それぞれが使いやすいものや興味があるものを選

びやすい。 
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【子どもと他者（保護者、友達、職員等）とのコミュニケーションが促進された】 

施設種別 記載内容 

こどもホスピス 個々のニーズや特性に応じた遊びが提供でき、そこから自然に遊びを

楽しんだり、仲間と共有できたりする場面も多いことから、スタッフ

が遊びの楽しさを十分理解したうえで、一緒の時間を楽しみ過ごして

いるという点で有効と考える。 

 

【職員、保護者の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

病院 様々なおもちゃを直接触ることができて、職員の遊びに対しての知識

なども広がった。その点が難病児に対して関わりの変化をもたらし

た。 

障害児通所支援施設 活用する大人が遊びについて柔軟に理解して活用していくことで特

に障害のある子どもたちの遊びは広げていくことができると思った

から。大人が心を開くことができずに理解を深められないと放置され

てしまうと思うのでスキルアップの勉強会や学びたくなる働きかけ

が必須だと思う。 

障害児入所支援施設 子どもはどんなおもちゃでも、それを使ってみて、好き、嫌い、楽し

い、嬉しい、気持ち悪いなどたくさんの感じ方ができるので、有効と

感じる。子どもだけではなく、保護者や保育士も子どもの様子を見て、

発見があるので有効と感じる。 

 

【課題】 

施設種別 記載内容 

病院 有効だと思いますが、病室で主に遊ぶことが多いので、大きなおもち

ゃをなかなか活用できず効果を実感できていない現状があります。 

障害児通所支援施設 0～6 歳対象の施設で、子どもたちの発達段階、重症度などさまざまな

ため、誤飲する可能性のあるものや少し難しい操作のおもちゃはうま

く活用できずにおり、毎日使用するおもちゃや大人気のおもちゃは決

まってきています。遊び方や取り入れ方により、楽しく活用できるも

のと思いますが、現状経験の浅い職員が多いため難しい状況です。 

障害児入所支援施設 反応の少ない方に対しての働きかけは、ワンパターンになり、どうや

って関わって良いか分からないといった職員もいます。なので、いろ

いろな玩具をコミュニケーションツールとして活用することで、関わ

りやすくなったと思います。活用できる玩具と活用することが難しい

玩具があります。 

 

【その他】 

施設種別 記載内容 

その他 コロナ禍も経験し限られた機会の利用になっていたこともあり「まあ

有効」と回答しました。限られたお子さんの利用ですが、とても有効

だと感じています。 

その他 ごっこ遊びなど楽しく遊んでいる様子が見られる。 
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「あそびのむし」で遊んだ子どもの中に、変化がみられた子どもはいたか尋ねたところ、

「変化がみられた子どもがいた」が 79.0％と最も高く、次いで「把握していない」が 17.9％

となっていた。 

 

図表 44 変化がみられた子ども 

 

 

前設問で、「１．変化がみられた子どもがいた」を選択した場合、どのような変化が見

られたか尋ねたところ、「興味・関心を持つものが増えた」が 81.3％と最も高く、次いで

「笑顔が増えた」が 64.8％、「目が輝いた」が 62.5％となっていた。 

 

図表 45 どのような変化がみられたか 

 

 

図表 46 どのような変化がみられたか（その他） 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 お気に入りのおもちゃで遊びたいとき頂戴が言えるようになっ

た。 

障害児入所支援施設 覚醒が高まった。 

 

  

問１３.  

ｎ % ｎ % ｎ %

1 変化がみられた子どもがいた 128 79.0 35 72.9 93 81.6

2 変化がみられた子どもはいない 5 3.1 0 0.0 5 4.4

3 把握していない 29 17.9 13 27.1 16 14.0

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

貴施設では「あそびのむし」で遊んだ子どもの中に、変化がみられた子どもはいましたか？...(ＳＡ)

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

問１４.  

ｎ % ｎ % ｎ %
1 笑顔が増えた 83 64.8 21 60.0 62 66.7

2 目が輝いた 80 62.5 18 51.4 62 66.7

3 興味・関心を持つものが増えた 104 81.3 29 82.9 75 80.6

4 集中して遊ぶようになった 74 57.8 21 60.0 53 57.0

5 友達と遊ぶようになった 34 26.6 4 11.4 30 32.3

6 家族と遊ぶようになった 13 10.2 5 14.3 8 8.6

7 食欲が増進した 2 1.6 0 0.0 2 2.2

8 コミュニケーションが増えた 56 43.8 12 34.3 44 47.3

9 通院、通所、入院、入所の際の楽しみができた 20 15.6 5 14.3 15 16.1

10 その他 2 1.6 1 2.9 1 1.1

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

非該当 34 13 21

全体 128 35 93

上記で「1：いた」を選択した場合、どのような変化が見られましたか？...(ＭＡ)

No.

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

選択肢
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図表 47 「あそびのむし」を活用した際の、子どもの様子や変化（自由記述） 

【子どもの五感が刺激された】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 消防自動車は男女を問わず人気のおもちゃです。大きな自動車を

自分ではしごを伸ばして実際に水を飛ばせるので、いろんなもの

に水をかけて遊んでいます。耳で楽しむおもちゃは、身体を自分

で動かせる子どもが少なく、聞くことに長けている子どもが多い

ので、不思議な音にみんな目を輝かせています。またじっくり向

き合って遊ぶおもちゃは手が動きにくい子どもにとって変化が

わかりやすいので、手を動かす機会が多くなりました。 

障害児通所支援施設 リングウエーブは目が見えているのかどうかまだ不確かな子が

目で追っている姿を見てすごく楽しめているのを感じた。 

テディ・ゴーラウンドは押してくるくる回る、ワンアクションで

楽しめてみんな大好きでした。 

ワーリースクライズは気をそらせたり、機嫌が悪い子がスッと笑

顔になったり魔法使いのような玩具です。 

当事者団体 指で触れて音が出る、手で鳴らして音が出る、その一つ一つの効

果に子どもが喜んでいる。 

その他 動きをジッと目で追ったり、音に耳を傾けている様子が伺える。 

脈拍の変化も見られたりして、落ち着いていると感じる事があ

る。 

 

【子どもの興味関心、意欲が増した】 

施設種別 記載内容 

病院 これまであまり反応が見られなかった子が、ドレミマットの音や

スカーフの手触りには反応が見られたり、足を動かすことに抵抗

があった子がホバーサッカーをそっと足で押してみようとする

姿が見られたりと、子どもたちの自分でやってみたいという姿が

たくさん見られました。 

病院 何度も入院を繰り返している子どもにとって、プレイルームに今

までなかった玩具を設置することで、遊びの広がり、興味の広が

りが見られた。 

こどもホスピス アーチレインボーをトンネルに見立て配置すると、ラジコンカー

を操作しトンネルをくぐらそうと熱中し遊ぶ姿が子どもに見ら

れました。しんどい病状のなかでも、好きなラジコン遊びをさら

に楽しめる工夫として、アーチレインボーを活用できてよかった

なと思いました。 

障害児通所支援施設 通所を楽しみにしてくれる子や、積極的に遊ぶ姿が見られた。ま

たケアなども、トイレに行ってから遊ぼうとか、ごはんを頑張っ

て食べたら遊ぼうなど、遊びの力で前向きな行動が増えた。 
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施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 毎月テーマ曲を決めて、楽器を活用する様になって、楽器の使い

方を様々に工夫しながら使える楽器が増えた。 

当初、消防車が一番人気でパーツに興味を示し組み立てるという

行為にチャレンジしようとする様子が見られるようになった。 

障害児通所支援施設 自分で遊んでいると自主性のようなものが出てきたように感じ

ます。遊んでいて、ご飯の時間だからとおもちゃをしまうと悲し

い声が出るときがあります。 

障害児入所支援施設 様々な感触に対して拒否反応が薄れ、手を伸ばす積極性につなが

った。 

障害児入所支援施設 自分で自由にいじって遊ぶ姿を見ることが出来て嬉しかったで

す。自分で操作する楽しみを知った子や、触ることで音が鳴った

り、体で音を鳴らしたり、くるくる回したり、玩具に向かってズ

リズリと移動したり、おもちゃのすごさを感じました。 

その他 なかなか主体的に、能動的に体を動かそうとしなかった子ども

が、自ら手を伸ばしておもちゃを動かそうとするような様子が見

られた。 

その他 今までおもちゃなど見向きをしなかった病児が、他の子どもが遊

んでいるのを見て、興味を惹かれ、自身でも麻痺がある手を使っ

て、一生懸命動かし、一緒にやろうと意欲を見せた。保護者から

も普段のリハビリ等では嫌がってやらない動きも、自ら頑張って

やっていたことを見て、改めておもちゃの重要性を感じたとの意

見があった。 

 

【子どもの集中力が増した】 

施設種別 記載内容 

病院 スピンアゲインで遊ぶことで、落ち着きのない子も集中して遊ぶ

姿を見ることができた。 

かえるさんジャンプなど、自分でルールを決めて、自分でゴール

も決めて、主体的に、自由に遊ぶことができていた。 

消防車も家では遊べない大きさの車であり、プレイルームで楽し

そうに、集中して走らせていた。 

ジュエルコマが、乳児が反射を楽しんで、壁や天井に映った光を

追うことで、視線を色々なところへ飛ばし、体全体を楽しみなが

ら使えるようになっていた。 

訪問看護ステーション 少ない既製品のおもちゃや自作のおもちゃを活用していたが、多

様なおもちゃを活用できるようになり、飽きにくく、集中して遊

びに取り組める時間が伸びたお子さんが多い。 

障害児通所支援施設 情緒がなかなか安定しなかったお子さんが、集中してひとり遊び

が楽しめるようになりました。 
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【子どもの笑顔が増えた、表情が豊かになった】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 おもちゃがある場所がわかり、子どもたちから出してほしいとい

う要求が出てきた。 

少しの力で操作できるため、変化が見られた時に子どもたちから

「ハッとした」表情や「あれ？」という不思議な顔が出たり、動

きにつながり、こちらも楽しい気持ちになった。 

障害児通所支援施設 気に入ったおもちゃで集中して遊んでいたり、自分でおもちゃを

取りに行こうと動いたり、お友達と取り合ってみたりと、個人の

気持ちの表出が見られたり、ボールを持って入れるなどの動作を

スタッフと一緒に行いできた時の達成感に満ちた笑顔が見られ、

好きなもので遊ぶ楽しさを感じてくれていることがわかった。 

障害児入所支援施設 よく見て目で追ったり、自ら手を伸ばして触ったりなど反応が増

えた方がいました。玩具のみで楽しむことが難しい方に対して

も、職員がクルクルやヒューなどの言葉をつけながら操作するこ

とで、笑顔や発声が見られました。 

その他 先日は、小学生のお子様とスティッキーで大盛り上がりでした。

黙々とマグフォーマーで立体を作り上げるお子さん、シフォン布

でお姫様に変身したり、バーべキューセットとブレックファース

トセットでおままごと、シャラシャラリングに目を輝かせ、「お

迎えのお母さんに見せる！」と嬉しそうなお子さん。時にはこん

な風に遊ぶんだ！？とお子様に教えられることもあります。大判

シフォン布は壁面の飾りに使っています。 
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【子どもと他者（保護者、友達、職員等）とのコミュニケーションが促進された】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 ホバーサッカーは、本来床の上を滑らせて遊ぶおもちゃですが、

振動と送風が面白くてずっと脇に抱えて楽しんでいるお子さん

がいます。この子は盲ろう重複障害と思われるので、なかなか外

界と接点を持ちにくかったのですが、おもちゃを通じて関わりや

すくなりました。 

障害児通所支援施設 最初はおもちゃを一人占め状態だったが、友達にお気に入りの物

を貸すことが出来るようになった。 

障害児通所支援施設 おもちゃを通して、普段交わらない子どもたちが一緒に遊ぶ機会

が増えたり、興味関心が広がる子どもがいたり、子どもにとって

「遊び」から広がる世界について気が付くことができた。 

障害児通所支援施設 遊ぶことで『たのしい』という心の安定が作られ、その安定から

他者の関わりや介入を受け入れてみよう/受け入れよう等の姿が

見られた。また、保護者と遊ぶ時間が増え、愛着形成にもつなが

っているようにも感じられた。 

障害児通所支援施設 声は出せなくても遊ぶ時の動きやおもちゃの形を自ら手を使っ

て表現し、「このおもちゃで遊びたい」とスタッフに伝えること

ができた。はじめはわからないサインでも子どもとやり取りする

なかでこちらもわかるようになり、コミュニケーションの量が増

えた。 

障害児通所支援施設 子どもが自発的に、光るもの、音のなるもの、動くものを重心の

お友達のところに行ってやって見せてくれる。 

当事者団体 遊びを通して子どもの世界が広がり、挑戦すること、人と繋がる

こと、試行錯誤することで笑顔の輪が広がる。 

その他 楽器の演奏で、自身の音が他の人を喜ばせることがわかり、周囲

の人たちとのコミュニケーション促進に役立った。 

 

【遊びのバリエーションが増えた】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 おもちゃは好きに遊んでいいものであるが、より細やかな設定で

作られたおもちゃ（オリジナルのもの）をいただくことが出来、

子どもごとに選択肢が増えた。 

障害児入所支援施設 もともと様々な活動を行ってきたが、同じような内容になりがち

だったが「あそびのむし」により活動のバリエーションが増えた。

小児病棟では、子どもが「あそびのむし」の玩具からさらにオリ

ジナルの遊び方を考えたり、ドレミマットでみんなで演奏などグ

ループでできる活動も増えた。 

その他 施設滞在中、天候に左右されずに遊ぶことができるので、自身の

希望や意欲に合わせて遊ぶことができていると感じている。 
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【子どもが楽しく過ごせるようになった】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 施設に行き渋る子どもがいましたが、おもちゃで遊ぶことによ

り、「次はこのおもちゃで遊びたい！」と施設に通うきっかけが

出来、行き渋りが少なくなりました。 

その他 楽しんで、リハビリに参加している子どもを見かけます。あそび

のむしを活用することで、楽しく過ごせる方が増えました。 
 

【職員の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

病院 大人が考えているのとは、違った遊び方をしている子どもが多

く、子どもの柔軟性を感じることが多い。型にはめず、安全を見

守りながら自由な発想を見守っている。 

病院 こういうおもちゃも好きなんだと感じ、またいつもと違う姿が見

られ、私もまた違う遊びの関わり方ができた。 

こどもホスピス 利用する状況の個別性が高いため、いろいろな場面やニーズに応

じておもちゃを選び一緒に遊ぶことができるのでとても良い。 

また、イベントの時など、音楽遊びをみんなで盛り上げたり、自

由に遊べるコーナーをボランティアさんたちと設置して楽しん

でもらったりできて、有効に活用させていただいている。同時に、

遊びの場面から個々の興味や関心に気がつくこともある。 

障害児通所支援施設 あまり色々なものに関心を示さない子どもが、カラフルなものの

方が、気づきやすく、好む事がわかりました。 

日頃、音に怖さを感じない子どもでも、ドレミマットを踏んで音

が鳴るという経験にびっくりしている姿が見られ、音と行動のつ

ながりがつかめないと、警戒心を持つことに気づきました。 

障害児通所支援施設 一定期間でおもちゃの入れ替えをしているが、入れ替えを行うと

お子様は直ぐに気づき、目を輝かせながら「おもちゃコーナー」

に移動される方もおられます。集団療育でも音の出る玩具や数人

で遊べる玩具が増えたことで遊びの幅が広がりました。今までき

いたことのない楽器の音に目を見開いて興味を示すお子様もお

られました。また、パペットをみて泣き出すお子様もおられ（ぬ

いぐるみが苦手だったよう）、職員も発見の連続でした。 

障害児入所支援施設 たくさんの玩具から選択できるので、どのような玩具に興味があ

るのか、比べながら試すことができる。普段、おもちゃには興味

がないのかと思っていた方が、集中して遊ぶ姿を見ると、好きな

おもちゃを提供すれば、楽しめるんだという事に気づけた。 

障害児入所支援施設 おもちゃを組み合わせて遊んだりする姿を見て、おもちゃの可能

性の広さを感じた。また、一緒に遊ぶことで『今度はこんな遊び

方をして反応を確かめてみたい』など、職員にとっても世界が広

がった気がする。 

当事者団体 おもちゃをもらった時のワクワク感や、この児童はこんなおもち

ゃが好きなんだ！等新しい発見があった。 
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（５）保護者との関わりの状況、「あそびのむし」の保護者への効果 

 

施設と難病児の保護者との関わりの状況については、「日常的に相談対応を行っている」

が 45.3％と最も高く、次いで「送迎時にコミュニケーションを取っている」が 26.3％と

なっていた。 

 

図表 48 難病児の保護者との関わりの状況 

 

 

子どもが「あそびのむし」で遊んだことにより、保護者の変化はあったか尋ねたところ、

「変化があった」が 48.8％と最も高く、次いで「把握していない」が 39.5％となってい

た。 

 

図表 49 保護者の変化 

 

  

問１６.  

ｎ % ｎ % ｎ %

1 日常的に相談対応を行っている 110 45.3 33 46.5 77 44.8

2 定期的にイベント（保護者会、交流会、遠足等）を実施している 55 22.6 16 22.5 39 22.7

3 送迎時にコミュニケーションを取っている 64 26.3 16 22.5 48 27.9

4 上記のいずれも行っていない 14 5.8 6 8.5 8 4.7

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 243 100.0 71 100.0 172 100.0

貴施設と難病児の保護者との関わりの状況について、当てはまるものを選択してください。...(ＳＡ)

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

選択肢No.

問１７.  

ｎ % ｎ % ｎ %
1 変化があった 79 48.8 23 47.9 56 49.1

2 変化はなかった 19 11.7 3 6.3 16 14.0

3 把握していない 64 39.5 22 45.8 42 36.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

子どもが「あそびのむし」で遊んだことにより、保護者の変化はありましたか？...(ＳＡ)

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢
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前設問で、「1：変化があった」を選択した場合、どのような変化が見られたか尋ねたと

ころ、「子どもの好きなことや、好きなおもちゃを把握することができた」が 75.9％と最

も高く、次いで「遊びを通して子どもとのコミュニケーションがより取れるようになった」

が 51.9％、「これまでも子どもと一緒に遊んでいたが、より楽しく遊べるようになった」

が 44.3％となっていた。 

 

図表 50 保護者の変化 

 

 

図表 51 どのような変化がみられたか（その他） 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 おもちゃに興味を持つ保護者がいた。 

障害児通所支援施設 施設でよく遊ぶおもちゃを自宅でも使えるように購入してくれ

た。 

障害児通所支援施設 こんなおもちゃが好きなんですね…。購入してみようかなとネッ

トで調べてくださっていた。 

障害児通所支援施設 連絡帳に一日の様子を記載する際、おもちゃの名前を入れて「◯

◯で遊びました。」と遊んでいる様子を伝えると、次の日の連絡

帳にスタートブックを見た保護者様から「楽しそうなおもちゃで

すね」とお返事をいただいたり、楽しいやりとりが増えました。 

障害児通所支援施設 お子様の反応をお伝えすると玩具を購入された。 

 

  

問１８.  

ｎ % ｎ % ｎ %

1 これまで子どもと一緒に遊ぶことができなかったが、遊べるようになった 11 13.9 7 30.4 4 7.1

2 これまでも子どもと一緒に遊んでいたが、より楽しく遊べるようになった 35 44.3 9 39.1 26 46.4

3 遊びを通して子どもとのコミュニケーションがより取れるようになった 41 51.9 14 60.9 27 48.2

4 子どもの好きなことや、好きなおもちゃを把握することができた 60 75.9 17 73.9 43 76.8

5 保護者自身の気分転換になった 27 34.2 9 39.1 18 32.1

6 職員、ボランティアとの会話や交流が増えた 24 30.4 5 21.7 19 33.9

7 他の家族との会話や交流が増えた 11 13.9 1 4.3 10 17.9

8 その他 5 6.3 0 0.0 5 8.9

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

非該当 83 25 58

全体 79 23 56

上記で「1：変化があった」を選択した場合、どのような変化が見られましたか？...(ＭＡ)

No.

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

選択肢
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図表 52 「あそびのむし」を活用した際の、保護者の様子や変化（自由記述） 

【保護者がおもちゃを購入した、購入を検討した】 

施設種別 記載内容 

病院 保育士が、とても楽しく遊んだ様子を伝えると、とても喜び、気

に入った玩具を家でも遊びたいと、購入を検討していた。面会時

に同じおもちゃを探して、一緒に遊んでいた。 

病院 「この子がこんなに反応をするとは知りませんでした。」「これな

らお家できょうだいたちとも一緒に遊べそう。」などの感想をい

ただきました。また、色味や手触りが優しいおもちゃが多く、保

護者の癒しにもなっていた様子で、退院時までに「このおもちゃ

はどこで買えますか？」とのご質問をいただくことが多くありま

す。 

障害児通所支援施設 誕生日に何を買っていいかわからないという相談があり、あそび

のむしのおもちゃを紹介し、施設に来所してみてもらった。 

障害児通所支援施設 ここ数年、遠足でおもちゃ美術館を利用させていただいていま

す。その際、お子さんが通園中に集中してあそんでいたおもちゃ

をお土産屋で購入し、ご家庭で使っていらっしゃいました。 

障害児通所支援施設 イベントの時にあそびのむしコーナーを設置したところ、楽しそ

うに遊び、子どもより遊んでいる姿が印象的な方が多くいまし

た。クリスマスプレゼントの参考にしている方もいました。 

障害児通所支援施設 居宅訪問を行っている子どもと家族を当事業所に招待する機会

を持った。その時には、子どもはもちろんのこと家族が夢中にな

って遊ぶ姿が見られた。 

実際に触れて、その後おもちゃを購入されたとも聞いている。 

 

【保護者自身が夢中になって遊んだ】 

施設種別 記載内容 

病院 保護者も初めてのおもちゃに出会い、遊びを楽しむ姿があった。 

障害児通所支援施設 保護者自身も、なんだろうと手に取り、やってみようという気持

ちになったり、夢中になる姿が見られた。 

障害児通所支援施設 おもちゃで遊ぶことで心を開ける、保護者がいた。 

当事者団体 保護者の笑顔が子どもの笑顔に繋がる。保護者の遊びも大切。 

その他 子どもの遊ぶ様子を見て、うれしそうにしていることに親もうれ

しい気持ちになっていると感じる。親自身も遊びに参加したり、

親も遊びに興じて、リフレッシュしている。 
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【親子で一緒に楽しめた】 

施設種別 記載内容 

病院 果樹園のゲームは協力ゲームで平和で遊ぶことができるため、保

護者にとっても新鮮であり、親子で楽しく遊んでいた。 

こどもホスピス 皿回しは、保護者が熱中して遊ぶ定番のおもちゃになっていま

す。子どものように遊ぶ親の姿を見て、子どものほうがうれしそ

うな表情をしている場面を何度も目にしました。親の笑っている

姿は、子どもにとってもうれしいのだと感じます。 

障害児通所支援施設 保護者の方にも積極的に一緒におもちゃを手にとって一緒に遊

んでもらうことで遊び本来の楽しさを感じてもらい、子どもたち

との楽しさや喜びの共有することができた。その中で遊びという

もののハードルを下げて遊びに正解は一つではないということ

を知ってもらって一緒に遊べるチャンスを増やすことができた

と思う。 

障害児入所支援施設 おもちゃの音色が良くて子どもと癒されている。 

その他 子どもが楽しんでいる様子を見て保護者自身も心から楽しめて

いるように感じた。 

 

【保護者の遊びへの関心が高まった】 

施設種別 記載内容 

病院 感染面で児童館などに行けない児も多く、病院にあるものだけで

ないおもちゃの種類や遊び方を知れることで、もっと子どもと遊

びたい、声をかけたいと話される方が多いです。 

病院 「こんなおもちゃがあったんですね！」「子どもが気にいってい

たので買いました。」「面白い、変わったおもちゃですね。」など

保護者の方もおもちゃに興味を持たれていた。普段は子どもにお

もちゃを渡してスマホを見ている保護者も、子どもと一緒に遊ん

だりされていた。 

障害児通所支援施設 同封していただいたパンフレットを配布し、おもちゃで遊ぶ子ど

もたちの写真や動画を送る際におもちゃの名前と結び付くよう

にした。好きなおもちゃが分かり、家で選ぶ際に参考にしてくれ

たり、送迎時に一緒に遊んでくれるなど、遊びやおもちゃへの関

心が高くなったように思う。 

障害児通所支援施設 我が子が楽しそうに遊んでいる姿を見ることで、保護者の方も安

心して通ってきていただいています。また、自宅にはない玩具で

遊んでいる我が子の楽しそうな反応を見て、一緒に遊んだり、玩

具に関心を持ってくれたり、保護者の方も笑顔になっています。 
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その他 同じようなおもちゃでも、病児によって遊び方が違うことなどを

見た保護者が、おもちゃの与え方、遊び方、一緒に関わるコミュ

ニケーショングッズとしてのおもちゃの位置づけなどを考える

ようになった。特に、一人っ子の病児の場合は、親のおもちゃの

与え方や遊び方で遊んでいくことが多いが、施設内で他の子ども

たちや違う遊び方などを見て、保護者にとっても良い学びの機会

となった。 

 

 

【保護者が子どもの成長を感じた】 

施設種別 記載内容 

病院 お子さんの反応を見て嬉しそうだった。 

障害児通所支援施設 日頃の様子を写真や動画で見ていただくと様々な反応を示す子

どもたちに喜びの声が聞かれています。 

障害児通所支援施設 おもちゃを通して、子どもの好み（苦手さも含めて）を知ること

につながった。子どもや保護者自身が色々な遊びの可能性を実感

できた。遊びのなかで自然と笑顔や会話が増えた。 

障害児通所支援施設 おもちゃを通じて、好きなものが分かったり他のお友達との関わ

りをお話すると、新たな発見で喜んでくれている。 

 

【保護者とのコミュニケーションが活性化した】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 保護者におもちゃを使用した子どもの様子をなるべくたくさん

伝えるようにしている。保護者から好きなおもちゃを教えてくだ

さい！と言われることや、保護者が子どもの様子を聞いて一緒に

笑う機会が増えて、信頼関係が増し、家での様子を気軽に教えて

もらえるようになっている。 

その他 職員との関わりの中でおもちゃがコミュニケーションのきっか

けとなることがあった。 

 

【その他】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 今後、きょうだい児がいるご家庭や興味を示しているご家庭に貸

し出すルール作りをしていきたい。 

障害児通所支援施設 前述の行き渋りがある子どもの保護者が、行き渋りが少なくなっ

たと喜んでいました。 

その他 保護者がおもちゃに興味をもち、「おもちゃ美術館」のパンフレ

ットをお渡しした。 
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（６）「あそびのむし」に関する要望等 

「あそびのむし」のおもちゃの種類について、希望に最も近いものについて尋ねたとこ

ろ、「21～40 種類程度が良い」が 27.8％と最も高く、次いで「41～60 種類程度が良い」

が 24.7％となっていた。 

 

図表 53 おもちゃの種類 

 

 

図表 54 おもちゃの種類（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 数にはこだわらないが、色々な年齢や能力に合わせて遊べるもの

がまんべんなく入っているとうれしい。 

病院 当センターでは、保育士が配置されている３病棟でローテーショ

ンをしているが、同じものが欲しい、被ってしまうなどあり、選

択したい。 

障害児通所支援施設 数は多くなくてもよいので、事業所や子どもたちの実態に合った

ものを選択できるようにして欲しい。 

障害児通所支援施設 知らないものが多かったので、種類は多い方がよいと思います。 

障害児通所支援施設 種類を増やすだけでなく同じものが複数あると集団で遊ぶ時に

は遊びが広がるパターンもあるので検討してほしい。 

障害児通所支援施設 たくさんのおもちゃを贈っていただけて嬉しいのですが、数を少

なくして、たくさんの施設にお届けして、たくさんの子どもたち

に魅力的なおもちゃで遊んでほしい。 

当事者団体 第二弾を使用しています。様々な種類があることが面白いです。

数に要望はありません。いくつであってもありがたいです。 

 

  

問２０.  

ｎ % ｎ % ｎ %
1 20種類程度までが良い 27 16.7 12 25.0 15 13.2

2 21～40種類程度が良い 45 27.8 9 18.8 36 31.6

3 41～60種類程度が良い 40 24.7 18 37.5 22 19.3

4 61種類以上が良い 34 21.0 4 8.3 30 26.3

5 その他 16 9.9 5 10.4 11 9.6

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 100.0 48 100.0 114 100.0

「あそびのむし」のおもちゃの種類について、希望に最も近いものをご回答ください。...(ＳＡ)

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

No. 選択肢
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「あそびのむし」に関する要望について尋ねたところ、「おもちゃのメンテナンス、効

率的な消毒方法などの情報が欲しい」が 54.9％と最も高く、次いで「子どもに合ったお

もちゃを選定できるよう、遊び方、対象、効果等の情報が欲しい」が 53.1％、「おもちゃ

を継続して活用するためのアイデアが欲しい」が 47.5％となっていた。 

 

図表 55 「あそびのむし」に関する要望 

 

 

図表 56 「あそびのむし」に関する要望（その他） 

施設種別 記載内容 

病院 施設、利用患児の特性に応じて、おもちゃの内容が選べたら良い

かもしれない。 

病院 洗濯ができないものや大きな音が出るおもちゃは配布に苦慮す

る。 

病院 あまりスペースを取らない収納しやすいおもちゃが欲しい。 

こどもホスピス おもちゃが故障した際、修理に出せる窓口があると嬉しいです 

障害児通所支援施設 遊びの動画を療育時間外、夜でも見られるとありがたいです。毎

回見たいのですが、療育中にみるのが難しいため。 

障害児入所支援施設 大府市におもちゃ美術館ができる予定と聞いています。大府の子

ども病院や保育園や当施設などの交流があるといいなと思いま

した。 

当事者団体 中には活用が難しいおもちゃもあるので、今後は利用者のきょう

だい児にも使用していただく機会を設けたい。 

 

  

問２１.  

ｎ % ｎ % ｎ %

1 おもちゃのメンテナンス、効率的な消毒方法などの情報が欲しい 89 54.9 22 45.8 67 58.8

2 おもちゃを継続して活用するためのアイデアが欲しい 77 47.5 26 54.2 51 44.7

3 86 53.1 25 52.1 61 53.5

4 おもちゃの種類や数はもっと多い方が良い 3 1.9 2 4.2 1 0.9

5 おもちゃの種類や数はもっと少ない方が良い 16 9.9 0 0.0 16 14.0

6 同じ種類のおもちゃを複数個配布して欲しい 35 21.6 4 8.3 31 27.2

7 他の配布先の医療機関・施設との交流会を増やして欲しい 8 4.9 3 6.3 5 4.4

8 研修会を増やして欲しい 17 10.5 5 10.4 12 10.5

9 困った時に、おもちゃコンサルタント等に相談できる体制があるとよい 30 18.5 8 16.7 22 19.3

10 貴施設に、おもちゃコンサルタント等が来てサポートしてもらえるとよい 22 13.6 6 12.5 16 14.0

11 その他 14 8.6 4 8.3 10 8.8

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

「あそびのむし」に関する要望について、当てはまるものがあればご回答ください。...(ＭＡ)

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）

子どもに合ったおもちゃを選定できるよう、遊び方、対象、効果等の情報が欲しい
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「あそびのむし」の活用にあたっての課題については、「スペースに限りがあるので、

子どもがすぐに手が届く位置におもちゃを設置することができない」が 39.5％と最も高

く、次いで「持ち運びや出し入れがしづらい」が 32.7％、「おもちゃの故障や、劣化（色

落ち、ささくれ等）がある」が 23.5％となっていた。 

 

図表 57 「あそびのむし」の活用にあたっての課題 

 

 

図表 58 「あそびのむし」の活用にあたっての課題（その他） 

【活用が難しいおもちゃがある】 

施設種別 記載内容 

病院 施設の特性により使用できないものが多くある。 

障害児通所支援施設 年齢及び疾患、発達的に活用しきれない玩具がある。 

 

【スペースに限りがある】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 たくさんの玩具を頂いたのですが、保管場所のスペースが狭く、

出し入れに苦労しています。折りたためる台車も 1 台セットとし

てあると助かります。 

障害児入所支援施設 すべての玩具に「あそびのむし」のステッカー等があると管理も

しやすくなります。すべてにテプラを貼るのはなかなか大変でし

た。詰めてある箱を棚などにできる工夫があるとありがたいと思

いました。 

 

【おもちゃの劣化、故障】 

施設種別 記載内容 

病院 木製玩具は消毒が難しい(劣化する・色落ちする・塗装が剥がれ

る) 。 

障害児通所支援施設 おもちゃが故障したときに修理する知識技術がないため、故障し

たら終わりという不安がある。 

問２２.  

ｎ % ｎ % ｎ %
1 おもちゃの消毒の負担が大きい 25 15.4 7 14.6 18 15.8

2 おもちゃの故障や、劣化（色落ち、ささくれ等）がある 38 23.5 16 33.3 22 19.3

3 64 39.5 22 45.8 42 36.8

4 持ち運びや出し入れがしづらい 53 32.7 20 41.7 33 28.9

5 遊びの時間を確保することができない 10 6.2 3 6.3 7 6.1

6 職員ごとに、あそびの意義に関して意識の差がある 27 16.7 4 8.3 23 20.2

7 その他 17 10.5 2 4.2 15 13.2

8 特に課題はない 25 15.4 6 12.5 19 16.7

無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全体 162 48 114

「あそびのむし」の活用にあたっての課題として、当てはまるものがあればご回答ください。...(ＭＡ)

スペースに限りがあるので、子どもがすぐに手が届く位置におもちゃを設置する
ことができない

No. 選択肢

合計
2020年度（第１弾） 2023年度（第２弾）
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【安全面の配慮が必要】 

施設種別 記載内容 

病院 マンパワーの不足の関係で、安全面から見守りが必要なおもちゃ

を貸し出せないときがある。おもちゃの貸し出し方については、

今後の課題。 

障害児通所支援施設 子どもたちがすぐ見たり手にとれる場所に置いておきたい反面、

壊れたり小さい部品が危ないリスクがあり、設置場所を工夫して

いるが課題がある。 

 

図表 59 「あそびのむし」への要望やご意見等（自由記述） 

【遊びの幅が広がった】 

施設種別 記載内容 

病院 あそびのむしを利用し、おもちゃを設置したことで、明らかに子

どもたちの遊びの幅も広がり、五感で楽しむことができている様

子がうかがえます。 

病院 子どもたちが楽しめるおもちゃが沢山あり、私たち大人が想像し

ないような遊びをしていることもあり、大人たちも楽しませてい

ただいています。処置の際のディストラクションに向いているお

もちゃもあるので、今後使用させていただきたいと思います。 

訪問看護ステーション 普段訪問業務で利用しているため、大きくて丈夫なバッグが付属

していたのは大変ありがたかった。また、難病児以外に重症児、

知的、発達障害の児にも利用しておりおもちゃのバリエーション

が多いことで活用の幅が広く大変ありがたい。 

障害児通所支援施設 定期的に遊び方等を教えていただいたり、遊びの幅が広がる研修

等を実施していただいているので、非常にありがたいです。 

障害児通所支援施設 もともと事業所にあったもの以外のおもちゃが多く、子どもたち

の興味、関心を探るための選択肢が増えたいへん助かっていま

す。楽器類は、音楽療法に来てくださる先生も活用してくださっ

ています。 

当事者団体 自団体のイベントでお子さんたちが遊びに手軽に触れられるシ

ーンをつくれることが嬉しく思います。 

 

【職員も一緒に楽しめる】 

施設種別 記載内容 

病院 おもちゃで、子どもはもちろん、子どもとかかわる大人も楽しん

で遊んでいます。遊びの楽しさを感じる機会、遊びについて考え

る機会を増やしていただき、ありがとうございました。 

病院 おもちゃが増え、あまり見たことのないおもちゃで遊ぶことがで

き、子どもも大人もじっくり遊んだり見たりする姿が見られるよ

うになりました。 
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障害児通所支援施設 毎日子どもたちは、楽しく玩具で遊んでいます。子どもたちの目

の輝きが絶えることがなく、いつもどれにしようか悩んでいま

す。また、スタッフ自身も楽しみながら一緒に活動しています。 

障害児通所支援施設 色々な種類のおもちゃがあり、以前より職員も子どもたち達に合

わせておもちゃを選び提供できている。また、とても良いおもち

ゃなので、各職員自身もおもちゃの管理をしっかりとする意識が

持てている。 

 

【コミュニケーションが活性化した】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 子どもたちが遊べるおもちゃの範囲が広がり新たな一面を見せ

てくれることが増えました。また、保護者が誕生日プレゼントを

選ぶ際の参考に活動で使うおもちゃについて尋ねてくれる場面

もあり、コミュニケーションの助けになっています。 

障害児通所支援施設 子どもたちにとっておもちゃで遊ぶ時間は常に楽しい時間とな

っています。遊ぶということは他児や親、保育士とのコミュニケ

ーションの機会でもあるので、大切な時間になっています。 

 

【職員の気づきにつながった】 

施設種別 記載内容 

障害児通所支援施設 たくさんの玩具を寄付していただき、玩具の数はもちろん、遊び

の幅も広がりました。視覚、聴覚、触覚刺激に有効なものがたく

さんあり、玩具を通してお子様の初めての表情やしぐさに出会う

ことができました。これからもたくさん玩具を活用させていただ

きます。 

障害児入所支援施設 当施設は重症心身障害児のお子さんも多く、自分でおもちゃを触

ることが難しいお子さんもいますが、音や光などの感覚刺激があ

るおもちゃは効果的です。また触れた時の感触、感覚がおもしろ

いものも効果的です。自分で触る、使うことができるお子さんも

います。同じおもちゃでも使い方が違ったり、感じ方が違うこと

もあるとは思います。新しいおもちゃを使った時に子どもがどん

なふうに感じているのが、何が好きなのか知る一つの手段にもな

ります。色々なものを提供して楽しんでもらえれば良いと思って

おります。 
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【今後取り組みたい点】 

施設種別 記載内容 

病院 これまでほとんど子どもたちが遊べるおもちゃがなかったので

すが、難病児健常児関係なくすべての子どもが毎日楽しんでおも

ちゃで遊べるようになりました。 

メンテナンスを丁寧に行いながら、これからも長く子どもたちが

楽しく遊べるよう、また他職員にも「遊び」の大切さを伝えなが

ら子どもたちと一緒に私自身も遊びを楽しんでいきたいと思い

ます。 

当事者団体 多種多様のおもちゃを通じて、子どもたちのそれぞれの生き生き

とした様子を見ることができています。中には活用が少し難しい

おもちゃもありますが、利用者のごきょうだいに使ってもらえる

チャンスをこれからも広げていきたいと思います。 

その他 これからもあそびのむしのおもちゃをより活かせるよう、収納の

仕方をさらに検討したり、遊び方を学んでいきたいと思っており

ます。 

その他 様々な障害を持った皆様に「あそびのむし」を紹介し子どもたち

の笑顔が増えるようにしていきたい。 

 

【課題】 

施設種別 記載内容 

病院 衛生面や感染の対策から、病院のおもちゃはアルコールで拭ける

か拭けないかはとても重要。ぬいぐるみなどは拭けないため遊び

にくい。 

病院 木のおもちゃが良いことは十分承知していますが、病院で使用し

ている（易感染のお子さんも多い）ので、感染の問題から使用に

躊躇します。 

また、繊細なおもちゃは破損しやすくて、活発なお子さんもいる

ようなところでは使用が難しいと感じます。 

病院 とことこどんぐりで遊んでいた際に、大きなどんぐりが床に落ち

てしまい、目がプラスチックだったため割れてしまった。気に入

って遊んでいたが、割れることは想定外であったので、安全面で

気をつける必要があった。 

障害児通所支援施設 壊れてしまったおもちゃは、おもちゃドクターに直してもらった

ものもありましたが完全復活にはならず、残念ながら遊んでもら

えないおもちゃもあります。（ロールアゲインタワーは、子ども

たちが気に入って遊んでいただけに残念でした。）  
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【要望（研修について）】 

施設種別 記載内容 

病院 講習、勉強会の設定が平日日中で回数も多いが、業務を離れて受

講するのは難しいため、平日日中以外でも見られるようにしてい

ただきたい。 

診療所・クリニック 今後もオンラインセミナーなどを通じておもちゃを使った活動

を知りたいです。 

障害児通所支援施設 いつも楽しく使わせていただいております。使用頻度に偏りがあ

り、使い方のアドバイスや、障害に対してどのようなおもちゃが

効果的に使えるか、どんなアプローチがよいのか参考例などがあ

るといいなと思います。 

 

【要望（おもちゃの内容について）】 

施設種別 記載内容 

病院 人気のあるおもちゃを複数いただけると当方は助かります。設置

場所、部署の部屋が分かれているため、おもちゃをローテーショ

ンしていますが、人気のあるものとないもの（使用頻度が多い、

少ない）で分かれてしまっているのが現状です。 

障害児通所支援施設 投げてしまうお子さまや、寝たきりのお子様は、木のおもちゃよ

りも柔らかく、感触のいいおもちゃがあったらいいと思います。 

障害児通所支援施設 握力の弱いお子さんが多いので、軽いおもちゃや、握りやすいお

もちゃなどが良いなと感じました。自助具やフラットに遊ぶため

の工夫などを調べて行こうと思います。他の事業所等の活用方法

で、良い情報がありましたら発信していただけますとありがたい

です。 

障害児通所支援施設 おもちゃに入るのかわかりませんが、パラバルーンやペープサー

トなどもあると嬉しかったです。 

障害児入所支援施設 1 つの刺激では気づきづらく、興味が持続しない方もいるので、

光って回って音の出るものがあると嬉しいです。スイッチを押す

と光りながら振動し、なおかつ音楽が流れる！なんて玩具があっ

たらワクワクします。 

その他 消耗品にはなってしまうが、口に入れてしまっても安全な、粘土

などの造形的な遊びのものも欲しい。 
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【要望（カスタマイズについて）】 

施設種別 記載内容 

病院 あまり使わないおもちゃは、よく使うものと交換やトレードなど

できると良いのかもしれません。または、初めから、いくつかは

選べるようにして、施設にあったものがあるともったいなくない

のかと思います。でも、思わぬところ（行事など）で普段使って

いないおもちゃも使ったりすることもできています。 

障害児通所支援施設 ベースのおもちゃはある程度決まっていても施設の特徴に合わ

せておもちゃコンサルタント等と相談しながらカスタマイズで

きるようなシステムができるといいなと思ったりします（難しい

のは承知ですが…）。おもちゃが眠ってしまうのはもったいない

のでどうしても使えないものは返却するというのもありかなと

思います。 

その他 決まったおもちゃの中から、施設にあったおもちゃを選べる箱が

あっても良いかなと思った。 

 

【要望（その他）】 

施設種別 記載内容 

病院 収納ケースが重すぎるが、キャスターがあるので移動は便利であ

る。すべての箱に蓋があると、4 箱をテーブル(置台)として活用

できると思う 

障害児通所支援施設 今後、メンテナンス等で困った時にどこに連絡したらいいか教え

ていただけると嬉しいです。 

障害児通所支援施設 配布おもちゃリストを整備していただけると管理・貸し出しが始

めやすくなりそうです。 

障害児入所支援施設 玩具 1 つ 1 つの値段が知れるシート等があれば、ご家族が購入を

検討する際の参考になるので、値段がまとめて記載された冊子等

があれば有難いです。 

障害児入所支援施設 １か所に寄贈する玩具の数はもう少し減らしても多くの施設に

提供できる体制があるとよいと感じています。 
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【クロス集計結果】 

（１）「あそびのむし」の活用状況 

「あそびのむし」の活用頻度について施設種別にクロス集計をしたところ、「毎日」と

の回答が最も多かったのが病院で、次いで障害児通所支援施設、障害児入所支援施設とな

っていた。 

 

図表 60 問 1(6).施設種別×問３（１）「あそびのむし」の活用頻度 

 

 

1 日あたりの「あそびのむし」を利用する難病児の人数について、施設種別にクロス集

計をしたところ、当事者団体を除き「1～4 人」との回答が最も多かった。 

 

図表 61 問 1(6).施設種別×問３（２）1 日あたりの「あそびのむし」を利用する難病児

の人数 

 

合計 毎日 週に３日以上 週に1～２日程
度

月に数回程度 月に１回程度 活用していな
い

162 69 39 28 19 5 2

100.0 42.6 24.1 17.3 11.7 3.1 1.2

39 24 5 8 1 0 1

100.0 61.5 12.8 20.5 2.6 0.0 2.6

73 33 25 10 4 1 0

100.0 45.2 34.2 13.7 5.5 1.4 0.0

16 5 3 4 3 0 1

100.0 31.3 18.8 25.0 18.8 0.0 6.3

9 2 0 1 4 2 0

100.0 22.2 0.0 11.1 44.4 22.2 0.0

5 0 2 2 1 0 0

100.0 0.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

2 0 1 0 1 0 0

100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

3 0 1 0 2 0 0

100.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0

15 5 2 3 3 2 0

100.0 33.3 13.3 20.0 20.0 13.3 0.0

問３（１）「あそびのむし」の活用頻度

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

合計 20人以上 15～19人 10～14人 5～9人 1～4人 0人

162 5 1 11 53 81 11

100.0 3.1 0.6 6.8 32.7 50.0 6.8

39 4 0 3 12 18 2

100.0 10.3 0.0 7.7 30.8 46.2 5.1

73 1 0 5 28 37 2

100.0 1.4 0.0 6.8 38.4 50.7 2.7

16 0 0 0 5 8 3

100.0 0.0 0.0 0.0 31.3 50.0 18.8

9 0 1 0 5 3 0

100.0 0.0 11.1 0.0 55.6 33.3 0.0

5 0 0 2 0 3 0

100.0 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0 0.0

2 0 0 0 0 2 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

3 0 0 0 0 3 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

15 0 0 1 3 7 4

100.0 0.0 0.0 6.7 20.0 46.7 26.7

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

問３（２）1日あたりの「あそびのむし」を利用する難病児の人数

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス
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よく活用するおもちゃのカテゴリーについて、施設種別にクロス集計をしたところ、

「音で遊ぼう！耳で楽しむおもちゃ」は多くの施設で最も活用されていたが、病院及び診

療所・クリニックでは回答が少ない傾向が見られた。 

 

図表 62 問 1(6).施設種別×問３（３）よく活用するおもちゃのカテゴリー 

 

 

難病児以外の「あそびのむし」の利用者について、施設種別にクロス集計をしたところ、

「難病児の保護者」は、こどもホスピス、診療所・クリニック、病院の順に多く、「難病

児のきょうだい」は、こどもホスピス、その他施設、当事者団体の順に多い傾向が見られ

た。 

 

図表 63 問 1(6).施設種別×問 4（１）難病児以外の「あそびのむし」の利用者 

 

  

合計 好きな人と
じっくり向き
合って遊ぶお
もちゃ

きょうだい、
友達と遊びが
広がるおも
ちゃ

音で遊ぼう！
耳で楽しむお
もちゃ

大人も気分転
換！リフレッ
シュおもちゃ

（第２弾の
み）あそびの
むしオリジナ
ルおもちゃ

特に活用して
いるおもちゃ
はない

162 107 74 132 50 33 2

66.0 45.7 81.5 30.9 20.4 1.2

39 28 18 25 15 4 0

71.8 46.2 64.1 38.5 10.3 0.0

73 54 33 66 22 18 0

74.0 45.2 90.4 30.1 24.7 0.0

16 6 4 15 3 3 1

37.5 25.0 93.8 18.8 18.8 6.3

9 3 6 7 2 2 0

33.3 66.7 77.8 22.2 22.2 0.0

5 3 3 1 0 0 0

60.0 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0

2 1 0 2 0 0 0

50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

3 1 2 3 2 2 0

33.3 66.7 100.0 66.7 66.7 0.0

15 11 8 13 6 4 1

73.3 53.3 86.7 40.0 26.7 6.7

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問３（３）よく活用するおもちゃのカテゴリーとおもちゃ名

合計 難病児の保護
者

難病児のきょ
うだい

難病児以外
で、貴施設を
利用する子ど
も

研究者、外部
団体の職員、
ボランティア

その他 難病児以外は
利用していな
い

162 41 45 72 12 26 30

25.3 27.8 44.4 7.4 16.0 18.5

39 17 3 19 2 7 6

43.6 7.7 48.7 5.1 17.9 15.4

73 7 20 29 5 9 21

9.6 27.4 39.7 6.8 12.3 28.8

16 2 1 9 0 5 2

12.5 6.3 56.3 0.0 31.3 12.5

9 3 5 2 2 2 0

33.3 55.6 22.2 22.2 22.2 0.0

5 3 2 2 0 2 0

60.0 40.0 40.0 0.0 40.0 0.0

2 0 0 1 0 0 1

0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

3 3 3 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 6 11 10 3 1 0

40.0 73.3 66.7 20.0 6.7 0.0

問４（１）難病児以外の「あそびのむし」の利用者

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス
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「あそびのむし」の活用に関わっている職員について、施設種別にクロス集計をしたと

ころ、「看護職員」は、障害児通所支援施設及びこどもホスピスで多い傾向が見られた。

「理学療法士」及び「作業療法士」は、障害児通所支援施設、障害児入所支援施設、訪問

看護ステーションで多い傾向が見られた。 

 

図表 64 問 1(6).施設種別×問 4（３）施設で「あそびのむし」の活用に関わっている職

員 

 

 

「あそびのむし」の活用場所について、施設種別にクロス集計をしたところ、「利用者

の個室」は病院で多く、「利用者の自宅」は訪問看護ステーション、当事者団体、診療所・

クリニックで多い傾向が見られた。 

 

図表 65 問 1(6).施設種別×問 5（１）活用場所 

 

合計 児童発達支援
管理責任者

児童指導員 保育士 看護職員 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 心理担当職員 医師 その他 関わっている
職員はいない

162 73 62 133 92 63 48 24 18 6 41 0

45.1 38.3 82.1 56.8 38.9 29.6 14.8 11.1 3.7 25.3 0.0

39 1 2 34 9 9 8 3 4 2 17 0

2.6 5.1 87.2 23.1 23.1 20.5 7.7 10.3 5.1 43.6 0.0

73 64 49 66 61 39 27 14 7 1 9 0

87.7 67.1 90.4 83.6 53.4 37.0 19.2 9.6 1.4 12.3 0.0

16 5 9 15 4 8 8 4 3 0 2 0

31.3 56.3 93.8 25.0 50.0 50.0 25.0 18.8 0.0 12.5 0.0

9 2 1 5 3 2 2 0 2 1 3 0

22.2 11.1 55.6 33.3 22.2 22.2 0.0 22.2 11.1 33.3 0.0

5 1 0 2 3 2 1 3 0 2 0 0

20.0 0.0 40.0 60.0 40.0 20.0 60.0 0.0 40.0 0.0 0.0

2 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 0 0 2 3 1 0 0 1 0 1 0

0.0 0.0 66.7 100.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0

15 0 1 9 8 1 1 0 1 0 9 0

0.0 6.7 60.0 53.3 6.7 6.7 0.0 6.7 0.0 60.0 0.0

問４（３）貴施設で「あそびのむし」の活用に関わっている職員

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

合計 プレイルー
ム、療育室

その他の共有
スペース

利用者の個室 利用者の自宅 他事業所 その他

162 140 43 26 16 3 23

86.4 26.5 16.0 9.9 1.9 14.2

39 37 7 20 1 0 7

94.9 17.9 51.3 2.6 0.0 17.9

73 71 16 0 7 2 4

97.3 21.9 0.0 9.6 2.7 5.5

16 14 5 4 0 0 2

87.5 31.3 25.0 0.0 0.0 12.5

9 4 2 0 2 0 4

44.4 22.2 0.0 22.2 0.0 44.4

5 5 2 1 1 0 1

100.0 40.0 20.0 20.0 0.0 20.0

2 0 0 0 2 0 0

0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

3 2 2 0 0 0 1

66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3

15 7 9 1 3 1 4

46.7 60.0 6.7 20.0 6.7 26.7

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問5（１）活用場所

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

診療所・クリ
ニック
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「あそびのむし」の活用場面について、施設種別にクロス集計をしたところ、「普段か

らあそびの時間を設け、活用している」は障害児通所支援施設、障害児入所支援施設、病

院の順に多かった。 

 

図表 66 問 1(6).施設種別×問 5（２）活用の場面 

 

 

「あそびのむし」の保管場所について、施設種別にクロス集計をしたところ、「普段使

用しているエリアに常時置いている」は病院が最も多かった。 

 

図表 67 問 1(6).施設種別×問５（３）保管場所 

 

  

合計 常時設置して
いる

普段からあそ
びの時間を設
け、活用して
いる

イベント等で
活用している

その他

162 101 70 50 28

62.3 43.2 30.9 17.3

39 30 14 8 8

76.9 35.9 20.5 20.5

73 45 44 20 9

61.6 60.3 27.4 12.3

16 6 7 6 2

37.5 43.8 37.5 12.5

9 4 0 5 1

44.4 0.0 55.6 11.1

5 2 1 2 2

40.0 20.0 40.0 40.0

2 0 0 0 2

0.0 0.0 0.0 100.0

3 3 0 3 0

100.0 0.0 100.0 0.0

15 11 4 6 4

73.3 26.7 40.0 26.7

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問5（２）活用の場面

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

合計 普段使用して
いるエリアに
常時置いてい
る

倉庫などに収
納している

その他

162 90 50 22

100.0 55.6 30.9 13.6

39 29 5 5

100.0 74.4 12.8 12.8

73 40 25 8

100.0 54.8 34.2 11.0

16 6 7 3

100.0 37.5 43.8 18.8

9 2 5 2

100.0 22.2 55.6 22.2

5 2 2 1

100.0 40.0 40.0 20.0

2 0 1 1

100.0 0.0 50.0 50.0

3 2 1 0

100.0 66.7 33.3 0.0

15 9 4 2

100.0 60.0 26.7 13.3

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

問５（３）保管場所
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（２）「あそびのむし」の活用状況の評価 

 

難病児の遊びの機会（時間）の提供について、施設種別にクロス集計をしたところ、「遊

びは大切だと考えており、医療的ケアや療育とあわせて、積極的に遊びの機会を提供して

いる」は、こどもホスピス、障害児通所支援施設、当事者団体の順で多く選択された。 

 

図表 68 問 1(6).施設種別×問６.難病児の遊びの機会（時間）の提供 

 

 

遊びの時間の増加の幅について、施設種別にクロス集計をしたところ、「遊びの時間は

増えていない」は、当事者団体、障害児通所支援施設、こどもホスピスの順に少なかった。 

 

図表 69 問 1(6).施設種別×問８.遊びの時間の増加 

 

  

合計 遊びは大切だ
と考えてお
り、医療的ケ
アや療育とあ
わせて、積極
的に遊びの機
会を提供して
いる

遊びは大切だ
と考えてお
り、医療的ケ
アや療育とあ
わせて、可能
な範囲で遊び
の機会を提供
している

遊びは大切だ
が、医療的ケ
アや療育を優
先しているた
め、遊びの機
会は提供して
いない

いずれとも言
えない

162 94 59 2 7

100.0 58.0 36.4 1.2 4.3

39 17 21 0 1

100.0 43.6 53.8 0.0 2.6

73 53 19 0 1

100.0 72.6 26.0 0.0 1.4

16 6 9 1 0

100.0 37.5 56.3 6.3 0.0

9 6 3 0 0

100.0 66.7 33.3 0.0 0.0

5 3 1 1 0

100.0 60.0 20.0 20.0 0.0

2 1 1 0 0

100.0 50.0 50.0 0.0 0.0

3 3 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

15 5 5 0 5

100.0 33.3 33.3 0.0 33.3

こどもホスピス

診療所・クリ
ニック

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

問６.貴施設での、難病児の遊びの機会（時間）の提供
について、現状に最も近いものをお選びください。

訪問看護ステー
ション

合計 1～30分 31～60分 61～90分 91～120分 121分以上 遊びの時間は
増えていない

162 58 41 5 3 1 54

100.0 35.8 25.3 3.1 1.9 0.6 33.3

39 8 8 2 0 0 21

100.0 20.5 20.5 5.1 0.0 0.0 53.8

73 33 21 2 3 0 14

100.0 45.2 28.8 2.7 4.1 0.0 19.2

16 6 3 1 0 0 6

100.0 37.5 18.8 6.3 0.0 0.0 37.5

9 4 4 0 0 0 1

100.0 44.4 44.4 0.0 0.0 0.0 11.1

5 1 1 0 0 0 3

100.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0

2 1 0 0 0 0 1

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

3 1 0 0 0 1 1

100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

15 4 4 0 0 0 7

100.0 26.7 26.7 0.0 0.0 0.0 46.7

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問８.「あそびのむし」の寄贈の前後で、貴施設では１日あたり何分くらい、遊びの
時間が増加しましたか？

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他
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職員の変化について、施設種別にクロス集計をしたところ、いずれの施設でも、「子ど

もとのコミュニケーションが活性化した」「おもちゃを組み合わせて遊ぶなど、職員の遊

び方の幅が広がった」が多く選択された。「職員の遊びに対するモチベーションが向上し

た」は、施設種別ごとに結果の差が見られ、障害児通所支援施設、障害児入所支援施設で

多く選択された。 

 

図表 70 問 1(6).施設種別×問９.職員の変化 

 

 

寄贈を受けたことによる気づきについて、施設種別にクロス集計をしたところ、「遊び

は、子どもの成長や発達に良い影響があると気づいた」は障害児通所支援施設、当事者団

体、訪問看護ステーションの順に多く選択された。 

 

図表 71 問 1(6).施設種別×問 10.寄贈を受けたことによる気づき 

 

合計 子どもとのコ
ミュニケー
ションが活性
化した

保護者とのコ
ミュニケー
ションが活性
化した

子どもの可能
性をより信じ
られるように
なった

職員の遊びに
対するモチ
ベーションが
向上した

おもちゃを組
み合わせて遊
ぶなど、職員
の遊び方の幅
が広がった

今まで遊びに
関わらなかっ
た職員も積極
的に関わるよ
うになった

他の配布先の
医療機関・施
設との交流が
増えた

地域の医療機
関・施設との
交流が増えた

その他 特に変化はな
い

162 113 56 55 65 111 31 3 4 6 4

69.8 34.6 34.0 40.1 68.5 19.1 1.9 2.5 3.7 2.5

39 28 21 9 8 23 1 0 0 3 1

71.8 53.8 23.1 20.5 59.0 2.6 0.0 0.0 7.7 2.6

73 56 19 32 38 57 15 1 1 2 2

76.7 26.0 43.8 52.1 78.1 20.5 1.4 1.4 2.7 2.7

16 9 1 4 8 12 7 0 0 0 1

56.3 6.3 25.0 50.0 75.0 43.8 0.0 0.0 0.0 6.3

9 5 3 4 1 4 2 0 1 1 0

55.6 33.3 44.4 11.1 44.4 22.2 0.0 11.1 11.1 0.0

5 4 2 1 2 2 1 1 0 0 0

80.0 40.0 20.0 40.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0

2 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 3 3 1 1 3 1 0 0 0 0

100.0 100.0 33.3 33.3 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

15 6 5 4 7 8 4 1 2 0 0

40.0 33.3 26.7 46.7 53.3 26.7 6.7 13.3 0.0 0.0

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

問９.貴施設では、「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、難病児の遊びにあたり、職員にどのような変化がありましたか。

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

こどもホスピス

合計 遊びは、子ど
もの成長や発
達に良い影響
があると気づ
いた

職員の遊びに
対する知識や
スキルが十分
でないことに
気づいた

貴施設におい
て、遊びの機
会が不足して
いることに気
づいた

貴施設におい
て、遊びの際
の子どもへの
関わり方を見
直すきっかけ
になった

その他 特に気づきは
ない

162 76 44 29 75 21 5

46.9 27.2 17.9 46.3 13.0 3.1

39 13 6 6 21 6 1

33.3 15.4 15.4 53.8 15.4 2.6

73 45 25 12 28 8 0

61.6 34.2 16.4 38.4 11.0 0.0

16 5 3 7 8 2 3

31.3 18.8 43.8 50.0 12.5 18.8

9 5 0 0 4 2 0

55.6 0.0 0.0 44.4 22.2 0.0

5 1 1 2 5 0 0

20.0 20.0 40.0 100.0 0.0 0.0

2 1 2 1 0 0 0

50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

3 1 1 0 2 1 0

33.3 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0

15 5 6 1 7 2 1

33.3 40.0 6.7 46.7 13.3 6.7

こどもホスピス

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

問１０.「あそびのむし」の寄贈を受けたことにより、どのような気づきがありまし
たか。

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他
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（３）「あそびのむし」の子どもへの効果 

 

「あそびのむし」で遊んだことによる、子どもの変化の内容について、施設種別にクロ

ス集計をしたところ、「興味・関心を持つものが増えた」は障害児通所支援施設、こども

ホスピス、病院の順に多く選択された。 

 

図表 72 問 1(6).施設種別×問 14.変化の内容 

 

  

合計 笑顔が増えた 目が輝いた 興味・関心を
持つものが増
えた

集中して遊ぶ
ようになった

友達と遊ぶよ
うになった

家族と遊ぶよ
うになった

食欲が増進し
た

コミュニケー
ションが増え
た

通院、通所、
入院、入所の
際の楽しみが
できた

その他

162 83 80 104 74 34 13 2 56 20 2

51.2 49.4 64.2 45.7 21.0 8.0 1.2 34.6 12.3 1.2

39 18 18 20 11 3 5 0 15 8 0

46.2 46.2 51.3 28.2 7.7 12.8 0.0 38.5 20.5 0.0

73 48 45 65 47 30 6 2 32 10 1

65.8 61.6 89.0 64.4 41.1 8.2 2.7 43.8 13.7 1.4

16 4 4 7 6 0 0 0 4 0 1

25.0 25.0 43.8 37.5 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 6.3

9 3 3 3 1 1 1 0 1 0 0

33.3 33.3 33.3 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0

5 2 2 1 3 0 0 0 1 2 0

40.0 40.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0

2 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 2 1 2 2 0 0 0 1 0 0

66.7 33.3 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

15 6 7 5 2 0 1 0 2 0 0

40.0 46.7 33.3 13.3 0.0 6.7 0.0 13.3 0.0 0.0

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問１４.上記で「1：いた」を選択した場合、どのような変化が見られましたか？

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他
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（４）「あそびのむし」に関する要望等 

 

希望するおもちゃの種類について、施設種別にクロス集計をしたところ、「20 種類程度

までが良い」は、病院や訪問看護ステーションで他施設より多く選択されたが、全体的に

見解が分かれた。 

 

図表 73 問 1(6).施設種別×問 20.おもちゃの種類 

 

 

希望するおもちゃの種類について、保管場所別にクロス集計をしたところ、「20 種類程

度までが良い」は、「倉庫などに収納している」を選択した施設の方がやや多かったが、

全体的に見解が分かれた。 

 

図表 74 問５（３）保管場所×問 20：おもちゃの希望数 

 

  

合計 20種類程度ま
でが良い

21～40種類程
度が良い

41～60種類程
度が良い

61種類以上が
良い

その他

162 27 45 40 34 16

100.0 16.7 27.8 24.7 21.0 9.9

39 12 13 7 4 3

100.0 30.8 33.3 17.9 10.3 7.7

73 7 20 20 19 7

100.0 9.6 27.4 27.4 26.0 9.6

16 3 4 4 3 2

100.0 18.8 25.0 25.0 18.8 12.5

9 1 4 0 3 1

100.0 11.1 44.4 0.0 33.3 11.1

5 0 1 2 1 1

100.0 0.0 20.0 40.0 20.0 20.0

2 1 0 0 1 0

100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

3 0 1 2 0 0

100.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0

15 3 2 5 3 2

100.0 20.0 13.3 33.3 20.0 13.3

診療所・クリ
ニック

訪問看護ステー
ション

こどもホスピス

問２０.「あそびのむし」のおもちゃの種類について、希望に最も近
いものをご回答ください。

全体

問1(6).施設種別

病院

障害児通所支援
施設

障害児入所支援
施設

当事者団体

その他

合計 20種類程度
までが良い

21～40種類
程度が良い

41～60種類
程度が良い

61種類以上
が良い

その他

162 27 45 40 34 16

100.0 16.7 27.8 24.7 21.0 9.9

90 14 27 24 19 6

100.0 15.6 30.0 26.7 21.1 6.7

50 12 14 11 10 3

100.0 24.0 28.0 22.0 20.0 6.0

22 1 4 5 5 7

100.0 4.5 18.2 22.7 22.7 31.8

問５（３）貴施設の
「あそびのむし」の

保管場所
その他

問２０.「あそびのむし」のおもちゃの種類について、希望
に最も近いものをご回答ください。

全体

普段使用しているエリ
アに常時置いている

倉庫などに収納してい
る
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第４章 好事例ヒアリング調査の概要  

 

（１）ヒアリング調査の目的 

アンケート調査による定量的な効果や現状の把握に加え、好事例ヒアリング調査を通じ

あそびのむしの活用の現状や効果等を伺い、他配布先の参考となる点を中心にまとめた。 

 

（２）ヒアリング対象の選定と実施 

■アンケート調査に基づき、調査対象の選定を行った。 

■あそびのむしの効果や活用の工夫について、具体的な記載があった先を選定するととも

に、以下の点を考慮し、可能な限り異なる種類の配布先が含まれるように抽出した。 

• 配布先のサービス種別 

• 配布時期（第１期、第２期） 

• 地域 

■ヒアリングの実施概要 

• オンライン会議で約 2 時間、実施した。 

• 出席者：配布先職員（あそびのむしで子どもとあそんでいる方）、 

※協力可能な場合、保護者のヒアリングも実施した。 

• ヒアリング者：みずほリサーチ＆テクノロジーズ（調査実施会社） 

• 事前に趣旨、質問事項を文書で送付した。 

■実施時期：2024 年 9 月 

図表 75 ヒアリングの対象  

 
施設名 

場所 
種類 

保護者ヒ

アリング 

第

１

弾 

一般社団法人 在宅療養ネット

ワーク ゆずぽっぷ 

香川県 

高松市 

重心型の児童発達支援・放課

後等デイサービス・生活介護

の障害福祉・介護保険の指定

を受け、現在 0 歳～100 歳の

方が利用。 

あり 

医療法人徳洲会 東京西徳洲

会病院 小児医療センター 

東京都 

昭島市 
病院 

なし 

第

２

弾 

特定非営利活動法人 姫路心

身障害市民懇話会 多機能型

事業所 つむぎ 

兵庫県 

姫路市 
放課後等デイサービス ・居宅

訪問型児童発達 

なし 

一般社団法人 weighty 重症児

デイサービス kokoro、tsubomi 

茨城県 

那珂市 
重症児デイサービス 

あり 

一般社団法人 KaiKai 多機能型

事業所 LaLa 

岡山県 

総社市 
多機能型事業所 

あり 



63 

事例 1  一般社団法人在宅療養ネットワーク_ゆずぽっぷ 

実施事業 療養通所介護・児童発達支援・放課後デイサービス・生活介護 

所在地（開設年） 香川県高松市（2020年） 

あそびのむしの寄贈時期 2020年度（第１弾） 

１．事業所の特徴（理念、遊びに対するお考え） 

  

〇療養通所介護「ゆずぽっぷ」は、重心型の児童発達支援・放課後等デイサービス・生活介護

の指定を受け、現在 0歳～100歳の方が利用中。同形態の運営を行う「花ファミリーケア」

（高齢の方中心）並びに訪問看護ステーション「ゆりかごナースセンター」と、居宅介護

支援事業所「扇ケアプランセンター」を併設。医療的ケアが必要な方のハブ拠点。 

〇法人の理念は「生きていてよかった人生を歩む支援」と、「笑顔の出る生活のお手伝い」。 

〇ひとりで楽しむのもよし、誰かと一緒に遊ぶのもうれしい。夢中になって遊ぶことで自分

の持つ力に気付き、自己肯定感を高めてもらう。誰かと共鳴しあい五感を使って楽しむこ

とを視野に入れ、遊びながら自分の力に気づき、伸びていってもらう。職員は、子どもが

一人で夢中になって遊んでいる時、ただ見ているのではなく、見守りながらその子を俯瞰

して見ている。 

〇療養通所介護に来所する子どもは 0歳～。人工呼吸器等、医療的ケアが必要な子もいれば、

スポットの医療ケアの子もいる。保育園と並行通園している子ども、支援学校に通学して

いる子ども、地域の学校に通学している子どももいる。 

〇自分でおもちゃを取りに行って友達と取り合いっこが出来る子もいるし、自分の力だけで

は動くことが難しい子もいる。年齢、身体的状態、必要とする医療的ケア等、多様な子ど

もが利用している。 

〇多機能型の事業所なので、重症心身障害児だけでなく、きょうだい児、医療的ケアが必要な

成人・高齢者もあそびのむしのおもちゃを使って遊んでいる。１日の利用人数は、療養通

所介護に来所する子どもが 15人位（放課後児童クラブは含まない）。全職種のスタッフが

遊びに関わっている。 
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２．あそびのむしの設置の方法・保管場所 

 

 

 

  

【遊びの場所】 

〇普段は、デイルームでおもちゃを使って遊んでいる。療養通所介護の基準で１人当たり 6.4

平米×18名は入れるスペース。 

〇長期休みは、朝から来る子どもも大勢いるので手狭に感じるが、大きい子どもが来て宿題す

るときは２階のホールを開放して居場所を広げるなど、建物全体を工夫して使っている。 

〇利用者の身体状態に合わせ、部屋を仕切ったり、ＮＩＣＵの退院後で感染に注意が必要な子

どもには、陰圧した部屋やベッドがある部屋を活用している。 

〇テラスにマットを敷いておもちゃを出して遊んだりすることもあるが、使い方としては室

内と同じ。 

 

【おもちゃの保管場所】 

〇寄贈された木箱にそのまま入れているものと、手に取りやすいように外に出しているもの

がある。シーズン毎や、子どもの状態・様子に合わせて出したり引っ込めたりしている。磁

石系のおもちゃは、遊べない子どももいるので留意する。 

〇木箱は造作がしっかりしているので、紙芝居の台として使ったり、ベンチ代わりにしてい

る。角が角張っていて、子どもたちが触るにはちょっと危ないため、おもちゃを出し入れは

していない。 

〇おもちゃ類は、あそびのむしで寄贈されたものもほかのものと混ぜて置いている。 

 

【おもちゃの消毒方法】 

〇子どもたちは舐めたりするので拭いて、楽器など洗えないものは、拭いたあと大型の紫外線

消毒器で、１日１回以上消毒している。 

【ドレミマット】 
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【キッズタンブリン】 

３．「あそびのむし」を含むおもちゃの活用状況、活用の工夫、効果 

（１）おもちゃの活用 

  

【遊びの概要】 

〇毎月、テーマを決めて遊びに取り組んでいる。今月はハンモックで揺れたり、天井走行リフ

トで高いところまで子どもを上げて違う視界から見える景色を楽しむことをテーマに取り

組んでいる。目線を変える、興味を示せるような体験をしてもらう、家ではできない体験を

してもらう、ということも意識している。 

〇朝の会で、歌を歌ったり運動したりする集団活動の中でおもちゃを使っている。朝や帰りの

お迎えを待っている間にも、自由時間の遊びとして個別で遊べるおもちゃを使っている。 

〇理学療法士が行う個別の理学療法のときにも、おもちゃを使って体を動かしたりする。 

〇クリスマスにシンガーソングライターが来所したり、ボランティアが来所してくれるとき、

お礼にハンドベルや楽器のおもちゃで演奏をしようと皆で練習して、演奏している。 

 

【おもちゃの活用の工夫】 

〇子どもによっておもちゃを使う時間はバラバラだが、それぞれに目標があるので、右を向く

のが難しい子どもには右に好きなおもちゃを置いて右を向くように頑張ってもらうとか、

各々の時間で子どもたちがおもちゃに関われるように配慮している。 

〇「トンネルくぐり」をその月の運動遊びとしていたときに、小さめのトンネルを自分でくぐ

れない子には、シフォン布大判をトンネルに見立てて、上からスタッフがスカーフをかけて、

緑に包まれたり、赤に包まれたり、という使い方をしていた。 

〇一番遊んでいるおもちゃは楽器系。太鼓のおもちゃオーシャンドラム等やタンバリン風おも

ちゃのレモ・サウンドシェイプス等などを活動の中で合奏や遊びに使っている。 

 



66 

【おもちゃの活用の工夫】 

〇コミュニケーションを引き出す、コミュニケーションを育てる際、シフォンの布がとても使

いやすい。嫌だったら手でどけたり引っ張ったりするので、子どもたちの表情が見やすく、

有効活用できている。遊びの中で、自然に嫌だという反応や感情も確認できる。汎用性が高

いおもちゃなので、集団活動の中で手遊びに使ったり、大判のシフォンの布はトンネルにし

て使ったり、楽器とともに工夫のし甲斐があるのでよく使っている。 

〇つながった電車が坂を下っていくおもちゃ（クネクネバーン・大（トレインカースロープ））

は、個別に楽しむおもちゃなので、個別遊びの時間に使っていて、気に入っている子どもは

ずっと遊んでいる。いろんな模様が付いていて、くるくる回すと線がつながるおもちゃ（オ

クトンズ）などは、ひとつでも楽しめるし、くっつけても楽しめるものを個別遊びではよく

使用している。 

〇スティッキーのようなゲーム的なおもちゃは、ゆずぽっぷの利用者である子どもたちには操

作が難しいが、介護で利用している高齢者が楽しんでいる。 

〇音楽療法士が来所した時も、楽器のおもちゃを使って音の楽しさをみんなで体験できた。握

力が弱い子どもでも自分の力で音を鳴らせるおもちゃがあったので、自分が鳴らした音と友

達の出す音を比べたり共鳴させたりした。そうした体験ができたのも、いろいろな楽器系の

おもちゃをいただけたからと感謝している。 

 

【ソリッドドラム】 

【シフォン布・楽器：遊びの工夫のしがいがある】 
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（２）きょうだい児への支援 

 

（３）あそびのむしで遊んだ子どもの反応や変化 

  

〇医療的ケア児ときょうだい児では、きょうだいげんかができない場合があり、それはき

ょうだい児にとっては体験喪失である。きょうだい児の寂しさも理解して、家族とコミュ

ニケーションを取ることは大切だと感じている。地域でも、きょうだい児への支援に取り

組むところはなかなかない。ゆずぽっぷの学童クラブの役割として、保護者の緊急時に日

常的に関わっているスタッフがいざという時にはきょうだい児の養護もできる。 

〇子ども達の様子を見ることで、お母さんのしんどさがわかるときもある。保護者の体調

や気分は子どもにも影響を及ぼす。子どもの最善最良のためにも、家族とのコミュニケー

ションは大切だと考えている。 

〇CHAPU-CHAPU（地域の力を最大限に発揮して、生涯学習、訪問教育、学生支援、サークル

活動、きょうだい児支援に取り組む。次世代へとつながる学習の場）を利用して、できる

支援に取り組んでいる。 

〇子どもにとっておもちゃは魅力的なもの。階段の

途中におもちゃを置くと、取りに行きたくて歩け

るようになった子もいる。リハビリの象徴的なお

もちゃ（モンキーハンドパペットなど）も数点あ

り、その点からも活動の中におもちゃは多用して

いる。 

〇気に入ったという表情をしたり、ハートレートが

上がるとかを分かったうえで、好きな遊び（おも

ちゃ）をその子の苦手な方向（体を動かしにくい

方向）に置くと、取ろうとして動けるようになっ

たりする。楽しいから、心が動き体も動く。遊び

が能力を高めることにつながる子もいる。 

〇あそびのむしの寄贈後、夢中になれることに偶然

出会える場所・機会を事業所が提供できること

や、子どもの遊びの幅を広げる上でおもちゃがと

ても有効なことを実感した。 

〇視野に入っていなくても手を伸ばしたときに何か

が当たって音が鳴ったら、「自分の手の存在」に気

付いたり、何かがあると気付いたりする。職員は

見ていると、それがその子にとって好きな音・好

きなおもちゃなのかによって手の使い方が変わ

ることから、子どもたちの意思を感じることがで

きる。たくさんの種類のおもちゃを寄贈していた

だき、そういう発見がたくさんできた。 

【モンキーハンドパペット】 

【MAN消防車】 
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４．「あそびのむし」を活用してみて、他の施設・病院、保護者に伝えたいこと 

  

〇それまで自分たちで手作りしていたが、プロの方が作ったおもちゃで遊ぶことで「こんな

遊び方もあるのか」など、様々な発見があり、選択肢が増えた。おもちゃを使うことで、

魅力的な遊びを見つけることができた。 

〇自分で歩いて行っておもちゃを選べる子ばかりではないし、盲聾や肢体不自由の子どもも

いる。いろいろな子どもにアプローチしていくときに、たくさんのおもちゃの中から、選

択して遊びを試みることができる。自分たちが知らなかったおもちゃ、準備するのは難し

いもの等、多岐にわたるおもちゃをいただいたので、子どもたちにいろいろな体験をさせ

てあげられるようになって、その子の「うれしい」や「楽しい」を引き出すことができた。

それまでできなかったような体験の機会につながっている。 

〇この事業はいろいろと繋がるきっかけを作ってくれた。子どもたちにとっても、本物のお

もちゃを知るきっかけになった。豊かな選択肢をもたらすおもちゃを私たちが選べたかと

いうと難しい。ワクワクできる体験で自分の能力を引き出すとても素晴らしい活動だと思

う。サービスの質の向上につながった。 

〇事業所には、最低限必要な福祉用具だけでもいろいろあり、おもちゃの予算を確保するこ

とは難しい。 

〇歩けなかった子がおもちゃを取りに行きたくて一生懸命進むうちに歩けるようになった。

「本物の力」に感謝している。 

〇おもちゃも「出会い」。あそびのむしのおもちゃを活用してみて、意外なところに子どもが

反応するということがわかった。主役は子ども、それを俯瞰して見る機会を持てたことは、

あそびのむしのおもちゃを活用したからだと感じている。 

〇私たちも一緒に楽しむけれど、その中で子どもの能力に気付かされることが多々あった。

職員が「これが良いかな」となんとなく選んだおもちゃではなく、本物のおもちゃの力を

実感した。子どもたちの選択肢も広がり、体験の幅を広げてくれた。子どもの行動を黙っ

て見ていると、その子の「好き」が発見できて、支援者としてうれしかった。自分たちで

使い方もわからないおもちゃでも、その子が自分で遊び方を見つけたり、走ったり動いた

り笑ったりできない子どもでも、その子なりの「楽しい」が見つけられた。 

〇いろんなおもちゃに触れさせてあげたい、という思いは子どもたちに関わる大人はみな同

じだと思うが、その手掛かりとしてあそびのむしのおもちゃはとても有効である。 

【ミニツリーチャイム＋スタンド】 
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５．あそびのむしでお子さんと遊んだ保護者の声 

  

【子どもが好きな遊び・おもちゃ】 

〇自分の手で握れる大きさで音が鳴るおもちゃ（楽器・ぬいぐるみ）が好き。（3歳女児） 

〇チューブ類（消防車のホースや酸素チューブ）を握ったりかじったりする。（1歳男児） 

 

【あそびのむしのおもちゃについて】 

〇フロアに常時置いてあり、子どもたちが自由に出して使ったり遊べるようになっているの

で、送迎時にきょうだい児も遊べる環境になっている。 

〇1つのおもちゃでいろいろな遊びができることに気が付いて、もっと遊びを考えてみようと

思うきっかけになった。 

 

【あそびのむしの事業について】 

〇今後も本事業が継続することを期待している。 

〇自分たちではおもちゃの選び方が難しいので、いろいろな分野のおもちゃを提案してほし

い。 

〇ホームページ等で遊び方を伝えてくれるようになるとうれしい。 

 

【保護者としての思い】 

〇家にないおもちゃを使って事業所で遊んでもらって、その時の子どもの反応を聞くのは親

としてうれしいし、子どもにも良い刺激になっていると思う。その話を聞いて、気に入って

いるものは家庭でも購入を検討したい。 

【リズムポコ エイトステップベル】 

【カーブドミノ】 



70 

事例２ 医療法人徳洲会 東京西徳洲会病院 小児医療センター 

実施事業 私立総合病院小児外来併設療養室（おもちゃライブラリー） 

所在地（開設年） 東京都昭島市（2005年） 

あそびのむしの寄贈時期 2020年度（第１弾） 

 

１．事業所の特徴（理念、あそびに対するお考え） 

 

  

〇遊びは自由であり、子どもにとっては生活そのものである。子どもは遊んで、「なんだろ

う」という好奇心、「やってみよう」という意欲、「できた」という達成感を繰り返しなが

ら自分の可能性を見つけたり、人と関わって遊ぶことで社会性を身に付けたり、情緒面

の発達を促したり、生きていくための能力を養う。おもちゃは子どもの興味を引き出し

その能力を促す道具、誰かと一緒に遊ぶことでコミュニケーションの道具となると言え

る。 

〇当院のおもちゃライブラリーは、「玩具に対する発達神経学的、発達心理学的検討」を経

て、病児にとっての「遊び」には、①不安やストレスを和らげる、②子どもの発達を促

す、③リハビリの要素を持つ（おもちゃテラピー：感覚統合養育）、④発達の状態や心の

状態を知る手掛かりになる、などの意義があると考え、運用している。 

〇現在は、「おもちゃの時間」として、医師や心理士により必要と判断される子どもたちに

対し、一人一人に合ったおもちゃや遊びを通して、子どもの心身の発達を支援しながら、

子どもと保護者との良好な関係性を深める時間を作っている。また、日々の診察・相談

の中でも、一人で安全に遊べるものを選んで診察室や相談室におもちゃを置き、安心し

て遊んでいる様子から普段の体の動き、心の状態などの参考にしている。 
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２．あそびのむしの設置の方法・保管場所 

 

 

【左：おもちゃの部屋（入口から）、右：おもちゃの部屋（反対側から） 

出してあるおもちゃは、当ライブラリーで利用頻度が高い人気のおもちゃたちです】 

〇ガイドブックの「好きな人とじっくり向き合って遊ぶおもちゃ」「きょうだい、友だちと、

遊びが広がるおもちゃ」のおもちゃ（マーブルアート、スピンアゲイン、歩く動物 ぞう、

ドレミマット、レインボー、デュシマこま、カートレイン、ロールアゲインタワー、等）を

よく使っている。 

  

【遊びの場所】 

〇小児医療センター内の小児神経科の医師（2 名）や臨床心理士（3 名）から依頼を受け

て、必要と思われるご家庭に定期的に「おもちゃの時間」を設けて、「おもちゃライブラ

リー（通称：おもちゃの部屋）」で遊んでいる。また診察室や相談室にも、診察や観察を

目的としたおもちゃをいくつか置いている。 

〇「おもちゃの時間」は、1セッション 1組（保護者と子ども）1時間。（コロナ前は 1回

のセッションで 3組まで入室していたが、現在は 1組） 

 

【おもちゃの保管場所】 

〇おもちゃの部屋の壁際に開架式で木製の高い棚にカーテンをして、すべてのおもちゃは

そこに保管している。各おもちゃの時間ごとに、それぞれの子どもたちのお気に入りの

おもちゃや、発達段階に合ったおもちゃを、低い棚やテーブルなど、子どもの目につき

やすく、手に取りやすい位置に並べている。子どもが目移りしないように、全てのおも

ちゃを提示しないほうが良い。 

 

【おもちゃの消毒方法】 

〇おもちゃは、木のおもちゃも含め、消毒クロスで消毒している。布製のおもちゃはほと

んど利用していない。 



72 

３．「あそびのむし」を含むおもちゃの活用状況、活用の工夫、効果 

（１）おもちゃコンサルタントの視点から考える活用の工夫 

※ヒアリング対象の臨床心理士は、おもちゃコンサルタントの資格取得者。 

  

【おもちゃ活用の基本的な工夫】 

〇「おもちゃを大事にする」ようにこちらがふるまい、子どもだけでなく保護者に対し

ても、失くさないよう、壊さないようにできるだけ声かけや働きかけ、工夫をしてい

る。 

〇その日の遊び方で、子どもたちの心身の状態や保護者との関係性などを見極めなが

ら、ともに遊んだり、両者（子どもと保護者）の不安やストレスの緩和、発達を促す

働きかけ、保護者と子どもの思いや遊び・発達について共有する。 

〇子どもたちの遊び方を取り入れつつ（時には大人が思いもつかないよう遊びをする子

もいる）、遊び方に困っている子ども・保護者には、一緒に遊びながら、見本を見せる

ことや声かけ・働きかけの実践を見せていく。 

 

【おもちゃの出し入れの工夫】 

〇一人一人の発達特性や好みなどに合わせたおもちゃ選びと、子どもたちが遊びやすい

ようなレイアウト、おもちゃの置き方を工夫している。例えば、走ったりセラピーボ

ールを使ったりする子どもの場合は、ぶつかって散らばるおもちゃは壁際に配置し、

すぐに広いスペースが作れるようなレイアウトにしたり、自分で取り出して遊べる子

どもは、箱ごと置いて見えないものを取り出すワクワク感も楽しめるようにしたり、

目移りしてしまう子どもは、集中して遊べるようにおもちゃを厳選して少し感覚をあ

けて、コーナー化して並べたり、ピースを少なくして提示することもある。また、ど

の子に対しても、使ったおもちゃを元の場所に戻せるような、お片付けのしやすいレ

イアウトを工夫している。 

 

【遊びの始め方・終わり方の工夫】 

〇セッションの中では、最初と最後に挨拶をし、そのお子さんのタイミングに合わせ、

静かな遊びと動きのある遊びと緩急をつけながら遊び、最後は静かな遊び（シール貼

りなど）で気持ちを落ち着かせて退室するよう工夫している。 
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（２）病院での特徴的なおもちゃの活用方法 

 

【左写真：診察室 A に常設しているマー

ブルアート】 

４色のマーブルを磁石のペンで動かして

自由に お絵描きができるおもちゃ等が

子どもに人気。 

 

 

 

 

【右写真：診察室 Bの常設おもちゃ】 

飲み込んだりケガをせずに、ひとり遊びがで

きる、音の出ないおもちゃが活躍している。 

 

 

  

【神経科の医師の診察時のおもちゃ活用】 

〇診察室は２つあるが、医師とお母さんが話している間に、子どもが一人で安心・安全に

遊べるもの、音が出ないものといった制限を受けて選んだおもちゃをそれぞれに置い

ている。マーブルアートは特に重宝している。 

【小児神経科の医師の診察時のおもちゃの遊び方の例】 

〇子どもがおもちゃで思わぬ遊び方をする様子から、医師やお母さんにとっては「こんな

こともできるんだ」と思わぬ発見があったりする。 

〇マーブルアートのおもちゃでは、ペンの部分のみに興味を持っていた子どもが、診察室

の壁に磁石がくっついたことに気づいて、ほかのものにもくっつくか、遊びの幅が広が

り、そのタイミングで声をかけ見本を見せると、マーブルアートの遊び方に気づける子

どもがいた。診察室のおもちゃを楽しみにして来る子もいる。 

〇子どもがおもちゃをつかむ様子から鉛筆持ちができることを発見したり、おもちゃで遊

ぶ様子を通して、医師とお母さんが子どもの状況をその場で共有できることも、あそび

のむしの効果だと感じている。 
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（３）あそびのむしで遊んだ子どもの反応や変化 

 

４．「あそびのむし」を活用してみて、他の施設・病院、保護者に伝えたいこと 

 

  

〇子ども：安心して遊べる空間の中で、遊びに夢中になれる時間と自分に合ったおもちゃに囲

まれることで、一つのおもちゃでいろいろな遊びを考えたり、毎回同じおもちゃを楽しみ

に来たり、初めは怖がっていた音のおもちゃに日に日に近づいて自分から音を出すように

なったり、それぞれのおもちゃでそれぞれの子どもたちの変化が見られた。 

〇保護者：子どもの遊びに関心の薄かった保護者が、子どもが楽しく遊ぶ様子を見て「こうい

うのが好きなんだー」とつぶやいたり、一緒に遊んでみようと近づいたり、関心の高い保護

者でも「これ絶対嫌いだと思っていた！」「え、これやらないの？」など意外な子どもの姿

に気づいたり、遊びを通して、子どもたちに寄り添う姿が見られる。 

〇ガイドブックの「好きな人とじっくり向き合って遊ぶおもちゃ」「きょうだい、友だちと、

遊びが広がるおもちゃ」のおもちゃ（マーブルアート、スピンアゲイン、歩く動物 ぞう、

ドレミマット、デュシマこま、カートレイン、ロールアゲインタワー、等）をよく使ってい

る。 

〇どんなおもちゃを使ってよいか迷う保護者へ：子どもが好きなおもちゃ、お気に入りのおも

ちゃを見つけることはとても大事。どんな動きが好きだとか、どんな反応があると喜ぶかと

か、最初は広場などで一緒に遊んで、子どもの様子を観察して見つけていくと、好みのおも

ちゃを用意しやすい。 

〇遊びを提供する方々へ：子どもとの遊び方がぎこちない保護者に対しては、子どもと楽しく

遊ぶ様子を見せたり、子どもたちの反応や表情変化などから読み取れるお子さんの思いを言

語化して伝えていったりすると、声かけや働きかけを真似したり、遊び方が変わってくる保

護者も多い。 

〇職員がおもちゃを丁寧に扱えば、子どもも丁寧に扱うようになってくる。おもちゃは子ども

にただ与えておけば良いというものではなく、おもちゃを媒介にしてコミュニケーションを

とることが大事。 

〇おもちゃは片づけるときと出すときに、失くしてないか、壊れていないか、チェックする。

パズルやレゴなどパーツが小さくて数を数えるのは大変なおもちゃは計りを使って重さで管

理することもできる。 

〇あまり使わないおもちゃでも、思わぬ使い方をする子どももいるので、行事等で環境設定に

合う機会に提示してみるのも良い。 

〇「あそびのむし」のおもちゃがある程度カタログなどから選べると、その施設の環境によっ

て有効な利用ができるのではないか。 
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事例 3  一般社団法人 KaiKai_多機能型事業所 LaLa 

実施事業 児童発達支援、放課後等デイサービス 

所在地（開設年） 岡山県総社市（2022年） 

あそびのむしの寄贈時期 2023年度（第２弾） 

 

１．事業所の特徴（理念、遊びに対するお考え）  

 

 

 

 

 

〇自宅以外の居場所がないことは、子どもにとっても、保護者にとってもつらい状況である。

LaLa は、代表が自身の息子のために立ち上げた事業所だが、制度の狭間にいる子どもも

幅広く受け入れる住み慣れた地域の安心できる場となっている。きょうだい児や地域の

人との交流の場としての機能も持つ開かれた場所を目指している。 

〇特定の人としか関われない子どもは、子ども自身も大変だし、支援者にとっても大変なこ

とである。そんな子どもにとって、他者とつながるきっかけとなるのが、おもちゃであっ

たり、おもちゃを通しての遊びだと考えている。 

〇LaLaでは、重度の子どもとある程度介助で歩行できる子どもが同じ空間にいるので、まっ

たく同じ遊びを同時にするのは難しいが、好きなおもちゃを出して遊んでいる子どもが

いると、他の子も音や様子に反応している。「順番に遊ぼうね」と同じおもちゃを順番に

使って遊んでもらったりすることで、一緒に遊ぶのは難しくても、子ども同士の交流が生

まれるように配慮している。 

〇子どもが好きだからと、おもちゃが与えてただ遊ばせていれば良いというわけではない。

それをきっかけにして、周囲の人（大人でも子どもでも）がアクションを取って、コミュ

ニケーションをとることが大事。 
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２．あそびのむしの設置の方法・保管場所 

 

 

 

 

【下写真：倉庫に置いたストック 

おもちゃの箱】 

寄贈された箱はストック用に活用し

ている。 

【上写真：指導訓練室のおもちゃの棚】 

開架式棚に白いケースを組み入れ、おもちゃを収

納している。前面におもちゃの写真を貼り、中身

をわかりやすくし、子どもでも安全に引き出せる

ようにしている。 

  

【遊びの場所】 

〇元コンビニエンスストアを居抜き物件として使用している。148 平米のスペースに、指

導訓練室、相談室、事務所、スヌーズレン室、職員の休憩スペース、ロッカールーム、

トイレ２カ所（職員用と子ども用）、倉庫がある。 

〇指導訓練室が遊びの場所となるが、職員は「こっちの部屋」などと呼んでいる。オープ

ンにすると一つの広い空間となるスペースを引き戸で半分くらいに区切って使ってい

る。 

 

【おもちゃの保管場所】 

〇全てのおもちゃは出せないので、子どもの反応がよかったものを 30 弱くらい出して、

訓練室の棚に入れている。あそびのむしのおもちゃを寄贈頂いた際に棚を新たに購入し

た。何が入っているかがわかりやすいように箱におもちゃの写真を貼って、子どもが安

全に引き出して取れるようにしている。棚に出せなかったおもちゃはバックヤードにし

まって、時々入れ替えている。 

 

【おもちゃの消毒方法】 

〇子どもが舐めたり、よだれが付いたものは、その場でスタッフが消毒する。毎日、夕方、

使ったおもちゃを並べて一斉にアルコールで拭いて消毒している。拭けないものは除菌

スプレーをかけて次の日、外干しする。本は 1ページごと拭いていくので大変だが、消

毒作業はルーティンとして行っている。 
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３．「あそびのむし」を含むおもちゃの活用状況、活用の工夫、効果 

（１）おもちゃの活用 

 

【遊びの概要】 

〇朝、子どもが集まると、朝の会を行う。朝の会の目的は、児童発達支援の子どもが「集

団」の中で、「おともだちと一緒に何かをする」という経験をしてもらい、学校等の次

のステップにつなげていくことである。 

〇保育士などが「始めるよー」と声掛けして子どもを集め、みんなで歌を歌う。日付の

確認、お天気の確認をカードで行う。花や鈴がついた手袋を用意して、一人一つずつ

持ってもらい、名前・曜日の歌を歌って、自分の名前が呼ばれたら返事したり手をタ

ッチしたりする。 

〇次に、季節の歌を歌い、その後にすこし動きのある歌を歌って、体を動かす。バスの

歌なら体が大きく揺れるような動きをして、手作りしたハンドルのおもちゃをそれぞ

れが持って運転しているようなポーズをしながらリズムに乗って歌う。最後に体操を

して、動ける子どもはジャンプをしたり、左右に体を動かしたり、寝ている子はその

ままで手足を動かしてもらって踊る。 

 

【おもちゃの活用の工夫】 

〇職員が計画するイベントや週替わりの活動は全員参加がルール。花火やスイカ作りな

ど、毎週テーマを決めて、その週は毎日それをやる。それぞれの子どもに合ったやり

方で職員とマンツーマンで行う。障害に合わせ、道具は柄を持ちやすくしたり、何か

しら工夫をして子どものやりやすさを考えて行っている。 

〇その子が何か嫌な気持ちや状況になりそう時や、気持ちを立て直してあげたいとき

に、好きなおもちゃで遊ぼう等、励まして遊びに誘うこともある。おもちゃを子ども

が気分を切り替えるきっかけに使うことも多い。 

〇リハビリの中で立位を取らせたいけれど、立っているのが好きではない子どもには、

その子が好きなおもちゃをテーブルに置いて、「ここにあるから取りに行って遊ぼう」

など誘う道具として使っている。どのおもちゃが好きか、興味を持っているかは、そ

の子がいつも手を伸ばすもの、他のおもちゃより興味を示すものを、側にいるスタッ

フが感じ取っている。 

〇スカーフ（シフォンスカーフ・シフォン布大判）は、応用が利くのでとても使いやす

い。つなげて綱引きのようにして遊んだり、一斉に上にぽーんと投げてみたり、歌に

合わせて振ったり、アイデアは無限に沸いてくる。 

〇楽器のおもちゃ、木のおもちゃは、よく活用している。みんなで音を出そうというと

きにそれぞれ気に入っているおもちゃで音を出したりしている。マラカス 2本セット

は柄がついているので持ちやすい。 

〇木琴（小さな森の合唱団(琉球版））も音がやわらかくて、ドレミじゃない沖縄風の音

階が気に入って自分から音を出してくれる子どもも何人かいる。木の温もりがあるも

のや楽器は人気があって遊びやすい。 
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（２）きょうだい児への支援 

 

（３）あそびのむしで遊んだ子どもの反応や変化 

【小さな森の合唱団（琉

球版）で遊ぶ様子】 

琉球風の音階が、子どもだ

けでなく職員や保護者に

も人気がある 

 

 

 

 

【スクイグズスターターセット 

で遊ぶ様子】 

吸盤がついたおもちゃは、くっつけた

りはがしたりするときの感触が子ど

もたちを夢中にさせる。 

 

 

 

〇保護者の方に連れられて LaLaに来たとき、きょうだい児が待っている間、おもちゃで遊

んでもらうことがある。あそびのむしの箱から好きそうなおもちゃを出してあげる。 

〇家庭でも、障害児ときょうだい児がおもちゃを通じて一緒に遊べる。きょうだい児がお医

者さんセットで聴診器を障害児の胸に当てて遊んだりする。おもちゃは、きょうだい同士

で一緒に遊ぶきっかけになっている。 

〇それぞれの子どもは、もともと好きなおもちゃや遊び方

を持っている。本ばっかり見てしまう子どもに対してほ

かにも興味を広げてほしいなと思う時もあり、寄贈いた

だいたおもちゃの中では何に反応するのかなと見守っ

ていたら、いくつか好きなものがあり、誘う道具の幅が

広がった。 

〇最初は見た目がカラフルなものに手が伸びる。いただい

て箱をみんなの前で開いた時も、「わー」とみんなが遊び

始めた。段々使っていくと、見た目だけでなくて、音が

気に入ったとか、感触が気に入ってそれでばかり遊ぶと

いうこともある。 

〇木琴（小さな森の合唱団(琉球版））は、ドレミではなく琉

球風の音階なので、先入観を持たず、どこを叩いてもみ

んな上手に遊べる。大人の固定観念を崩してくれるいろ

いろなおもちゃがあった。 
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４．「あそびのむし」を活用してみて、他の施設・病院、保護者に伝えたいこと 

 

【あそびのむしのおもちゃ 音で遊ぼう！耳で楽しむおもちゃ】 

 

 

 

 

 

 

  

〇おもちゃは子どもとのコミュニケーションツール。おもちゃをきっかけとして新た

な目線が生まれる。子どもにとっては楽しいからやっているだけのことでも、職員

から見ると「こんなこともできている」と驚いたりすることもあり、きっかけづく

りになっている。 

〇おもちゃや遊びを通じて、お子さんと一緒に遊んで欲しい。どんなおもちゃでも「楽

しく遊んでいるんだよ」という気分を遊んでいる側もつくってあげないといけない。

おもちゃで遊ぶために遊ぶのではない。大人が率先して楽しいという感情を表した

り、子どもとのやり取りを楽しんでいくと何度でも楽しく遊べる。 

〇ホバーサッカーも、最初は職員が「これ楽しいね」と盛り上がっていたら、その様子

を見て子どももやりたいと思ってくれた。大人が楽しいと、子どもも楽しい。子ど

もたちはよく見ている。 

〇lalaのような小さな事業所では、楽器を購入することはおそらくなかったと思うが、

あそびのむしのおもちゃを頂いたことがきっかけとなって、楽器のおもちゃを使っ

た遊びがたくさんできるようになり、子どもたちと一緒に楽しめることが増えた。 

〇いろんな人と関わっていけるということが一番大事だと考えている。特定のスタッ

フとしか関われなかった子どもが、おもちゃを使うことで慣れていないスタッフと

も関われるようになったりする。それがきっかけで、もっとほかの人たちとも自分

からコミュニケーションをとれるようになれるのではないかと期待している。そう

なれば、その子は、この先の人生や、親亡き後も、明るく幸せに生きていける。 

〇自分が生きやすくなるための力をつけることが第一だと考えているので、その一番

初めのきっかけにおもちゃがなると感じている。 

トロムメール クラシック 

小さな森の合唱団

（琉球版） 

マラカス 
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５．あそびのむしでお子さんと遊んだ保護者の声 

 

 

 

  

【子どもが好きな遊び・おもちゃ】 

〇吸引が必要な重症心身障害児で、1歳頃まで笑わなかった。以前は、床に寝かせられ

た状態が嫌で泣き叫ぶので、起きている間は常に親が抱っこしていなければならな

かったが、最近は落ち着いてきた。きょうだいが近づいてきたり、手遊びの歌を歌

うと笑うようになった。 

〇個別遊びより、他の人と関わって遊ぶことが好き。最初は人見知りがあったが、お

もちゃを使うことで慣れていないスタッフとも関われるようになった。いろいろな

人のケアを受け入れられるようになった。 

〇家では聴診器のおもちゃをきょうだいの胸に当てたりして遊んでいる。おもちゃが

きょうだい一緒に遊ぶきっかけになっている。 

 

【あそびのむしのおもちゃについて】 

〇あそびのむしで好きなおもちゃは木琴（小さな森の合唱団(琉球版）)。琉球の音階

が鳴る木琴。手を取ってあげて一緒に叩くのだけれど、その叩く動作が好きなのか

もしれない。表情や動作等から、子どもの発達・成長を感じている。 

〇親がオタマトーンを気に入って家でも買ってみたが、子どもたちはあまり興味を示

さず、親が楽しんでいる様子を見て楽しそうにしている。 

 

【あそびのむしの事業について】 

〇子どもは遊んで成長するもの。遊びを通じてのコミュニケーションが子どもの心を

育てるので有効だと感じている。 

 

【保護者としての思い】 

〇障害の有無に関わらず、子どもたちには自分の人生を生きて欲しいと思っているの

で、ほめる時にはほめるし、叱る時は叱る。人として目指すところは同じ。おもち

ゃを通じて子どもが笑顔でいてくれたら、親としてはそれが幸せ。 

〇重症心身障害児の場合、療育活動の内容や質に対する要望以前の問題として、そも

そも安心して預けられる場所が地域に無い（あってもとても少ない）という現状が

ある。まずは、「安全で何もなく家に笑顔で帰ってくること」が多くの親の願いだと

思う。 
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事例４ 特定非営利活動法人_姫路心身障害市民懇話会 
多機能型事業所つむぎ 

 

実施事業・サービス 居宅訪問型児童発達支援、放課後等デイサービス 

所在地（開設年） 兵庫県姫路市（2020年） 

あそびのむしの寄贈時期 2023年度（第２弾） 

 

 

１．事業所の特徴（理念、遊びに対するお考え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇体が快適なこと、安心できる状態で施設に来ていただくことを第一にしているが、どん

なに障害が重い子どもたちでも、発達の筋道を歩いていることを常に意識している。 

〇発作があったり、自分で手や首を動かせず、寝たままの状態や車いすにずっと乗ってい

なければならない等、身体も心もつらいことも多いが、そういう状況も理解しながら子

どもたちが快適に過ごせることを大事にしている。 

〇閉じている子どもの心の扉をノックするには、職員の資質も問われる。瞬きや、手や眼

球をちょっと動かすだけでも、子どもは、きちんと自分の意思を伝えている。職員が、

子どもの意思をキャッチして、上手に関わりながら、寄り添っている。 

〇あそびのむしのおもちゃは、子どもたちの心の扉をノックする役割を果たしてくれてい

る。心の扉が開いてくると、子どもたちは「遊びたい」「伝えたい」「こうしたい」とい

う気持ちが外に向かって出てきて、どんどん人に伝えようとしてくる。 
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２．あそびのむしの設置の方法・保管場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左：放課後デイの部屋とおもちゃの棚、右：倉庫のあそびのむしの箱】 

 

  

【遊びの場所】 

〇放課後デイはワンフロアで遊んでいる。子どもたちは寝ている状態（臥位）、クッショ

ンチェアで座っている状態、あぐら座で介助して座る、バギーに座る等、様々な状態で

遊ぶ。 

〇常時設置しているおもちゃは、子どもたちのバギーからも見えやすい位置低い位置にあ

る棚に配置している。 

〇おもちゃの場所が見えている子は、おもちゃを指差しすることができるが、そうでない

子どもにはスタッフが選んでそばに持っていく。 

〇実際に遊ぶときには、この子どもはこのおもちゃがいいかなと職員が選んで、マンツー

マンで遊ぶことが多い。ゲーム的なものはお友達と一緒にあそんでいる。 

 

【おもちゃの保管場所】 

〇保管方法は、常設のおもちゃ（放課後デイルームの棚）と季節もの（４つの箱に保管）

とで分けている。 

 

【おもちゃの消毒方法】 

〇唾液等で汚れたと感じた時点で消毒する他、子どもたちが帰った後に消毒している。 

〇木のおもちゃはなかなか拭ききれていない。 



83 

３. 「あそびのむし」を含むおもちゃの活用状況、活用の工夫、効果 

（１）おもちゃコンサルタントマスターのアドバイスの活用 

【下：ドアに貼ったワーリースクイグズ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）居宅訪問時のおもちゃの活用の工夫 

【下：自宅の天井に吊り下げたおもちゃ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇あそびのむしのおもちゃを使い切れていない

時期に、おもちゃコンサルタントマスターに施

設まで来てもらい、いろいろな遊び方のアドバ

イスをいただき取り入れた。 

⚫ ワーリースクイグズは、ドアのところに貼る

と、バギーに座っている子どもにも手が届きや

すい。 

⚫ トロムメール クラッシックは、バチでコロコ

ロするだけでなく、中にボール、サイコロ等い

ろいろな素材のものを入れて転がして音を楽

しむ。 

⚫ ドレミマットは、立位を取ることができない子

どもが多いので、お腹の上に置いて手で押さえ

て音を出したり、クッションチェアに座ってい

るところで足で踏んで音を出し遊んでいる。 

〇居宅訪問型児童発達支援では、あそび

のむしで寄贈された大きな手提げ袋に

たくさんおもちゃを詰めて、利用者の居

宅へ持って行く。 

〇聴覚障害の子どもにはきれいな色の視

覚で楽しめるおもちゃ、聴覚優位の子ど

もにはきれいな音が聞こえるおもちゃ。

両手を使って遊びたいときには、利用児

に合わせたおもちゃを持って行く。 

〇夏休みになると、きょうだい児も家に

いるので、一緒に遊べるものを持って行

く。みんなで楽しく遊べるおもちゃを持

って行くので、毎回楽しみに待っていて

くれている。 
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（３）スヌーズレンでのおもちゃの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下写真：スヌーズレンで天井に映る色の光や点滅するおもちゃを楽しむ子ども】 

 

（４）ホバーサッカー大会の開催 

 

 

 

 

 

【みんなでサッカー大会】 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇放課後デイではスヌーズレンをよく行っている。スヌーズレンとは、利用者が好きな

事を自分で選び、自分のペースで楽しみ、パートナー（スタッフ）と心地良い空間を

共有して過ごし、ゆっくりと 1 対 1 で時間をとって関わる活動である。照明を落とし

た空間の中で、心地良い光や音楽、香り、触感など、五感を使って、子どもたちとパ

ートナーが楽しい経験を共有する。 

〇部屋を暗くしてキラキラ光るジュエルこまだったり、きれいな音がするおもちゃやオ

ルゴールを使ったりする。マジカルハンドルカードオルゴールを鳴らすと美しい音色

が部屋の中に響きわたり、皆が聞き入っていた。 

〇ベッドやリハビリ台で寝ている子どもたちもみんなで一緒

に楽しく遊んだホバーサッカーを使ってのサッカー大会。作

業療法士が考案した補助具で臥位でもみんなと一緒にサッ

カーを楽しむことができた。 

 

ホバーサッカー 
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（５）あそびのむしで遊んだ子どもの反応や変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

〇弱い力でも動くおもちゃが多く、子どもの目の動きや手の動きに効果がある。回転式視

覚刺激ドラムはみんなが好きなおもちゃの一つ。鏡が近づくと目がぱっと見開いたりし

て、スタッフも子どもたちの反応をとらえやすくなった。 

〇通常、水遊びは呼吸器が付いている子どもはなかなかできないが、MAN 消防車はそんな

子どもたちの心をとても弾ませている。居宅訪問に持って行くと、「水遊びってドキドキ

する時間だよね」とお母さんたちも言ってくださる。そういう機会を持てたことも良かっ

たと思うし、笑顔がたくさん見られるようになった。 

〇ドレミマットで子どもがそれぞれの音階を担当して、かえるのうたなどを演奏する。友

達同士とのかかわりがとても大事だと思っているので、できるだけ友達を感じられるよ

うな時間を多く持つようにしている。友達同士で１つの曲を完成させることで達成感も

感じられた。 

〇ステッキーは無理だと思っていたが、職員が手を添えることで遊ぶことができた。引っ

張ったら倒れるんだというドキドキ感が子どもたちから伝わってきて、遊びの楽しさを

職員も一緒に感じられた。 

〇保護者の紹介により、利用者が通っている養護学校からオータムフェアへの貸し出しの

依頼があり、おもちゃを貸し出しした。保護者にも子どもたちにも良いおもちゃの紹介が

できた。 

〇利用者が入院する際、オクトンズを貸し出しして入院病棟に持って行ってもらった。 

〇居宅支援型の利用者の子どもたちにあそびのむしを披露した日は、お父さん、お母さん

やきょうだいを招待した。お父さんも子どもたちと一緒に夢中になって遊ばれていた。き

ょうだいと一緒にゲームを楽しく遊び、そのあとおもちゃを購入されたご家庭もあった。 

スティッキー 
MAN消防車 

回転式視覚刺激ドラム 
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〇重い障害の子どもが遊びの中で表現してくれることを日々感じている。あそびのむしが

届いてから、さらにそれを感じる。戸惑いの中で活動することも多いが、繰り返すこと

で、子どもたちの成長・発達につながっていく。 

〇今までは、支援者もとまどいの中で活動をしていたが、自信を持って前に進めるようにな

った。あそびのむしの良いおもちゃで繰り返し遊び、関わることにより得られる、子ど

もの成長・発達の喜びを他の施設・病院、保護者の方にも伝えたい。 

〇いただいたおもちゃの中でも、音がとても良いと思っている。重症の障がいのある子ども

たちは「聞く」という感性が豊かで、小さい音もとてもよく聞いている。子どもたちが

伝えてくれることをこちらも返すことで、つながりができるところが良いおもちゃの

素晴らしいところである。 

〇夜に緊張感が強い子どもには、光のおもちゃを置ことで気分が落ち着いたり、きょうだい

と楽しく過ごせるようになったりする。入院時、親と離れて一人で寝ているときも、光

のおもちゃや良い音のオルゴールを一緒にいる子どもと聞くだけでも特別な空間にな

ると思う。 

〇重度の子どもたちは毎日を生きるのに精一杯で、そういう子たちの遊びはとても大事な

ことだと思う。今しんどいのかどうか、わかりにくいことも少なくないが、そこに人と

のかかわりがあるからおもちゃも生きてくる。支援者が一緒に遊びながら「きれいやな

ー」とか「良い音するなー」とか話しかける。子どもが主体的に選べる、これしたい、

もっと遊びたい、ということも大事。 

〇友達同士とのかかわりも生まれ、子どもたちが一緒に遊んで楽しいと感じる、それもおも

ちゃのすばらしさだと今回、感じた。シフォンの布をバギーにつけて尻尾取りした。子

どもたちもすごく楽しそうに遊んで、一緒に遊べることが素晴らしいことだと思う。 

〇保護者の方には、「いろいろしなくてもいい」と言っている。「医療的ケアもあるけど、子

どもはこんなことが好きで、こんなことで笑うんや」と職員が伝えることで、さらに家

の環境が整うと、なお良いと思う。そういう工夫を一緒にできたらいいなと、職員は思

っている。お母さんたちにもっと何かして、ではなくて、思わず何か関わりたくなるよ

うな子どもの変化とかをお伝えできるようにしていきたい。 

 

】 

 

４．あそびのむしを活用してみて、他の施設・病院、保護者に伝えたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャラシャラリング 

森のメロディーカー 

オーシャンドラム 

【子どもたちに人気の高いおもちゃたち】 
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５．あそびのむしでお子さんと遊んだ保護者の声 

  

【子どもが好きな遊び・おもちゃ】 

〇人工呼吸器が必要な重症心身児で、話すことも難しく、寝たきりだが、あそびのむしは音

が鳴らせるおもちゃや楽器がたくさんあったので、うれしそうに触っている。わずかな

動きで音が鳴らせるおもちゃに反応して“もう一回やってみる”という雰囲気が伝わっ

てくる。 

〇スヌーズレンで使う色が変わったり点滅するハンディファイバーが好きで、握ろうとす

る。ボールやお絵描きも好き。 

〇遊びの相手は母や年子のきょうだい児。きょうだいが歌を歌っているのをリラックスし

た表情で聞いていたり、音の出るおもちゃで一緒に遊んでいる。市販品のオルゴールブ

ックもお気に入りで、聞くと安心してすぐ眠れる。 

 

【あそびのむしのおもちゃについて】 

〇つむぎの訪問介護を週１回・１時間利用している。その際に、あそびのむしのおもちゃを

毎回持参してもらい遊んでいる。あそびのむしを寄贈された他の施設（TSURUMIこどもホ

スピス）にスポットで行くことがあり、そこでもあそびのむしで遊んでいる。 

〇つむぎのあそびのむしの披露イベントで、おもちゃコンサルタントに自分の子どもに合

った遊び方を教えてもらい、シャラシャラリングを購入して家でも遊んでいる。冷たく

て固い触感は嫌がるけれど、親やきょうだいが動かすのを見て楽しんでいる。 

〇訪問介護時に持参してもらったおもちゃで遊ぶことで、子どもは「これなんだろう？」と

感覚を研ぎ澄ませて体感しようとする。自分の子どもの「好き」や「苦手」の表現がわか

りやすくなり、親がより深く子どものことを知り、子どもに合ったおもちゃの選び方、遊

び方を知ることができた。普段は午前中寝ている事が多いが、楽しく活動できるように

なった。自分の子どもの障害特性に合わせた遊び方を教えてもらえるので、「買ってみよ

う」と選択肢が増えた。 

〇自分の子どもだけでなく、いろいろな障害特性の子どもにも楽しめるおもちゃ、遊び方

があると知ることができた。障害児を持つ母親のネットワークに参加しているので、あ

そびのむしを契機として、他のお子さんに合うおもちゃの情報を教えてあげたり、逆に

教えてもらうなど、保護者同士がつながれたことにも感謝している。 

 

【保護者としての思い】 

〇あそびのむしは、こだわった木のおもちゃ等、質が高いものが多い。自身も一緒に様々な

おもちゃに触れる事によって、視覚や聴覚や五感に刺激を受けた。 

〇一番大事なことは、子どもが楽しく過ごせること。自分の気持ちを話したり、表情で表す

ことはできなくても、おもちゃ遊びやきょうだいと過ごすときでも“楽しんでいる”こと

が伝わってくるので、少しでもそういう時間が増えたら良い。 
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５．あそびのむしでお子さんと遊んだ保護者の声(続き) 

 

 

 

  

【あそびのむしの事業について】 

〇なかなかこんなに珍しいおもちゃにたくさん触れる機会はないので、きょうだい児も喜

んでいる。今後も、おもちゃに触れる機会をもっと多くの子どもや家族、事業所・病院

に広げて欲しい。 

〇重症心身障害児は入院も多く、入院時はさびしい思いをするし、退屈する。病院にもお

もちゃはあるが、プラスチックのおもちゃが多く、あそびのむしのような良質なおもち

ゃは少ない。通所型の事業所は多くの子どもが遊べるので良いと思うが、人工呼吸器を

付けて寝たきりの子どもは、出掛けることが難しいので、訪問型の事業所に良質なおも

ちゃがあると良い。 

〇おもちゃコンサルタントによる zoomイベントを開催して、遊び方を教えてほしい。 

 

【あそびのむしが配布されていない他の施設、病院、保護者に伝えたい事】 

〇地域や周囲に同じ障害がある重症心身児が少ない。親が子どものためにできることは生

活の質を上げることだと考え、積極的に動いて情報を集めている。インスタグラムやフ

ェイスブック、全国患者会・お母さんたちのグループラインで情報を交換している。 

〇あそびのむしは、子どもだけでなく、私たち保護者も一緒に心を豊かにしてくれる。 

〇世の中にはいろいろ特性の子どもがいると思うが、あそびのむしが選んでくれたおもち

ゃは、その子に合わせた遊び方が無限にある素敵なコミュニケーションのツールだと思

う。 
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事例 5  一般社団法人weighty_ 
重症児デイサービス kokoro、tsubomi 

 

実施事業 多機能型重症児デイサービス 

所在地（開設年） 茨城県那珂市（2017年） 

あそびのむしの寄贈時期 2023年度（第２弾） 

 

１．事業所の特徴（理念、遊びに対するお考え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「大切な命、大切な時間、大切な子どもの笑顔を守り、安全に楽しい時間を共有する」が

事業所の理念。 

〇医療的ケアが常時必要な重症心身障害児（0～18 歳）が利用するため、看護師をはじめ

様々な職種のスタッフがいる。保育士だけでなく、看護師や機能訓練士も一緒に考え、

一緒に行動して「遊びは子どもたちの成長につながる・つなげる」という気持ちで支援

している。 

〇おもちゃは、集団療育、個別療育の両方の場面で使っているが、ベッドで休みたいとき、

お昼寝のときなども、どんぐりころころをベッド脇においてスタッフがコロコロ転がし

て木の柔らかな音色を聞かせたり、モンチッチオルゴールを抱いて寝る子どもがいたり

する。おもちゃは、子どもにもスタッフにも安らぎの時間や癒しを与えてくれる。 

〇重症心身障害児は経験できる場・機会が圧倒的に少ない。側にいる家族や大人たちは「こ

れはできないだろう」、「これは無理」と固定概念にとらわれがちだが、ここでは何にで

もチャレンジできたらいいと考え、支援をしている。 

【モンチッチオルゴール】 

やわらかい抱き心地と優しい音

色に癒されてお昼寝中 



90 

【倉庫に保管しているおもちゃの箱】入っているおもちゃが誰でも一目でわかる 

２．あそびのむしの設置の方法・保管場所 

  

【遊びの場所】 

〇遊びの場は分かれていて、各部屋にベッドが 3 台写真のよう

に並んでいる。 

〇天井が 「空」だったり、各部屋のテーマが 「海」や 「森」

であり、ベッドで横になったり、その場にいるだけでも楽しめ

るよう工夫されている。 

【おもちゃの保管場所】 

〇あそびのむしのおもちゃは届いた箱に入れて療育室の端にあ

る倉庫に収納している。ガイドブックの“おもちゃの画像と名

前”部分を切り取り、ラミネートで保護して箱に貼り付けて、

中に何のおもちゃが入っているのか一目見てわかるようにし

ている。子どもが遊ぶことが難しいものは別の箱に入れて保

管している。届いた７割くらいのおもちゃを使って遊んでい

る。 

〇使用後は元の箱に戻す。あそびのむしのおもちゃはいただい

たものなので、「特別」という思いがある。他のおもちゃとあ

そびのむしのおもちゃは混ざらないように保管している。 

〇壊れないよう、失くさないように大事にして４つの箱にしま

っている。木のおもちゃはラップを巻いて保護している。 

【おもちゃの消毒方法】 

〇プラスチックのおもちゃは消毒して、乾かしてから箱にしま

う。 

〇木のおもちゃの消毒は難しい。汚れないよう、ラップでくる

んだりしている。ラップを巻けないものは見て楽しんだり、手

を拭いてから使用している。 

【療育室・お部屋】 

明るく楽しい雰囲気の遊びの場 
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３．「あそびのむし」を含むおもちゃの活用状況、活用の工夫、効果 

 

 

 

  

【遊びの概要】 

〇朝の会を行っている。「今から始めるよ～」という言葉だけでは伝わりづらいので、簡単

なメロディーをピアノで弾いたら始まりとしている。子どもたちは、その音で笑ったりし

ているので、音で朝の会が始まることを認識していることがわかる。名前を呼ぶ前に、歌

を歌って、自分の名前が呼ばれるときにワクワク感を持てるよう、心がけている。 

〇療育の際は、メインのスタッフが子どもたちの前に出て全体を見て、その他のスタッフが

子ども一人ひとりの傍につき、遊びに参加できない子がいないよう配慮している。 

 

 

【おもちゃの活用の工夫】 

〇リングウエーブやレインボースティック、オーシャンドラ

ムは、追視が上手な子は目で追って、見て笑ったりする。動

きを見たり、オーシャンドラムの波のような音を聞きながら

癒されている。 

〇回転式視覚刺激ドラムは、手が動かせる子だと自分で手を

伸ばして回す。日の光でキラキラするので良い視覚刺激にな

る。 

〇どんぐりころころは、子どもの手の届くところに置いて一

緒に遊ぶ。カタカタと優しい音が鳴るので、癒されている。 

〇スクイグズスターターセット、吸盤のおもちゃをくっつけ

る作業はすこし難しいけれど、くっついているものを取ろう

と手を伸ばしたりする。取れなくてもゆらゆら動くのを見て

楽しんでいる。いろいろな色があるので、上を赤に下を緑に

してチューリップに見立てて、「チューリップのお歌を歌っ

てみよう」と声をかけ、小さい子も楽しめるよう遊んでいる。 

〇音の出るおもちゃはどれも子どもたちに大人気で、最近は

トロムメール クラッシックの中にビー玉やどんぐりを入れ

てコロコロ転がして遊んでいる。スタッフがやってもいい

が、子どもに持ってもらうと音だけでなく振動が感じられ

て、最初はあまり興味がなさそうだった子どもも振動に刺激

を受けて段々と自分から持ってくれるようになる。 

スフィアボール ラージを広

げて遊ぶ子ども 

【スフィアボール ラージ】 

【レインボースティック】 

レインボースティッ

クのカラフルな玉

が音を立てて落ち

ていく様子を楽し

そうに見ている 
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【おもちゃの活用の工夫】 

〇おきあがり・ムックリは、ちょっと触れただけでポンポンと音が鳴るので、そんなに力がな

い子でも自分で音が鳴らせる。自分で持てる子は激しく動かしたり、それぞれの遊び方で楽

しんでいる。 

〇モンチッチオルゴールも人気で、抱えながらお昼寝している子もいる。人形だと最初は思っ

ていたが、音が鳴るのでびっくりした。 

〇アーチレインボーも人気。見てわかりやすくて、視覚からの刺激があるのだと思う。 

〇シフォン布は小さいのも大きいのも大活躍で、ダンスをする時は、すぐこれが出てくる。腕

にちょっと巻いたり頭に付けたり、シフォン同士を結んで袋のようにして、くぼみに風船を

投げ入れたり、大きなシフォンに飾りをつけてかわいいい背景にしたり、本当にたくさんの

遊び方があり、高頻度で使用している。 

〇皿回しセット（MB スピニングプレート）も、スタッフがくるくる回して失敗するのを見て、

笑って、「楽しい」をみんなで共有することができた。 

〇ルービックキューブオリジナルは玄関に飾って、きょうだいさんとの話のきっかけになっ

た。節句のつみきもルービックキューブと同じで、玄関に飾ると、きょうだいさんが見つけ

て、「これはなに？」と聞いてくれるので話が弾む。 

〇マジカルハンドルカードオルゴールもすごく良い。ハッピーバースデーの曲が入っている

ので、おともだちのお誕生日会に参加している子が、一生懸命くるくる回して、お祝いの気

持ちをお届けしている。音が小さいのでみんなで静かにして音を聞いたりする。 

〇ガイドブックはあそびのむしの箱の近くにぶら下げていて、誰もがすぐに見られるように

なっている。 

【きょうだいさんへの遊び支援】 

〇体を動かすのが難しい子が多いので、遊べるおもちゃと遊ぶのが難しいおもちゃがはっき

りしている。あそびのむしのおもちゃが届いたときは、みんなの前で開けて見せてから、

スタッフで遊べるものと難しそうなものを分けた。 

〇きょうだいの日のイベントの際にあそびのむしのおもちゃで遊びを提供した。年齢も様々

なきょうだいさん８名くらいでホバーサッカーを使用して遊んだ。みんな熱中して、とて

も楽しそうに遊んでいた。 

 

【リングウエーブ】 
【ロールアゲインタワー】 
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４．「あそびのむし」を活用してみて、他の施設・病院、保護者に伝えたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇楽器が欲しいねという話が出たことがあり、高価だし、何が良いのかと迷っていたときに、

あそびのむしのお話をいただいた。届いてみたら素敵なおもちゃが入っていて、みなで喜

んだ。届いたおもちゃは幅広いジャンルの素敵なものばかりで、その中には子どもたちに

は難しいかなと手を出しづらいおもちゃもあり、たくさんのおもちゃで遊べるうれしくあ

りがたい機会をいただいた。 

〇あそびのむしのおもちゃが届いてから、おもちゃの種類も増えたので遊び方のバリエーシ

ョンが増えた。週１回おもちゃの広場という研修に、その日来所している子どもたちと参

加した。実際に使っているおもちゃを手に、画面を通してその場で遊びながら和やかな雰

囲気の中で教えていただけたことはとても楽しい思い出となった。ボールをみかんに見立

てて遊ぶなど、遊びやおもちゃに対する固定観念を覆してもらえたことも良かった。 

〇保育士でも、どうやっておもちゃを使用したら子どもたちが楽しめるのかと、わからない

ところもあったが、おもちゃの研修を受けたり、機能訓練士におもちゃの遊び方を相談し

てアドバイスをもらい、子どもたちとの遊び方の幅が広がった。あそびのむしの活用は、ス

タッフの遊びの知識や理解を深めるきっかけにもなった。 

〇あそびのむしのおもちゃをいただいたことは、保護者にも伝えているので、おもちゃで遊

んでいる子どもたちの姿をご家族にも見てもらい、子どもの「好き」を再発見してもらえる

といいなと思っている。 

 

 

【ワーリースクイグズ】 

【テディ・ゴーラウンド】 
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第５章 難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」の効果と 

今後の在り方について 

 

調査結果をふまえ、難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」の効果と今後の事業の在

り方について、以下にとりまとめた。 

なお、あそびのむしは、難病の指定を受けている子ども、呼吸管理や経管栄養等何らかの

医療的ケアを必要とする子ども、その他の病気や障害がある子ども、家族、きょうだい児な

ど、幅広い方々を対象としている。本章の記述においては、そうした子どもたちを総称して

「難病児」と表記している。 

 

（１）あそびのむしの魅力 

① 選りすぐられたおもちゃのセット 

あそびのむしは、「おもちゃはこどもが最初に出会う芸術である」という理念に基づい

て、芸術と遊びの創造協会の遊びのマスター等が選び、一部はオリジナルおもちゃを制作

する等、考え抜かれたおもちゃセットである。 

保護者、医療機関・施設の職員がそれまで知らなかった、思いもつかない、決して選ぶ

ことがなかった素晴らしいおもちゃが多数あったとのことで、洗練されたおもちゃのセ

ットのインパクトを評価する声が多数あった。 

 

② あそびのむしのおもちゃの奥深さ 

あそびのむしのおもちゃを箱から出した瞬間に、子どもたちが目を輝かせて、近づいて、

手を伸ばして取ろうとするという意見が複数みられた。 

調査結果から、音の出るおもちゃが最も活用されている様子が明らかとなった。難病児

は、多くの時間を寝たきりや座位で過ごすことも少なくないが、優れた聴覚を持っていて、

おもちゃの音、楽器やオルゴールが奏でる音を皆で楽しんでいるとの意見が多かった。 

しかし、他のジャンルのおもちゃも、寄贈先で、様々に活用されていた。例えば、病院

の診察室は、治療を主目的としていて、他の患者や家族等もいるため、「音が出ないおも

ちゃ」が活用されているとの意見もみられた。 

小さな力で押すと大きな動きが起きるおもちゃも人気があるとのことであった。鮮や

かな色のおもちゃ、キラキラするおもちゃが好きな子どもも多いとのことであった。 

木のおもちゃは高価で、医療機関・施設であっても、なかなか手が出せないとのことで

あったが、遊び込んでいくと、手触りの良さや、ぬくもりが伝わってきて、子どもたち、

保護者、医療機関・施設の職員の多くが、その素晴らしさを実感したとのことであった。 

 

（２）「あそびのむし」がもたらした効果 

① 難病児の好きなこと（嫌なこと）の明確化 

難病児は、自身の身体や気持ちのしんどさ、自分の好きなことや嫌なこと、自分がやり

たいこと等を、うまく表現できないことも多い。保護者、医療機関・施設の職員も、子ど

もの意思の汲み取ろうと努力しているものの、自信が持てないところがあったという回

答が多かった。 

あそびのむしで遊ぶことによって、重い障害がある子どもたちが、目や手の動き、表情

等から、自分の好きなことや嫌なこと、やりたいこと等を以前よりもハッキリと表出し、
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保護者、医療機関・施設の職員がキャッチしやすくなったとのことであった。 

ひとたび、意思のキャッチボールできるようになると、どんどん発展していって、子ど

もの成長・発達が促され、それを明確に感じられるようになったとのことである。 

 

② 治療・リハビリテーション・療育の支援ツール 

子どもの好きなパペットを階段に置くと、子どもはおもちゃを取りたくて、自分でおも

ちゃを取りに行って、立っておもちゃを取れるようになったという事例があった。 

医療機関・施設の医師、看護師、保育士、リハビリテーション職等の専門職が、治療・

リハビリテーション・療育の各場面で、あそびのむしのおもちゃを支援ツールとしても有

効に活用していることが明らかとなった。子どもが笑顔でいることは、治療・リハビリテ

ーション・療育にとって、有効だという意見もあった。 

通常、子どもの生活には、おもちゃや遊びが当たり前にあるが、難病児の治療・リハビ

リテーション・療育においても、おもちゃや遊びが取り入れられていた。あそびのむしの

良質なおもちゃは、治療・リハビリテーション・療育のツールとしてもとても有効である

とのことであった。 

 

③ 難病児と支援者のコミュニケーションツール 

あそびのむしは、子どもだけでなく、保護者、医療機関・施設の職員にとっても、楽し

く魅力的であることが調査結果から明らかとなった。保護者、医療機関・施設の職員が「楽

しい」「面白い」等と感じていると、子どもにも楽しさや面白さが伝わる。 

あそびのむしのおもちゃを契機として、自然と楽しみながら、子ども、保護者、医療機

関・施設の職員のコミュニケーションが活発化し、強化されたことが確認された。 

保護者からは、子どもの障害を治すことはできなくても、生活の質を向上させたいと思

っており、あそびのむしのおもちゃは有効だという意見があった。 

 

④ 癒しもあたえてくれるあそびのむし 

あそびのむしには、「モンキーハンドパペット」、「モンチッチ オルゴール」、「歩く動

物 そう」等、モフモフした手触りや、コトコトと歩く音に、子どもも大人も癒されるお

もちゃも含まれている。 

難病児は、体調が不安定な時も多いとのことで、ヒアリングを行った医療機関・施設に

は、静養するベッドが置かれていた。ちょっと休みたい時、気分が良くない時など、支援

者とあそびのむしのおもちゃが「そばにいてくれる」ことで、子どもの気持ちが穏やかに

なるとのことであった。 

 

（３）「あそびのむし」の活用状況の総括 

① 寄贈先の選定 

難病の子どもやその家族は、日々の生活を送る上で日常的に医療的ケア等の特別な配

慮を必要とするために、地域における様々なサービスの利用機会が制限されていること、

また、本人・家族の行動範囲が限定的になりやすい等、様々な課題を抱えていると言われ

ている。 

ヒアリング調査でも、難病児は、地域に学校と家庭以外の居場所が少ない（そもそも無

い）という指摘があった。あそびのむしの寄贈先は、学校と家庭以外の難病児の利用が考

えられる医療機関、障害児通所支援施設、障害児入所支援施設を対象としており、寄贈先



96 

の選定については適切であったと考えられる。 

 

② 寄贈先におけるおもちゃ購入の優先度は高くない 

ヒアリング調査によると、子どもが利用する医療機関・施設であっても、毎年、決まっ

たおもちゃの購入等の予算があるわけではないとのことであった。絵本に比べ、おもちゃ

は高価であること、絵本は図書館で借りられるが、おもちゃを借りられるところは少ない

という声も聞かれた。 

おもちゃや遊びの有効性は認識されているものの、体位変換用マット等の福祉用具、消

毒剤、その他の使い捨て備品等、優先度の高い備品が多数あるため、おもちゃの購入は優

先度が高くない状況が明らかとなった。 

そうした寄贈先の現状もある中、あそびのむしの良質なおもちゃを使って遊ぶことで、

改めて、難病児にとってのおもちゃや遊びの重要性が再認識されていた。さらに、予想し

なかった様々な効果がみられたという声が聞かれた。 

 

③ 難病児の発達・成長に有効なおもちゃの選定、遊び方の指導ニーズ 

５カ所のヒアリング対象は、アンケート調査において、あそびのむしを積極的に利用し、

子どもの発達・成長にあそびのむしのおもちゃを有効に活用しているとみられる医療機

関や施設である。 

好事例でも、元々は、難病児の発達・成長に有効なおもちゃの選定、遊び方に自信が持

てず、迷うことも多かったとのことである。あそびのむしは、優れたおもちゃが選定され

ていたので、とても良かったという意見が聞かれた。 

ヒアリング先の中に一か所だけ、おもちゃコンサルタントの有資格者がいる病院があ

った。おもちゃの配置・管理の仕方、子どもの治療や療育の目的や段階に合わせた遊びの

プログラムの組み立て方とおもちゃの選定、子どもや保護者の様子の把握等について、知

識や経験を有しており、院内や兼任している他の施設の職員、保護者にもポイントやノウ

ハウを伝授しているとのことであった。 

しかし、おもちゃコンサルタントの有資格者がいる医療機関・施設は少ない。難病児、

が好むおもちゃ、楽しく遊べるおもちゃ、子どもの発達・成長に有効なおもちゃの選定に

自信を持てていなかったという声が聞かれた。良質で豊富な種類のたくさんのおもちゃ

を寄贈され、東京おもちゃ美術館の研修、交流会に参加して、具体的な遊び方も学んで、

それぞれの医療機関や施設で有効に活用することができたとのことであった。 

あそびのむしの事業は、おもちゃのプロと、難病児の治療・リハビリテーション・療育

のプロ（専門職）が連携して、全国の医療機関・施設で、良質なおもちゃによる遊びが提

供された貴重な取組みである。難病児の遊びの世界の広がりがみられたが、今後はさらに

配布先やその地域において、有効性や可能性について実践と効果検証等につながってい

くことを期待したい。 

 

④ 多様な職種が多様な視点で遊びに関わっている 

アンケート調査、５カ所のヒアリングの双方で、あそびのむしを含むおもちゃを使った

遊びについては、医療機関・施設に配置された様々な職種が関わっていることが明らかと

なった。遊びの時間が増えた医療機関・施設が多く、良いおもちゃは自然と子どもの「好

き」や意欲を引き出し、多職種の職員の子どもに対する認識や行動を変容させたことがう

かがえた。 
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調査結果から、あそびのむし事業は、その目的に照らし、有効な内容で実施され、寄贈先

において有効に活用され、当初の目的を果たしたと考えられる。 

 

（４）あそびのむし事業の課題 

① おもちゃの数 

第１弾は 47 種と専用ボックス 4 箱を全国 90 カ所へ、第２弾はおもちゃ 65 種とオリ

ジナル玩具 5種と専用ボックス 4箱を全国 150 カ所へ寄贈した。第１弾の実施を踏まえ、

第２弾はおもちゃセットの構成、配布先、研修・交流会の内容等も見直し、さらなる改良

を加え実施された。 

質の高い多数のおもちゃについて、研修会、交流会で遊び方を学びながら、いろいろな

おもちゃを試す中で、難病児が遊ぶのは難しいと思っていたおもちゃでも遊べることが

わかった、子どもの好きなおもちゃや好きなことを見つけることができたという意見が

多かった。支援者が固定概念を持っていたことに気づいたということが聞かれた。子ども

の個性、好み、障害は多様で、一人として同じ子どもはいない。支援者も職種、経験、個

性、好みは多様である。 

多数の良質のおもちゃがあることで、遊びの可能性が無限に広がるという意見が寄せ

られた。「おもちゃのセット」であることの意義は、寄贈先や保護者にも伝わり、理解さ

れていた。 

一方、少数ではあるが、「小規模な施設で、保管場所が少ないため、少ない数のおもち

ゃセットでもよかった」、「おもちゃの数を少なくして、その分寄贈先を増やして、あそび

のむしを体験できる施設を増やしてはどうか」という意見があった。また、「自病院・自

施設を利用する子どもには遊びづらいおもちゃが含まれていた（ルービックキューブ、お

たまトーン、磁石を利用したおもちゃ等）」との意見も寄せられた。 

おもちゃの選定、発注、梱包、発送、実施後のフォロー等の事業のプロセスを考えると、

寄贈先の個々の要望に応えることは難しいと考えられるが、数の多めのセット・少なめの

セットを２パターン用意する等は検討の余地があるのではないかと考えられる。 

難病児が遊ぶことが難しいおもちゃであっても、障害が軽度の子どもが遊んでいる、き

ょうだい児が施設に来た時に遊ぶ、保護者が興味を持ってコミュニケーションが生まれ

る、職員が遊ぶのを子どもたちが楽しんで見ている等の活用方法も聞かれた。 

 

② 長期的な視点からの事業の継続性 

小児科を標榜する病院 2,523 カ所（令和 2 年）、小児科を標榜する診療所数 3,119 カ所

（令和 2 年）、児童発達支援（児童発達支援センターを含む）の事業所数 10,190 カ所（令

和 4 年 8 月）放課後等デイサービスの事業所数は 19,178 カ所（令和 4 年 8 月）、障害児

入所施設（福祉型・医療型）の事業所数 464 カ所等と、多数、整備されている。（厚生労

働省医療施設（静態・動態）調査、令和４年社会福祉施設等調査より） 

しかし、本調査において、難病児は外出や体験の機会が限られ、地域の居場所が家と学

校しかないことも多いとの意見があった。また、地域に同じような病気や障害がある子供

がいるとは限らないため、親子ともに孤立感を感じやすいことも指摘された。 

支援者が保護者と学校の先生のみ等、特定の人としか関われないと、子ども自身も大変

だし、支援者にとっても負担が大きくなる。子どもが他者とつながるきっかけとなるのが

おもちゃであり、遊びを通じて、いろいろな人と関われるようになる、子どもがその先の
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人生や、親亡き後も、明るく幸せに生きていくことにつながるとの意見が聞かれた。 

難病児の遊びの体験の機会を広げることは、子どもの発達・成長、自立という長期的な

観点からみても大切な課題と考えられる。あそびのむしの関係機関や寄贈先は、今後も、

あそびのむしで遊んだ難病の子どもたちのその後の成長を支えていくことが期待される。

また、難病児にとっての遊びの意義や効果を、地域や社会に積極的に情報発信し、理解者、

支持者を広げていくことが望まれる。 

 

③ 情報発信への期待 

まずは、本調査報告書を寄贈先や関係機関に共有し、改めてあそびのむしの意義や効果

を伝えていくことが考えられる。 

スタートブックは、医療機関・施設の職員の評価が高く、寄贈後もフルに活用されてい

ることが明らかとなった。「あそびのむしセットには選ばれなかったが良質なおもちゃが

あればそれもスタートブックに掲載してほしい」、「スタートブックにおもちゃの値段も

掲載してほしい」等の要望が聞かれた。難病児向けのおもちゃの選定や遊び方の参考書と

して、スタートブックの活用が考えらえる。 

YouTube 等の動画サイトや、日本財団、芸術と遊びの創造協会のサイトに、あそびの

むしの遊び方の動画をアップしてほしいとの要望もあった。遊び方の研修会・交流会を定

期的に開催してほしいとの要望もみられた。 

難病児に関する有益な情報源は限られるため、信頼できる機関が情報発信を続けるこ

との意義は大きいと考えられる。 

保護者のヒアリングによると、難病児の保護者の私的なネットワークがあり、オンライ

ン、オフラインの双方で活動しており、あそびのむしの情報も共有されているとのことで

あった。メールや SNS 等を使った情報共有では、写真・動画を共有することも可能なた

め、実践的な情報が拡散していくことが期待できる。 

居場所、遊びの機会等を求めている難病児と保護者に、必要な情報が届くように、様々

なネットワークを活用しながら、支援活動を継続することが望まれる。 

 

（５）あそびのむしの効果測定を踏まえた難病の子どもと家族を支える活動の展開 

今回の調査から、遊びは難病児の発達・成長に不可欠であり、おもちゃや遊びを通じて

周囲とつながれることが明らかになった。しかし、保護者や専門職等の支援者こそ周囲と

のつながりを必要としていること、依然として難病児と保護者のサービスの利用や体験

の選択肢が少ないという課題が明らかになった。 

優れたおもちゃを使った遊びは、難病の子どもを、家族・支援者・友達といった「社会」

に導いてくれる入口（ドア）のような役割を果たしていることがわかった。しかし、それ

は入口に過ぎないともいえる。難病児の体験や社会参加の機会の確保は、子どもの権利擁

護の観点からも、引き続き取り組んでいくことが望まれる。 

前述したように、難病児を含む子どもを対象とする医療機関・施設は多数あり、おもち

ゃセットの寄贈を続けることが目的ではない。あそびのむしの寄贈先以外にも、難病児の

遊びの重要性を普及啓発していくことが今後の課題と考えられる。 

今回のあそびのむし事業の効果測定の結果等も踏まえながら、広い視野に立って、難病

の子どもと家族を支える活動を展開していくことが望まれる。 
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（６）寄贈先でのさらなるあそびのむしの活用への期待 

あそびのむしの寄贈を契機として、難病の子どもと支援者の遊びの時間や質の充実に

取り組んだ医療機関・施設が多かったことが調査より明らかになった。今後も、医療機関・

施設等の支援者側が遊びの重要性を理解して、遊びの環境や時間等を工夫して提供して

いくことが重要だと考える。 

子どもが楽しい、もっと遊びたいと感じられる遊び、他者と関わることを経験する遊び、

具体が良くない時にほっと安心できるようなおもちゃなど、子どもと支援者とおもちゃ・

遊びの組み合わせは無限にある。あそびのむしのおもちゃを組み合わせても良いし、子ど

もや支援者がおもちゃを手作りしても楽しいだろう。 

あそびのむしのおもちゃや遊びをきっかけに、地域とのつながりができた・強まったと

いう施設の声も聞かれた。当該医療機関・施設を利用していない難病児の子ども・保護者、

地域住民、関係団体・関係機関等に対して、おもちゃや遊びを媒介として、積極的な働き

かけや情報発信等を行うことを期待したい。ヒアリング調査結果などを参考に、地域の施

設と連携して、遊びのイベント等を企画することも考えられる。 

 

好事例におけるおもちゃ・遊びの具体的な活用方法 

【おもちゃの保管と展示】 

・保管場所、展示場所を確保して決める 

・毎日、使用前後で細かいパーツまでそろっているか確認する 

・寄贈された箱や棚に収納しているおもちゃの写真を貼る 

・使用前後、よだれなどで汚れたら都度、消毒する 

 

【あそびの雰囲気づくり】 

・子どもにわかりやすいように遊びの主担当、サブ担当の職員を決める 

・生活のリズムの中に遊びの時間をもうける（歌や体操をする等） 

・部屋を暗くして、光るおもちゃを楽しむ 

・オルゴールや楽器の時は他の音を控える 

 

【子どもに合わせた遊び】 

・子どもの好み、心身状況に合わせたおもちゃの選定と遊び方 

・遊ぶ子どもを見守り、子どもの発達・成長、可能性を見極めることも大切 

・無理だと先入観を持たずに遊んでみる 

・支援者が楽しいと思うと子どもも楽しい 

・おもちゃの遊び方の学習（芸術と遊び創造協会、全国のおもちゃ美術館の研修会、イ

ベント等への参加による学習、YouTube 等での学習、おもちゃコンサルタントとの

交流等） 
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好事例における保護者、地域等への働きかけ、情報発信 

・送迎時、連絡帳、施設便り等で、子どもがあそびのむしで遊ぶ様子を伝える 

・送迎時、イベント時は、自施設では遊ぶことが難しいおもちゃであっても、きょうだ

い児等に遊んでもらう 

・おもちゃや遊びの話題で保護者とのコミュニケーションが豊かになる 

・地域の他の施設におもちゃを貸し出す 

・医療機関・施設のサイトでの遊びの様子の紹介、ＳＮＳ等での情報発信を通じて、難

病児の生活や遊びについて理解を深めてもらう 

 

（７）寄贈を受けていない団体におけるおもちゃ・遊びの取組みへの期待 

あそびのむしの寄贈を受けていない団体にも、本報告書等により事業の意義や成果を

知り、難病児の治療・リハビリテーション・療育の参考にされたい。良いおもちゃは、優

れた芸術でもあり、子どもだけでなく、大人までも豊かで幸せな気持ちにしてくれる。 

あそびのむしのおもちゃには、市販のポピュラーなものもある。しかし、新たにおもち

ゃを買わなくても、既存のおもちゃ、手作りのおもちゃでも構わない。 

支援者が固定概念を持たず、音が出るおもちゃなど、いろいろなおもちゃで子どもと遊

んでみて、難病児の好きなおもちゃ、好きな遊びを見つけ、どんどんコミュニケーション

してみてほしい。 

遊び方がわからない時は、あそびのむしの寄贈先に聞いてみてほしい。全国のおもちゃ

美術館にもあそびのむしは設置されているので、おもちゃコンサルタントが喜んで遊び

方やおもちゃの選び方、取り扱い方等を教えてくれるだろう。 

支援者が、積極的におもちゃ・遊びを媒介にして、子ども、保護者、地域の関係機関等

とのネットワークを広げていくことが、あそびのむしの次の目標である。地域において、

ネットワークが構築されると、難病児の体験等の機会の拡大、子ども・保護者の孤立の解

消等につながると期待される。 

 

【インフォメーション】 

公益財団法人 日本財団と、特定非営利活動法人 芸術と遊び創造協会は、あそびのむ

しの事業について情報を発信・提供しているので、関心のある医療機関・事業者、支援者

等は、下記の公式サイトを参照されたい。 

 

【参考 URL】 

公益財団法人 日本財団の「難病の子どもと家族を支える プログラム」 

https://nf-nanbyoujishien.com/aboutus/ 

 

特定非営利活動法人 芸術と遊び創造協会  

※あそびのむしの配布先、第１弾・第２弾のハンドブック等が掲載されている。 

https://art-play.or.jp/about/index.html 

 

  

https://art-play.or.jp/about/index.html
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資料編： 

 

○調査票様式 

 本調査で使用した調査票様式について、以下に掲載した。 
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参考資料 1_アンケート_WEB画面_第 1弾 
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参考資料 2_アンケート_WEB画面_第 2弾 

 



111 

 



112 

 



113 

 



114 

 



115 

 



116 

 



117 

 



118 

 



119 

  参考資料 3_あそびのむし STARTBOOK_第 1弾 
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参考資料 4_あそびのむし STARTBOOK _第 2弾 
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2024 年度 公益財団法人 日本財団 
 

難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」の効果測定に係る調査 
 

報 告 書 

 

調査実施機関：みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 社会政策コンサルティング部 

住   所 ：〒101-8443 東京都千代田区神田錦町 2 - 3 

電 話 番 号 ：03- 5281-5404 

 

 

 


